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金
）
事
務
局
長
、
福
田
赳
夫
元
日
本
国
首
相
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

こ
の

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

U
N
F
P
A
（
国
連
人
口
基

（
人
口
と
開
発
に
関
す

れ
た
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
三
回
大
会
」

2
1
世
紀
に
お
け
る
ア
ジ
ア
人
口
と
社
会
経
済
開
発

i

を
主
議
題
と
す
る平

ま一

成
二
年
十
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
四
日
間
、

コ
ク
で
二
十
一
ヵ
国
、

れ
た
。

か
け
た

゜

タ
イ
王
国
の
首
都
バ
ン

百
六
十
一
人
が
参
加
し
て
意
義
深
く
盛
大
に
開
催
さ

開
会
式
は
十
五

H
午
前
十
時
か
ら
タ
イ
国
国
会
議
事
堂
で
厳
粛
に
行
な
わ

主
催
国
の
タ
イ
国
会
議
貝
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
準
備
委

貝
長
が
歓
迎
の
言
業
を
述
べ
、
佐
藤
隆

A
F
P
P
D

る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
議
長
が
別
項
の
よ
う
な
開
会
挨
拶
を
行
な
い
、

ア
ジ
ア
の
人
口
‘
食
糧
（
開
発
）
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
世
界

平
和
実
現
の
た
め
に
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
の
課
題
だ
と
述
べ
、
各

国
議
貝
間
で
結
束
し
て
こ
の
問
題
解
決
に
一
層
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
呼
び

人日と開発関する

アジア鼠員7ォーラム第3圃大会

続
い
て
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル

A
F
P
P
D
事
務
総
長
‘

タイの許都バンコクで
21か鳳161人が参加

会場での日本議員団、左から高桑、三治、伊藤、

清水、桜井、東の各議員
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一
一
億
か
ら
二
千
年
に
は
三
十
七
億
人
に
増
加
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
）

②
保
健
水
準
の
向
上
、

③
人
口
増
加
が
耕
作
面
積
を
減
少
さ
せ
て
い
る
④
都
市
へ
の
人
口
流
入
が
メ

ガ
シ
テ
ィ

（
人
ロ
一
千
三
百
万
人
以
上
の
都
市
）
を
生
み
、

都
市
の
生
活
環

境
を
変
化
さ
せ
て
い
る
⑤
夫
を
説
得
で
き
る
よ
う
に
女
性
の
教
育
レ
ベ
ル
を

適
切
な
開
発
が
あ
っ
て
人
口
計
画
の
成
功
が
あ
る

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
ア
ジ
ア
の
人
口
は
一
九
九

0
年
に
一
―
-
+

ロ
増
加
率
の
低
下
を
み
る
の
で
は
な
く
‘

ア
ジ
ア
全
地
域
の
人
口
増
加
数
に

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ラ
リ
ス
・
ア
ト
ラ
ト
ム
ダ
リ
教
育
大
臣
は
①
各
国
別
の
人

続

け

る

と

い

う

お

国

の

事

情

を

あ

げ

た

。

持
っ
て
行
く
習
慣
が
あ
り

こ
の
た
め
男
子
が
生
ま
れ
る
ま
で
子
供
を
生
み

加
の
一
因
と
し
て
、
イ
ン
ド
で
は
結
婚
の
際
に
女
性
か
ら
男
性
へ
持
参
金
を

加
は
抑
え
る
」

I

こ
と
が
重
要
と
指
摘
。

さ
ら
に

イ
ン
ド
で
の
人
口
増

人
口
増
加
が
環
境
破
壊
の
元
凶
だ
と
し
、
「
木
の
人
口
は
増
や
し
、
人
間
の
増

森
林
伐
採
に
よ
る
表
土
流
出
で
農
業
生
産
が
低
下
し
て
い
る
。

工
業
化
と

あ
と
‘

プ
ン
チ
ャ
ナ
・
タ
イ
国
上
院
副
議
長
が
開
会
宣
言
を
行
な
い
、

全
体
会
議
で
活
発
な
意
見
交
換

中
国
の
磨
漢
生

に
し
た
い
③
杜
会
・
経
済
開
発
の
地
域
格
差
が
家
族
計
画
普
及
の
地
域
格
差

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

イ
ン
ド
の

S

・
ラ
タ
ー
議
貝
は
、

イ
ン
ド
で
は
開
発
に
よ
る
環
境
破
壊
が

木
の
人
口
ふ
や
し
、

人
間
の
増
加
を
抑
え
よ

に
大
き
な
影
脚
を
与
え
て
い
る
、

と
中
国
の
現
状
を
説
明
し
た
。

中
国
の
人
口
は
十
一
億
一
千
二
百
万
人
②
今
後
十
年
間
で
国
民
総
生
産
を
倍

（
リ
ャ
オ
・
ハ
ン
シ
ョ
ン
）
議
貝
は
①
一
九
八
九
年
末
の

社
会
経
済
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

同
日
午
後
開
か
れ
た
全
体
会
議
で
は

「
2
1
世
紀
に
お
け
る
ア
ジ
ア
人
口
と

場
を
バ
ン
コ
ク
市
内
の
ド
ウ
シ
タ
ニ
・
ホ
テ
ル
に
移
し
た
。

会
議
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は
五
ヵ
年
単
位
は
短
か
過
ぎ
る
の
で
、

人
口
と
環
境
の
開
発
計
画
は
も
っ
と

開
発
計
画
を
策
定
す
る
⑤
人
口
動
態
の
変
数
を
と
り
入
れ
て
い
く
。

そ
れ
に

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
②
生
活
の
質
の
バ

ヽ

こ
な
り

~
~
 

う 大
気
汚
染
な
ど
環
境
問
題
も
か
ら
み
‘

人
口
と
開
発
を
総
合
的
に
考
え
る
よ

こ。f
 

七
十

六
十
年
代
は
人
口
と
開
発
問
題

地
位
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
教
育
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
‘

政
務
次
官
）

四
分
科
会
で
理
解
深
め
る

各
問
題
ご
と
に
テ
ー
マ
を
定
め
て
分
科
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

環
境
・
持
続
的
開
発
」
「
保
健
ー
ー
ー
母
子
保
健
・
家
族
計
画
」
「
女
性
の
役
割
と

の
四
テ
ー
マ
に
分
け
‘
十
六
‘
七
の
両
日
、

長
期
の
視
点
で
人
口
、
環
境
、
開
発
計
画
を

分
科
会
を
通
じ
た
主
な
論
議
を
拾
っ
て
み
る
と
「
人
口
動
態
を
六
十
、

八
十
年
代
の
三
段
階
に
分
け
る
と
‘

を
立
息
識
‘

導
入
、

七
十
年
代
は
国
レ
ベ
ル
で
の
家
族
計
画
を
強
化
し
、

八
十
年
代
は
人
口
政
策
の
影
響
が
出
て
き
て
、

そ
し
て
単
に
人
口
だ
け
で
な
く
‘
森
林
破
壊
‘
砂
涙
化
、

人
口
政
策
を

認
識
も
変
わ
っ
て
き

水
質
汚
濁
、

人
口
と
環
境
の
相
関
関
係
が
複
雑
に
な
っ
て
き
た
」
（
ニ
ボ
ン

E

S
C
A
P
人
口
部
長
）
な
ど
の
助
言
が
あ
り
‘
①
人
口
と
環
境
の
相
関
関
係

を
調
査
し
、

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
向
上
を
図
る
た
め
、

人
口
と
開
発
の
問
題
を
社
会
経
済
開

発
に
組
入
れ
る
③
最
適
な
人
口
戦
略
を
た
て
る
④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
村

長
い
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
開
発
」

ニ
テ
ー
マ
ず
つ
活
発
な
協
議
を
行
な
い
、
各
国
間
の
理
解
を
深
め
合
っ
た
。

地
位
」
「
高
齢
化
と
若
年
従
属
人
口
」

「
人
口

今
回
の
大
会
か
ら
、
さ
ら
に
キ
メ
細
か
い
具
体
的
協
議
を
深
め
る
た
め

し
た
。

の

「
新
し
い
日
本
の
人
口
問
題
」

と
題
す
る
英
文
原
稿
を
代
読

こ
の
は
か

日
本
か
ら
は
‘
清
水
嘉
代
子
議
貝
が
石
井
―
二
議
貝
（
外
務

な
ど
の
点
を
指
摘
し
た
。

こぃ
T
、

J
ー

-4-
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十
八

H
は
午
前
九
時
か
ら
全
体
会
議
が
開
か
れ
、
各
分
科
会
報
告
の
の
ち
、

議
長
に
佐
藤
隆
氏
を
一
l

ー
選
、
事
務
総
長
に
は
タ
イ
の
プ
ラ
ソ
ッ
プ
氏

役
貝
改
選
で
は
‘

佐
藤
隆
氏
を
議
長
に
三
選
、
新
事
務
総
長
に
プ
ラ
ソ
ッ

プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
氏
（
タ
イ
国
）
、
事
務
総
長
を
二
期
つ
と
め
た
サ
ッ
ト
・

ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
氏
（
イ
ン
ド
）

四
日
間
に
わ
た
る
意
義
深
く
、

別
項
の
よ
う
な

は
副
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、

実
り
あ
る
第
一
―
一
回
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

「
バ
ン
コ
ク
宣
言
」
を
満
場
一
致
で
採
択
。

バ
ン
コ
ク
宣
言
を
採
択

っ
て
生
活
の
質
、

規
律
向
上
を
図
る
ー
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

が
自
助
努
力
を
し
、

社
会
参
加
す
る
こ
と
。

一
方
、
若
年
者
対
策
と
し
て
は
、

で
あ
る
。

社
会
の
一
貝
と
し
て
意
義
あ
る
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
先
ず
自
身

日
本
で
は
す
で
に
題
在
化
し
つ
つ
あ
り
、

な
ど
に
も
予
想
さ
れ
る
「
高
齢
化
と
若
年
従
属
人
口
」
問
題
に
つ
い
て
は
、

農
村
と
都
市
、
先
進
国
と
途
上
国
、
家
族
計
画
の
強
い
国
で
の
ケ
ア
等
、

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

き
て
い
る
。
高
齢
者
は
‘

年
齢
の
延
長
、

大
き
な
総
合
計
画
の
中
で
と
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。
所
得
、
雇
用
‘
退
職

し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
社
会
経
済
開
発
の
政
策
の
一
環
と
し
て
、

が
少
な
い
。

都
市
で
は
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
て
も
孤
立
感
が
強
く
、
淋

（
人
口
•
環
境
・
持
続
的
開
発
分
科
会
）
。

規
模
や
性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
て

農
村
で
は
貧
し
く
‘
施
設
も
な
く
、
家
族
の
ケ
ア

低
コ
ス
ト
医
療
、
年
金
確
保
‘
栄
養
•
健
康
•
住
宅
の
確
保

な
ど
の
総
合
対
策
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
高
齢
者
の
意
識
改
革
が
不
可
欠

麻
薬
、
売
春
、
飲
酒
な
ど
の
害
か
ら
守
る
た
め
チ
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

さ

せ

る

と

の

提

言

が

さ

れ

た

ア

二
十
一
世
紀
に
は
中
国
や
韓
国

高
齢
者
対
策
は
、
社
会
経
済
開
発
政
策
の
一
環
と
し
て

を
計
り
、
目
標
達
成
の
た
め
の
努
力
が
大
切
で
一
国
の
影
響
が
他
国
へ
影
響
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並
び
に
友
人
の
皆
様
。

皆
様
に
歓
迎
の
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、

国
内
組
織
委
員
会
委
員
長

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン

大
成
功
を
祈
り
、

ご
協
力
に
感
謝

゜

ご
支
援
と

プ
ン
チ
ャ
ナ
国
会
副
議
長
、
福
田

C
C
P
P
D
会
長
、
佐
藤

A
F
P
P
D
議
長
‘

サ
テ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
‘
ミ
ッ
タ
ー
ル

A
F
P
P
D
事
務
総
長
‘
閣
下
、

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

開会の挨拶を述べる佐藤隆AFPPD議長
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ヽ

古
い
こ
と
わ
ざ
に

「
光
陰
矢
の
ご
と
く
我
々
を
親
し
く
ひ
く
」

ぎ
思
い
出
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

ゞ

と
い
う
の
カ

、。

さ
し

ご
希
望
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
下

つ
ろ
い
で
い
た
だ
き

「
は
ほ
え
み
と
平
安
の
国
」

タ
イ
と
そ
の
歓
待
ぶ
り
を
よ

ま
す
。

究
や
審
議
、

不
可
欠
な
も
の
で
す
。

友
人
の
皆
様
、

生
活
の
質
の

「
友
情
だ
け
は
古
い
方
が
い
い
。
」
と
い
う
言
築
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
く

組
織
委
貝
会
は
皆
様
を
心
よ
り
歓
迎
し
、

一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

い
成
果
を
も
た
ら
し
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
ン
コ
ク
で
の
滞
在
が
快
適
で
あ
り
ま
す
よ
う

ま
た
皆
様
の
参
加
が
す
ば
ら
し

五
慈
愛
は
決
し
て
失
敗
の
な
い
唯
一
の
投
資
」

だ
と
い
い
ま
す
。

ジ
ア
の
加
盟
議
貝
全
貝
に
絶
え
ず
伝
え
て
き
ま
し
た
。

人
間
愛
は
幸
福
に
と
っ
て

な
目
的
や
ね
ら
い
を
掲
げ
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
と
る
べ
き
行
動
や
成
果
を
ア

向
上
と
い
う
共
通
の
問
題
に
取
り
組
み
、

ま
た
全
人
類
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
崇
高

て
い
る
こ
と
を
、
非
常
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

A
F
P
P
D
は‘

解
決
策
の
提
案
に
あ
た
る
加
盟
国
の
間
に
真
の
協
力
関
係
が
生
ま
れ

ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

の
指
導
の
下
に
確
実
に
支
持
を
増
や
し
、

研

議
貝
会
議
」

貝
世
界
委
貝
会

(
G
C
P
P
D
)
が
、
福
田
閣
下
な
ら
び
に

A
F
P
P
D
、

ア
ジ

と
回
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議

第
二
回
大
会
‘

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
際

一
九
八
四
年
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、

一
九
八
四
年
の
メ
キ
シ
コ
市
の

北
京
の

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

わ
せ
て
何
か
を
し
よ
う
と
決
心
し
た
な
ら
、
社
会
に
対
し
て
ど
ん
な
に
多
く
の
サ

き
ま
せ
ん
。
」
と
言
い
ま
し
た
。

私
た
ち
全
貝
が

あ
る
い
は
幾
人
か
で
も
力
を
合

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は

か
つ
て

「
私
一
人
で
は
‘

す
べ
て
を
行
な
う
こ
と
は
で

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
看
護
婦
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

第
三
回
大
会
」

が
大
成
功
を
収
め
、

一
層
の
理
解
と
協
力
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
お

タ
イ
王
国
国
会
を
代
表
し
て
、

開
催
さ
れ
る

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)

ま
た
組
織
委
貝
会
委
貝
長
と
し
て
、

バ
ン
コ
ク
で

- 7 -



あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歓
迎
と
感
謝
の
言
業
と
い
た
し
ま
す
。

閣
下
、

ご
来
賓
の
皆
様
、

並
び
に
友
人
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
、
私
の

そ
の
人
が

し
か
し
愛
と
友
人
の
た

「
健
康
と
仲
間
と
幸
福
に
恵
ま
れ
ん
こ
と
を
！
」

康
と
幸
せ
と
長
寿
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

の
分
野

あ
り
ま
す
が
、

私
が
皆
様
に
お
話
し
を
始
め
た
瞬
間
も
す
で
に
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

「
自
制
こ
そ
が
中
庸
へ
の
確
実
な
道
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
フ
ラ
ト
ン
の

我
々
タ
イ
側
と
し
て
も
、

様
に
よ
る
研
究
の
成
果
や
知
識
経
験
な
ど
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
事
務
局
を
中
心
と
す
る
皆
様
か
ら
の
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
議
を
成
功
に
導
く
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。

ご
来
賓
の
皆
様
、
並
び
に
友
人
の
皆
様
方
の
貢
献
は
「
人
口
と
開
発
」

の
発
展
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
人
生
の
価
値
は
、

G
C
P
P
D
、

A
F
P
P
D
の
東
京
と

万
人
の
幸
福
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
皆
様
の
ご
健

「
私
の
家
は
小
さ
く
、
大
富
豪
の
邸
宅
に
は
ほ
ど
遠
い
。

め
の
部
屋
は
あ
る
。
そ
れ
で
充
分
だ
。
」
と
い
う
の
が
今
の
私
の
心
境
で
す
。

共
に
集
え
た
す
ば
ら
し
い
こ
の
席
で
、
皆
様
に
捧
げ
た
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

生
き
て
き
た
年
数
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

他
人
に
ど
れ
だ
け
親
切
に
し
、

励
ま
し
て
き
た
か
で
決
ま
る
の
で
あ
る
。
」

ア
ジ
ア
各
国
な
ら
び
に
国
際
機
構
、

国
連
機
関
の
皆

は
ず
で
す
。

言
薬
は
、
今
後
の
討
論
や
研
究
、
家
族
計
画
‘

社
会
計
画
の
ト
ピ
ッ
ク
に
使
え
る

い
ま
し
た
。
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我
々
は
‘

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
ア
ジ
ア
の
立
法
府

こ
の
地
球
が
更
に
六
十
億
人
を
扶
養
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

プ
ン
チ
ャ
ナ
国
会
•
上
院
副
議
長
、

ご
列
席
の
皆
様
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
―
一
回
大
会
」
を
こ
の
よ

指
導
、

う
に
見
事
に
主
催
さ
れ
た
タ
イ
国
準
備
委
員
会
の
ご
尽
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
‘
本
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
ご

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

U
N
F
P
A
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
始
め
‘
職
貝

の
方
々
に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

ヽ

こ
.

J

 

さ
ら

代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

る
、
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
執
行
部
の
方
々
、

口
と
開
発
問
題
に
お
い
て
共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
ご

こ
と
が
予
測
さ
れ
、

公
務
ご
多
端
中
に
も
拘
ら
ず
人

人
口
と
地
球
環
境
と
持
続
的
開
発
問

そ
の
解
決
を
可
能
に
す
る
か
否
か
の
鍵
は
一
に
こ
の
間
の
人

類
の
選
択
に
掛
か
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

十
年
間
で
現
在
の
中
国
の
人
口
に
相
当
す
る
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。

ま
す
。

こ
の
人
口
増
加
の
歯
止
め
を
ど
う
す
る
の
か
、

二
十
一
世
紀
末
に
‘

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
予
測
で
は

〇
．
ち
、

月

今
世
紀
最
後
の

果
た
し
て
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
が
喫
緊
に
解
決
を
追
ら
れ
て
い
る
課
題

れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
十
年
間
は
人
類
史
上
最
大
の
人
口
増
加
率
を
見
る

題
は
‘

二
十
一
世
紀
最
大
の
課
題
の
一
っ
と
し
て
ま
す
ま
す
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

二
十
一
世
紀
ま
で
約
十
年
を
残
す
現
在
、

参
集
下
さ
い
ま
し
た
同
志
諸
君
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
事
務
所
を
始
め
と
す

(
A
F
P
P
D
)
 

佐

A
F
P
P
D
議
長藤

隆

飢
え
て
死
ぬ
た
め
に
生
れ
る

子
供
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ー
。

を
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し
か
し
な
が
ら
、

二

0

1
0
年
に
四
二
％
、

は
ぼ

こ
の
う
ち
②
の
乳
児
死
亡
率
の
減
少
に
つ
い
て
は
‘

に
携
わ
る
者
が
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る
た
め
‘

に
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
会
議
」
を
開
催
し
、

収
め
ま
し
た
。

の
方
々
の
ご
助
力
を
得
な
が
ら
、

つ
け
、
各
々
の
議
員
が
自
国
の
人
口
政
策
・
社
会
・
経
済
開
発
に
適
切
な
指
針
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
相
互
理
解
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

及
び
一
九
八
七
年
の
北
京
に
於
け
る
第
二
回

ぶ
狩
定
目
標
」
を
定
め
て
、
目
標
達
成
の
た
め
努
力
す
る

①
二

0
0

0
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
人
口
増
加
率
を
年
間
一
％
に
低
減
す

率
を
五
十
％
減
少
さ
せ
る
。

③
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
分
布
の
均
衡
化
を
実
現
す
る
。

一
九
八

0
年

1

一
九
八
五

年
八
•
三
％
が
二

0

0

0
年
に
五

・
O
％
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

達
成
と
言
え
ま
す
。

①
の
人
口
増
加
率
の
一
％
へ
の
低
減
に
つ
い
て
は
二

0
0
0
年
の
推
計
値
は
‘

•
四
％
で
あ
り
、
努
力
が
必
要
で
す
。

③
の
人
口
分
布
の
均
衡
化
に
つ
い
て
は
一
九
八

0
年
の
都
市
人
口
が
二
八
％
、

0
0
0
年
に
二
九
・
九
％
で
す
。

0
五

0
年
に
五
三
％
と
二
十
一
世
紀
に
入
り
急
速
な
都
市
化
が
進
む
こ
と
が
予
測

さ
れ
、
更
に
、
積
極
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

②
二

0
0

0
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
地
域
の
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
。

特
に
乳
児
死
亡

る。

そ
の
三
つ
と
は
‘

大
会
に
於
い
て
三
つ
の

ー
デ
リ
ー
に
於
け
る
第
一
回
大
会
、

三
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
大
会
で
は
‘

わ
ず
か
百
日
で
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
躍
に
漕
ぎ

一
九
八
四
年
の
ニ
ュ

九
八
二
年
二
月
イ
ン
ド
の
ミ
ッ
タ
ー
ル
議
員
、
中
国
の
議
貝
、

そ
の
他
の
関
係
者

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
設
立
要
請
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、

識
」
に
立
ち
、

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

そ
の
会
議
に
於
て

の
向
上
が
ア
ジ
ア
の
安
定
、

ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
と
い
う
高
い
認

「
ア
ジ
ア
の
人
々
の
福
祉
の
向
上
、

生
活
水
準

一
九
八
一
年
十
月

大
き
な
成
果
を
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村
開
発
で
あ
り
、
農
業
だ
と
い
え
ま
す
。

お
よ
び
、

地
球
上
の
す
べ
て
の
人
々
に
最
低
限
の

た
ゆ
み
な
い
開
発
が
も
っ
と
も
厘
要
視
さ
れ
る
分
野
は
農

す
こ
と
」

と
世
界
環
境
開
発
委
貝
会
は
定
義
し
て
い
ま
す
。

っ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
持
続
的
開
発
と
い
う
の
は
‘

ご
次
世

ロ
増
加
予
測
が
毎
年
、
前
年
の
予
測
値
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
と
、

そ
れ
に
伴
う

要
性
を
認
め
、

問
題
委
員
会
」
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
も
、

割
に
つ
い
て
も
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
常
設
の

□
女
性

ャ
ハ
ニ
議
貝
、

ラ
ー
マ
議
貝
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

女
性
議
員
の
役 シ
「
人

て
い
る
こ
と
は
‘

の
認
識
が
か
な
り
深
ま
っ
て
、

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
が
実
績
を
上
げ

人
口
関
連
問
題
に
対
す
る
認
識
高
揚
に
務
め
ま
し
た
。

人
口
問
題
に
対
す
る
一
般

第
二
回
大
会
以
降
の
主
要
な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

ア
ジ
ア
人
口
は
一
―
―
十
億
人
に
達
し
、

貝
で
あ
り
ま
し
た
が

会
議
に
は
、
議
貝
、

世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
す
る
会
議
を
七
月
に
東
京
で
開
催
し
、

「
ア
ジ
ア
三
十
億
人
の

H
」

行
政
官
、
報
道
関
係
者
、

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
‘

の
本
分
野
に
於
け
る
役
割
、

と
繁
栄
を
考
え
る
時
、

当
時
、

内
外
に
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

口
と
女
性
の
地
位
に
関
す
る
ア
ジ
ア
女
性
議
員
会
議
」

私
は
竹
下
内
閣
の
一

学
識
者
が
一
堂
に
会
し
ア
ジ
ア
の

更
に
、
着
実
な
展
開
が
期

共
通
認
識
に
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
三
月
に
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
世
界
で
初
の
女
性
議
貝
に
よ
る

が
ミ
ッ
タ
ー
ル
議
員
、

人
口
の
半
数
を
占
め
る
女
性

次
世
代
を
育
む
母
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

さ
ら
に
人
口
•
開
発
分
野
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
‘

代
が
そ
の
時
代
の
必
要
性
を
満
た
す
力
を
そ
ぐ
こ
と
な
く
、

そ
の
重

同
時
に
人
口
問
題
が
如
何
に
女
性
の
教
育
と
関
わ
り
が
あ
る
か
、

こ
と
に
少
女
に
対
す
る
教
育
機
会
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
童
視
し
た
た
め
で
す
。

将
来
の
人

持
続
的
な
開
発
が
維
持
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
地
球
環
境
保
全
の
問
題
と
相
ま

現
在
の
必
要
を
満
た

人
類
の
健
康
と
幸
福

食
糧
は
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
食
糧
の
持
続
的
確
保
の
主
要
条
件
は
、
①

世
界
の
総
人
口
に
見
合
う
だ
け
の
食
糧
が
持
続
的
に
生
産
さ
れ
る
こ
と
‘

②
全
て
の
国
が
そ
の
国
民
に
必
要
な
だ
け
の
食
糧
を
安
定
的
に
入
手
で
き
る
こ
と
‘

の
宜
言
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の

一
九
八
八
年
に
は
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っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も
に
農
政
の
墓
本
で
あ
り
ま
す
。

工
業
製
品
な
ど
に

要
が
あ
り
ま
す
。

生
産
面
は
、
天
候
等
自
然
の
要
因
に
左
右
さ
れ
易
く
、
供
給
贔

あ
り
、

し
か
も
毎
日
消
費
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

日
々
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
必

現
在

の
生
活
の
質
的
向
上
と
い
う
最
終
目
的
の
手
段
な
の
で
す
。

人
口
が
少
な
け
れ
ば

を
少
な
く
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
現
在
な
ら
び
に
将
来
の
世
代

る
こ
と
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
口
増
加
を
抑
え
る
こ
と
は
‘

将
来
の
人
口

が
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
と
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

そ
の
時
も
、

急
激
な
人
口
増
加
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
、

将
来
の
世
代
の
選
択
の
幅
を
広
げ

少
な
い
は
ど
我
々
の
子
孫
の
世
代
の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
十
三
億
人
の
世
界
人
口
の
五
分
の
一
の
十
億
人
が
貧
困
と
飢
餓
に
喘
い
で
い
る

と
い
う
事
実
は
、
是
非
と
も
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

食
糧
は
、
国
民
の
生
活
、
生
存
に
と
っ
て
最
も
基
礎
的
か
つ
不
可
欠
な
物
資
で

が
大
き
く
変
動
し
こ
れ
に
合
わ
せ
て
価
格
も
乱
高
下
し
ま
す
。

比
べ
て
著
し
く
貯
蔵
性
が
低
い
の
も
農
産
物
の
特
性
で
す
。

安
定
供
給
を
図
る
こ
と
は
‘

こ
の
よ
う
な
食
糧
の

生
産
・
消
費
の
両
面
、
即
ち
、
社
会
基
盤
の
安
定
に
と

供
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
』

と
言
‘
ぅ
こ
と
で
す
。

私
の
主
張
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ll
ち、

且

『
飢
え
て
死
ぬ
た
め
に
生
れ
る
子

さ
ら
に
総
合
農
政
調
壺
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
現
在
も
、

終
始
一
貰
し
て

が

ま
た
、

一
九
八
八
年
十
一
月
か
ら
の
農
林
水
産
大
臣
在
任
中
も

こ
れ
を
皮
切
り
に
、

一
九
八
六
年
米
国
シ
カ
ゴ
に
於
て
「
日
米
農
業
改
革
会
議
」

体
制
を
作
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
』

と
申
し
上
げ
、

こ
の
信
念
は
今
も
変
わ
っ
て

要
な
食
糧
は
自
給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
‘
安
定
的
な
供
給

人
口
問
題
」

お
り
ま
せ
ん
。

を
九
十
五
ヵ
国
千
二
百
名
の
署
名
を
も
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
際
、
『
主

国
際
舞
台
で
は
十
七
年
前

一
九
七
四
年
四
月
国
連
に
対
し
「
世
界
の
食
糧
と

で
あ
り
ま
す
。

翻
っ
て
、
私
は
‘
人
口
問
題
と
食
糧
問
題
は
同
根
一
体
の
問
題
と
把
え
‘
四
半
世

紀
に
な
ろ
う
と
す
る
議
貝
生
活
に
お
い
て
精
魂
を
傾
け
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
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着
実
に
上
昇
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、

大

す
。

こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
は
‘
そ
の
強
力
な
社
会
的
能
力
に
よ
っ
て
穀
物
生
産
高
を

食
糧
に
関
す
る
限
り
、

一
般
的
に
開
発
へ
の
希
望
が
持
て
る
傾
向
を
示
し
て
い
ま

前
出
論
文
の
中
で
、
ネ
ス
教
授
は
、

『
今
の
と
こ
ろ
、

ア
ジ
ア
は
少
な
く
と
も

で
あ
り
、

え
ば
タ
イ
‘
日
本
の
米
の
よ
う
な
基
礎
的
食
糧
に
つ
い
て
は
‘
平
素
か
ら
優
れ

先
ず
、
国
内
で
の
基
本
的
な
食
糧
供
給
力
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例

し
た
が
っ
て
、

人
口
増
加
を
上
回
る
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

る
際
、

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ゲ
ー
ル
・
ネ
ス
教
授
が そ
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い

種
の
不
安
定
要
因
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
例
が
‘
今
次
の

あ
り 食

糧
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
は
‘
①
備
蓄
、
②
安
定
し
た
輸
入
先
の
確
保
、

③
耕
地
の
確
保
に
よ
る
生
産
力
の
維
持
な
ど
の
手
段
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、

世
界
の
農
産
物
需
要
は
、
中
長
期
的
に
は
‘

る
人
日
の
増
加
に
加
え
て
、
各
国
の
食
生
活
の
向
上
に
よ
る
食
糧
需
要
の
増
加
が

こ

の

は

か

、

食

糧

を

取

り

巻

く

環

境

は

‘

土

壌

侵

食

、

化
の
進
行
な
ど
地
域
環
境
の
変
化
‘

異

常

気

象

‘

砂

漠

生
産
性
の
高
い
耕
作
地
開
発
の
限
界
、
ま
た
‘

東
欧
の
政
治
体
制
の
変
化
、
中
東
情
勢
等
、
政
治
・
社
会
情
勢
の
不
透
明
性
等
各

ヽ

よ
り

あ
ら
た
め
て
、
食
糧
の
尊
さ
を
教
え
ら
れ
、

業
生
産
力
」

と
は
相
関
関
係
に
あ
り
、

た
担
い
手
、
優
良
な
農
地
、

ぶ
四
岸
危
機
」

て
い
く
こ
と
が
現
実
的
な
選
択
で
あ
り
、

あ
り
ま
す
。

開
発
途
上
国
を
中
心
と
す

で
あ
り
ま
す
。

「
湾
岸
危
機
」

「
人
口
増
加
と
農
・
エ

『
農
・
エ
業
生
産
の
増
大
と
人
口
の
増
大

過
去
三
百
年
間
の
農
・
工
業
生
産
量
の
伸
び
は
急
激
な

し
か
し
な
が
ら
、
農
•
工
業
生
産

量
の
増
大
を
支
え
て
き
た
技
術
革
新
な
ど
に
は
限
度
が
あ
り
、
永
遠
に
続
く
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
。
』
と
い
う
言
葉
を
咽
み
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
国
土
条
件
の
下
で
、
可
能
な
限
り
生
産
性
の
高
い
農
業
を
展
開
し
、

水
資
源
の
確
保
、
農
業
技
術
の
向
上
・
普
及
に
務
め

世
界
の
食
糧
安
全
保
障
に
つ
な
が
る
道

同
時
に
、
農
村
開
発
に
よ
り
人
口
分
布
の
均
衡
化
に
資
す
る
も
の
で
も

規
模
な
工
業
化
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
悪
い
燃
料
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
か

こ
の

っ
J

~. 
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協
調
、

共
存
共
栄
。

れ
て
い
る
も
の
は
二
つ
の
協
調
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
つ
に
は
世
界
人
類
の

深
ま
っ
て
い
く
、

し
か
も
急
速
に
変
化
す
る
国
際
杜
会
に
あ
っ
て
、
最
も
求
め
ら

高
度
情
報
化
社
会
に
あ
っ
て
、

ま
す
ま
す
、

地
球
が
狭
め
ら
れ
、
相
互
依
存
が

た
社
会
が
な
け
れ
ば
、

平
和
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
が
ら
、

人
命

今
、
食
糧
輸
出
国
の
論
理
あ
り
、

食
糧
輸
入
国
の
論
理
あ
り
、

更
に
人
口
と
開

ア
ジ
ア
諸
国
に
お

そ
れ
が
世

ら
環
境
破
壊
が
進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
肥
料
の
使
用
、

農
薬
の
使
用
、

水
の
確
保
、
新
た
な
農
業
用
地
の
確
保
な
ど
に

よ
る
コ
ス
ト
の
上
昇
に
伴
う
投
資
効
率
の
低
下
、
灌
漑
の
た
め
に
地
下
水
資
源
が

さ
ら
に
農
薬
の
使
用
に
よ
る
深
刻
な
健
康
へ
の
危
険
性
な

失
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
‘

に
よ
っ
て
生
じ
る
環
境
に
対
す
る
深
刻
な
影
咽
が
心
配
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
』
と

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
高
い
穀
物
生
産
高
を
誇
っ
て
き
た
ア

ジ
ア
も
、

将
来
に
お
い
て
は
環
境
へ
の
深
刻
な
影
響
に
よ
っ
て
そ
の
生
産
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
、
楽
観
で
き
な
い
状
況
な
の
で
す
。

体
と
し
て
は
、
食
糧
自
給
率
の
深
刻
な
低
下
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
国

連
人
口
白
書
で
も
明
ら
か
で
す
。

対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
各
国
が
基
礎
的
食

糧
の
確
保
に
つ
い
て
は
適
切
な
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

界
の
食
糧
安
全
保
障
に
つ
な
が
る
道
で
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

け
る
人
口
活
動
の
新
た
な
る
強
化
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。

食
糧
需
給
の
国
際
的
な
分
業
体
制
は
、

る
こ
と
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
、

私
は
食
糧
を
戦
略
物
資
化
す
る
こ
と
に
反

ア
ジ
ア
地
域
の
開
発
は
、
農
村
開
発
で
あ
り
、
即
ち
、

食
糧
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
こ
と
を
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
農
村
開
発
、
す
な
わ
ち
食
糧
問
題
と
取
り
組
ん
で
い
る

開
発
途
上
国
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

既
に
‘

輸
出
先
進
国
が
食
糧
を
戦
略
物
資
化
す

夫
々
の
国
の
歴
史
的
経
緯
と
主
権
を
認
め

人
権
の
尊
重
、
安
全
な
食
料
、
安
全
な
生
活
‘

途
上
国
全

そ
し
て
世
界
平

和
を
確
実
な
も
の
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
貧
困
の
な
い
、
安
定
し

二
つ
に
は
人
類
と
自
然
と
の
協
調
を
基
に
し
た
社
会
的
発
展

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
将
来
の
工
業
発
展
、
農
業
発
展

さ
ら
に
農
業
生
産
に
関
し
て
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

重
ね
て
、

関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
ま
す
。

た
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

我
々
は
、

お
た
が
い
に
一
歩
一
歩
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
に
、
誇
り
と
自
信
を

い
と
思
い
ま
す
。

開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
世
界
委
貝
会
」
主
催
の
会
議
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ

る

「
世
界
人
口
会
議
」

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、

「
人
口
と 九 問

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

人
類
は
‘

そ
の
獲
得
し
た
叡
智
に
よ
っ
て
、
歴
史
上
初

今
抱
え
て
い
る
人
口
問
題
、
食
糧
の
安
定
供
給
を
始
め
と
す
る
諸
問
題
を
解
決

要
で
す
。

と
も
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
の
解
決
に
は
息
の
長
い
取
組
が
必

的
背
景
、
宗
教
的
・
民
族
的
背
景
な
ら
ぴ
に
、

人
権
や
国
家
主
権
と
い
っ
た
問
題

り
ま
す
。

案
に
携
わ
る
我
々
立
法
府
に
あ
る
も
の
の
責
務
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
お

人
口
問
題
は
複
雑
な
問
題
で
あ
り
、
食
糧
‘

び
雇
用
と
い
っ
た
人
間
の
基
本
的
問
題
、
社
会
・
経
済
開
発
と
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
環
境
問
題
、

食
糧
と
深
く
関
わ
る
農
村
開
発
と
都
市
化
の
問
題
と
い
っ
た
社

会
開
発
の
問
題
、
高
齢
化
社
会
の
現
出
と
従
属
人
ロ
・
経
済
活
動
人
口
と
い
っ
た

人
口
構
造
の
問
題
等
々
と
深
い
関
連
を
持
つ
と
同
時
に
、
各
国
の
社
会
的
・
文
化

め
て
地
球
上
の
一
部
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
普
遍
的
な
豊
か

さ
を
実
現
す
る
可
能
性
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
希
望
を
持
っ
て
、

題
解
決
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
努
力
し
て
参
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
九
九
二
年
二
月
に
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

九
三
年
に
は
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
四
回
大
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
‘

持
ち
、

一
九
九
四
年
に
は
国
連
が
一
九
五
四
年
以
来
は
ぼ
十
年
毎
に
開
催
し
て
い

ら
一
連
の
事
業
が
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
効
果
的
に
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
致
し
た

将
来
を
展
望
し
つ
つ
、

世
界
平
和
に
つ
な
が
る
ア
ジ
ア
地
域
の
責
任
を
果

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

健
康
、

教
育
、

住
居
お
よ

激
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、

政
策
立
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足
の
進
歩
を
遂
げ
ア
ジ
ア
諸
国
の
模
範
と
な
る
成
果
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の

に
存
じ
ま
す
。

の
佐
藤
議
長
、

で
あ
り
‘

(
A
F
P
P
D
)
議
長

ア
ジ
ア
各
国
参
加
代
表
団
長
の
皆
様
、
国
会
議
貝
の
人
口
と
開
発

分
野
の
活
動
指
針
を
主
導
す
る
国
会
議
貝
世
界
委
貝
会

(
G
C
P
P
D
)

の
会
長

日
本
の
元
総
理
の
福
田
先
生
、
大
使
‘
大
臣
閣
下
、
ご
列
席
の
皆
様
、

こ
の
よ
う
な

議
長
の
下
で
事
務
総
長
と
し
て
の
務
め
を
果
た
す
こ
と
の
難
し
さ
は
‘
皆
様
ご
想

像
が
つ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
佐
藤
議
長
は
、
人
口
、
持
続
的
開
発
、
農
業
、
教

育
、
社
会
開
発
問
題
に
精
通
さ
れ
、
私
は
同
議
長
の
有
能
な
指
導
の
下
で
三
年
間

事
務
局
長
を
務
め
て
参
り
ま
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、 こ
の
こ
と
で
は
、
皆
様
私
に
ご
同
情
下
さ
る

口
ハ
今
は
‘
佐
藤
議
長
が

A
F
P
P
D
の

活
動
の
全
て
の
局
面
に
触
れ
、
実
質
的
に
私
の
荷
を
軽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
ン
コ
ク
を

A
F
P
P
D
の
第
三
回
大
会
の
開
催
地
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
幸
運

と
申
し
ま
す
の
は
タ
イ
王
国
は
‘
過
去
一

0
年
間
に
人
口
増
加
に

関
し
顕
著
な
足
跡
を
印
し
、

ま
す
。

ま
た
‘

と
で
す
。

近
年
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
と
し
て
台
頭
し
て
来
て
お
り

G
D
P
伸
び
率
一

よ
う
な
規
模
の
国
に
お
い
て
、

て
が
我
々
の
頭
に
あ
り
ま
し
た
。

-
％
を
達
成
す
る
な
ど
の
持
続
的
開
発
面
で
長

人
口
の
安
定
あ
る
い
は
開
発
分
野
に
お
け
る
こ
の

よ
う
な
成
果
を
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
‘
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
誇
る
べ
き
こ

北
京
の
後
の
開
催
地
に
バ
ン
コ
ク
を
選
ん
だ
際
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
全

人
口
爆
発
問
題
と
い
う
難
し
い
、
複
雑
な
問
題

こ
と
と
思
い
ま
す
。

議
長
の
包
括
的
な
ス
ピ
ー
チ
を
拝
聴
し
た
後
、
誰
に
と
っ
て
も
、

あ
り
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

ブ
ン
チ
ャ
ナ
国
会
副
議
長
、

プ
ラ
ソ
ッ
プ
国
内
準
備
委
貝
長
、
本
大
会
議
長
で

A
F
P
P
D
事
務
総
長

サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル

今
や
ら
ね
ば
二
度
と
や
れ
な
い

瀬

戸

際

に

き

て

い

る

。
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ア、 の
解
決
の
た
め
に
第
三
回
大
会
開
催
地
バ
ン
コ
ク
に
集
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

を
享
受
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
諸
準
備
を
な
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
タ
イ
国
国
会
議
貝
の
友
人
の
皆
様

で
な
い
よ
う
な
ら
こ
こ
で
申
し
上
げ
る
の
が
私
の
義
務
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

ャ
ン
カ
ー
・
シ
ン

U
N
F
P
A
局
長
、
松
村

A
F
P
P
D
事
務
局
長
は
こ
こ
に
お

か
ら
ス
テ
ー
ジ
に
上
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

局
長
の

A
F
P
P
D
に
対
す
る
物
心
両
面
に
亘
る
ご
支
援
に
我
々
一
同
感
謝
申
し

で
あ
る
佐
藤
議
長
の
傑
出
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
成
し
遂
げ
た
、
成
果

I

で
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

表
で
は
な
く
、
各
国
に
人
口
と
開
発
に
関
し
て
国
会
議
貝
が
設
覆
し
た
、
国
レ
ベ

ル
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

イ
ラ
ク
、

そ
の
他
こ
れ
ら
の
正
式
に
会
貝
に
な
ら
れ
ま
し
た
国
々
の
方
々
に

貝
に
な
ら
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ

に
至
り
ま
し
た
。

ご
参
加
の
皆
様
を
心
よ
り
歓
迎
致
し
ま
す
。

こ
と
に
新
規
に
会

大
き
く
成
長
し
て
参
り
、

今
日
正
会
貝
一
六
ヵ
国
、

グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い
は
委
員
会
と
い
っ
た
組
織
の
代
表
者
で

そ
の
よ
う
な
ス

準
会
貝
一
八
ヵ
国
を
擁
す
る

タ
ン
ス
で
こ
こ
に
躾
う
最
初
の
選
ば
れ
た
代
表
者
で
あ
り
ま
す
。

A
F
P
P
D
は

あ
る
こ
と
に
大
変
嬉
し
く
、
満
足
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
集
い
ま
し
た
代
表
が
、
国
家
代

に

A
F
P
P
D
設
立
構
想
を

一
九
八
二
年
に
創
立
、

一
九
八
二
年
か
ら
今
日
ま

規
模
、

ス

タ

ン

ス

に

き

っ

と

ご

満

足

頂

け

る

と

存

じ

ま

す

。

一
九
八
一
年

に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

A
F
P
P
D
が
過
去
八
年
間
に
設
立
発
起
人

上
げ
ま
す
。

U
N
F
P
A
の
ご
協
力
な
し
に
は

A
F
P
P
D
は
決
し
て
今
日
あ
る

P

A
に
関
し
て
一
言
申
し
上
げ
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務

と
に
か
く

U
N
F

い
で
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
、

後

の
人
口
•
開
発
問
題
に
於
け
る
国
連
代
表
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
、

ジ
ョ
テ
ィ
ー
・
シ

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
局
長
、
世
界

の
ご
努
力
は
大
変
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

も
し
皆
様
方
が
お
気
付
き

政
府
に
感
謝
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
会
の
初
め
に
当
た
り
、

実
際

プ
ラ
ソ
ッ
プ
議
貝
な
ら
び
に
同
議
貝
を
通
し
て
タ
イ
国

最
良
の
選
択
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

プ
ラ
ソ
ッ
プ
議
貝
の
暖
か
い
お
も
て
な
し
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国
家
的
課
題
、

ま
す
。

国
家
政
策
を
実
施
す
る
上
で
の
戦
略
展
開
、

こ
れ
ら
の
課
題
の

つ
で
あ
る
人
口
問
題
は
‘

人
口
関
連
問
題
に
お
け
る

今
日
、
我
々
は
こ
の
世
界
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ゾ
ン
層
の
破
壊
‘

お

り
ヽ

荒
廃
‘

全
人
類
が
直
面
す
る
苦
痛
と
困
難
が
世
界
中
至
る
と
こ
ろ
に
充
満
し
て
い

方
法
論
等
共
通
の
解

地
震
、
洪
水
等
天
災
が
世
界
中
至
る
と
こ
ろ
で
起
き
て オ

―
つ
に
結
ん
で
い
る
何
か
な
の
で
す
。

共
通
性
こ
そ
が

課
題
解
決
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
普
遍
性
こ
そ
が
、
我
々
を

接
の
関
連
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
問
題
も
馴
染
の
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の

密
輸
、

失
業
、
栄
養
失
調
と
い
っ
た
ど
の
問
題
を
と
っ
て
み
て
も
人
口
爆
発
と
直

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
考
慮
を
払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ヽ

今
日

テ
ロ
‘

麻
薬
、

ロ
爆
発
が
、

発
展
途
上
世
界
、

低
開
発
世
界
に
お
け
る
非
常
に
多
く
の
問
題
の
要

繁
栄
が
目
的
な
ら
ば
、

地
球
上
の
平
和
、

地
上
の
安
寧
、
安
定
が
目
標
な
ら
、
人

っ
て
も
、
我
々
を
選
ば
れ
た
部
分
か
ら
追
い
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
我
々
議

貝
は
何
が
究
極
の
目
標
か
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

人
々
の
生
活
の
質
‘

人
々
の

我
々
は

こ
の
惑
星
上
の
唯
一
の
人
類
で
す
。

小
さ
な
区
分
、

狭
い
区
分
で
あ

っ
て
積
極
的
に
人
口
爆
発
に
対
し
何
ら
か
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
第
一
番
目
の
課

題
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

れ
ば
意
味
が
な
い
こ
と
は
十
分
理
解
し
、
評
価
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
が

然
の
も
の
で
あ
れ
、
人
工
的
な
も
の
で
あ
れ
全
て
人
口
を
包
含
す
る
も
の
で
な
け

わ
た
る
問
題
と
し
て
も
最
大
の
問
題
は
人
口
問
題
で
す
。

開
発
に
関
し
て
は
、
自

国
会
に
お
け
る
立
法
案
件
‘
ま
た
‘

社
会
的
問
題
‘

個
人
の
問
題
、

人
類
全
般
に

上
国
で
あ
れ
、

低
開
発
国
で
あ
れ
人
口
問
題
は
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
っ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
日
本
と
い
っ
た
極
く
少
数
の
国
々
を
除
き
、
開
発
途

に
大
変
な
憂
慮
と
心
配
の
種
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
地
域
に

あ
り
‘
問
題
解
決
に
携
わ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
開
発
途
上
の
世
界

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
、
我
々
は
大
家
族
で
す
。

族
の
一
貝
と
な
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

選
ば
れ
た
立
法
者
の
代
表
で

歓
迎
の
意
を
表
し
ま
す
。
準
会
貝
の
方
々
も
順
次
正
会
貝
と
し
て

A
F
P
P
D
家
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女
性
に
‘

教
育
‘
職
を
保
証
し
、
国
会
、

地
方
議
会
で
の
活
躍
を
保
証
す
る
ば

い
は
間
も
無
く
お
配
り
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

女
性
議
貝
が
選
挙
区
民
を
草

「
勧
告
」

「
宜
言
」

は
お
手
元
に
お
配
り
し
て
あ
る
か
、
あ
る

性
議
貝
会
議
」
を
今
年
の
三
月
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

そ
の
会
議

の
認
識
に
鑑
み
て
、
我
々
は
最
初
の

「
人
口
と
女
性
の
地
位
に
関
す
る
ア
ジ
ア
女 こ

す。 等
で
国
連
機
関
の
ご
協
力
を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

任
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

施
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
ス
リ
・
ラ
ン
カ
の
コ
ロ

す
る
に
は
余
り
に
複
雑
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
折
‘
我
々
選
挙
で
選
ば
れ
た

に
包
括
的
な
枠
組
の
中
で
我
々
の
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
我
々
国
会
議
貝
は
、
合

一
九
七
九
年
に
我
々
は
‘

基
金
が
組
織
し
世
界
の
重
要
問
題
で
あ
る
と
考
え
我
々
国
会
議
貝
が
強
力
に
支
援

し
ま
し
た
。

国
連
の
最
初
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

人
口
問
題
は
行
政
府
任
せ
に
す
る
、

ン
ボ
で
し
た
。
我
々
国
会
議
貝
は
‘

達
成
に
つ
い
て
各
々
の
国
の
選
挙
区
民
に
、

の
こ
と
で
し
た
。

の
活
動
戦
略
‘

で
採
択
さ
れ
た

の
根
レ
ベ
ル
、

行
動
計
画
、

国
連
人
口

あ
る
い
は
一
般
の
人
々
任
せ
に

代
表
者
が
人
口
安
定
化
目
標
を
速
や
か
に
達
成
す
る
た
め
の
施
策
の
法
制
化
、

実

小
家
族
制
を
達
成
す
る
と
い
う
我
々
の
目
標

ま
た
草
の
根
レ
ベ
ル
で
話
を
す
る
責

北
京
で
の
会
議
で

A
F
P
P
D
を
創
立
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
は
一
九
八
一
年

そ
の

A
F
P
P
D
も
再
来
年
一

0
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ア
ジ
ア
地
域
と
し
て
記
念
行
事
を
行
お
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
に
本
件
に
関
与
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

勿
論
、

資
金
面

目
下
、
今
後
四
ヵ
年

目
標
達
成
方
策
を
審
議
す
べ
き
と
き
に
来
て
お
り
ま

女
性
に
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
1

わ
な
け
れ
ば
人
口
問
題
は
解
決
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
区
レ
ベ
ル
で
啓
蒙
す
る
責
任
が
有
る
こ
と
を
お
分
か
り
頂
け

る
と
思
い
ま
す
。
女
性
議
貝
が
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
、
と
い
い
ま
す
の
も

こ
の
問
題
は
人
間
行
動
の
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
分
野
に
関
わ
る
問
題
だ
か
ら
で
す
。

意
形
成
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

決
策
を
探
る
上
で
の
合
意
形
成
の
一
助
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

開
発
と
い
う
究
極
的
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佐
藤
議
長
は
、
国
連
世
界
人
口
会
議
の
こ
と
‘

そ
れ
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
る

大
さ
を
警
告
さ
れ
な
け
れ
ば
危
機
は
そ
の
ま
ま
蔓
延
す
る
で
し
ょ
う
。

同
志
で
あ
る
議
員
の
皆
様
、
議
貝
は
行
政
官
と
違
い
ま
す
。

議
貝
が
叡
智
、

決
意
、
確
固
と
し
た
信
念
と
努
力
で
問
題
解
決
に
挑
戦
し
、

を
変
え
る
た
め
に
信
念
を
も
っ
て
献
身
し
て
下
さ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

世
界
国
会
議
貝
会
議
の
こ
と
な
ど
、

実
質
的
に
全
て
を
ス
ピ
ー
チ
に
網
羅
し
て
下

状
況

友
人
で
あ
り

国
会

そ
れ
故
‘

私
自
身
は
警
告
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

も
し
皆
様
が
こ
の
危
機
的
状
況
の
重

し
て
い
る
所
以
で
す
。

な
い
と
い
う
瀬
戸
際
に
来
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

も
し
今
日
行
動
を
起
こ
さ

な
け
れ
ば
、
今
後
決
し
て
や
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
今
‘
我
々
が
会
議
を
開
催

確
か
に
尽
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
我
々
は
‘

た
っ
た
今
や
ら
な
け
れ
ば
二
度
と
や
ら

処
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

今
日
働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
間
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

時
間
は

そ
れ
故
‘

も
し
皆
様
が
よ
り
良
い
明
日
を
望
む
な
ら
、

ア
地
域
が
直
面
し
て
い
る
こ
の
よ
り
潜
在
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
‘
我
々
の
責
任
で
対

環
境
を
危
機
に
さ
ら
し
、

そ
れ
は
大
き
く
な
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
と
に
こ
の
ア
ジ

認
識
し
、

世
界
に
警
告
を
発
し
ま
し
た
。

界
会
議
」

は
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
松
村
昭
雄
氏
が

「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

ま
た
、

森
林
の
砂
漠
化
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

か
り
で
は
な
く
、
社
会
は
、
家
族
数
を
決
定
す
る
影
糊
力
を
持
つ
女
性
達
に
小
家

族
は
よ
り
幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

性
が
こ
の
よ
う
な
知
識
を
十
分
に
得
、
十
分
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
全
体
の
状

況
が
人
口
の
安
定
化
の
状
況
に
向
か
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
社
会
、
特

に
発
展
途
上
国
の
社
会
に
お
い
て
、
二

0
0
0
年
ま
で
に
全
て
の
人
に
上
水
道
、
教

育
、
全
て
の
設
備
を
全
て
の
家
庭
の
戸
口
に
備
え
よ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。

の
果
た
せ
る
役
割
を
社
会
が
認
識
し
な
い
限
り
こ
れ
ら
の
こ
と
は
空
中
分
解
し
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。

最
近
の
モ
ス
ク
ワ
の
会
議
で

の
組
織
者
で
し
た
。
我
々
は
森
林
の
砂
漠
化
に
対
し
問
題
の
重
要
性
を

も
し
今
の
割
合
で
砂
漠
化
が
進
行
す
る

な
ら
、
遠
か
ら
ず
ど
ん
な
ホ
ロ
コ
ス
ト
に
直
面
す
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
。

我
々
が

女
性 女
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か

゜

私
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
た
だ
き
感
謝
致
し
ま
す
。

A
F
P
P
D
会
貝
が
本
大
会
で
三
四
ヵ
国
に
成
長
し
た
こ
と
は
国
連

報
告
し
た
こ
と
を
‘

任
致
し
ま
す
。

意
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
り
ま
す
。

組
織
し
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ぎ
出
し
世
界
の
議
貝
の
指
導
者
と
し
て
、

世
界
の
力
ヘ
と
結
集
さ
せ
、
精
神
的
な
会
議
に
し
、

更
に
行
動
の
会
議

に
と
し
て
い
き
ま
し
た
。
東
京
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
会
議
に
は
引
き
続
き
関
わ
る

佐
藤
議
長
の
指
導
力
に
対
し
て
も
こ
こ
で
認
識
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

討
を
通
し
て
我
々
の
決
意
を
強
め
、

是
非
お
聞
き
入

再
度
こ
の
偉
大
な
集
ま
り
に
ご
参
会
の
皆
様
を
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。
討
議
検

自
国
に
戻
り
、
国
連
な
ら
び
に
他
の

N
G
o

諸
機
関
と
の
連
係
の
下
に
、
こ
れ
ら
諸
課
題
に
対
処
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

れ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長
を
引
き
続
き
お
引
受
け
頂
き
た
い
と
い
う
我
々
の
願
い
を
、

こ
と
と
思
い
ま
す
。

人
類
の
生
存
に
関
わ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

多
く
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
村
氏
は
福
田
先
生
を
担

献
に
対
し
心
か
ら
の
謝
辞
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
氏
の
尽
力
無
し
に
は

こ
の
機
会
に
同
氏
の
惜
し
み
な
い
貢

ら
れ
ま
す
。

健
康
上
の
理
由
が
第
一
で
す
が

同
氏
が
辞
め
る
べ
き
時
と
固
く
決

そ
の
一
人
に
、

固
い
辞
意
を
表
明
さ
れ
て
い
る
松
村
昭
雄
氏
が
お

こ
こ
で
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

運
営
委
貝
の
何
人
か
は
退

機
関
と
し
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
運
営
委
員
会
で
三
、

四
点
ご

ヽ

こ．． 

さ
ら

ま
し
た
。

さ
り
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ふ
れ
て
み
た
い
。

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
ア
ジ
ア
の
多
数
の
地
域
で
は
‘

そ
れ

こ
の
進
歩
を
充
分
に
享
受
す
る
に
至
ら

る
が
、

ら
す
開
発
‘

過
去
の
成
功
に
安
住
し
て
は

い
ら
れ
な
い

I

膨
大
な
仕
事
が
残
っ
て
い
る

I

ア
の
政
府
な
ら
び
に
各
機
関
は
‘

城
内
の
す
べ
て
の
人
々
に
平
和
と
安
全
を
も
た

経
済
発
展
も
環
境

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
増
加
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
ア
ジ
ア
の
優
先
課
題
と

こ
れ
は
人
口
増
加
の
緩
和
を
含
め
た
社
会
計
画
の
成
功
と
い
う
下
地
が
あ

っ
て
こ
そ
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

ず
、
成
功
を
収
め
て
い
る
国
々
で
も
新
た
な
問
題
を
か
か
え
つ
つ
あ
る
。

題
に
関
す
る
限
り
、

ど

こ
ろ
か
ヽ

こ
こ
で
、

我
々
は
少
し
で
も
努
力
を
怠
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

長
び
く
問
題
の
解
決
法
を
さ
が
し
求
め
、
新
対
策
を
講
じ
て
ゆ
か
ね

世
界
の
現
実
な
ら
び
に
ア
ジ
ア
の
人
口
増
加
と
分
布
状
況
に
つ
い
て

ジ
ア
の
経
済
発
展
ぶ
り
は
、

い
ま
や
現
代
の
成
功
物
語
の

人
口
問

つ
に
数
え
ら
れ
て
い

国
々
が
短
期
間
の
間
に
目
覚
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア

な
っ
て
い
る
。

現
在
ま
で
に
城
内
中
で
数
々
の
成
功
例
が
見
受
け
ら
れ
、
多
く
の

我
々
全
貝
が
そ
の
恩
恵
を
こ
う
む
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

へ
の
配
慮
や
社
会
の
進
歩
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
こ
そ
、
開
発
は
順
調
に
進
み
、

と
い
う
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

機
会
と
挑
戦
と
を
も
た
ら
す
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
機
会
を
活
か
す
た
め
に
は
ア
ジ

ど
の
速
度
で
か
つ
て
起
き
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
未
曾
有
の

に
重
要
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
地
域
で
も
、
政
治
・
経
済
・
社
会
的
な
変
化
は
こ
れ
ほ

ア
ジ
ア
に
と
っ
て
も
世
界
に
と
っ
て
も

一
九
九

0
年
代
の
一

0
年
間
は
非
常

国
連
人
口
基
金
事
務
局
長

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
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数
字
は
再
度
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

そ
の
場
合
世
界
は
人
ロ
一
四

0
億
を
か

今
後
と
も
出
生
率
の
低
下
率
が
期
待
を
下
ま
わ
る
な
ら

と
い
う
。
最
終
的
に
は
一

0
0
億
人
を
上
ま
わ
り
、

1
0
億
人
前
後
に
な
り
そ

予
想
に
よ
れ
ば

今
日
情
勢
は
、
再
び
厳
し
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

の
人
口
は
‘

一
部
を
除
い
て
、
人
口
増
加
率
が
鈍
化
傾
向
を
見
せ
た
時
が
あ
っ
た
。

当
時
世
界

わ
ず
か
数
年
前
の
一
九
八
四
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ア
フ
リ
カ
と
南
ア
ジ
ア
の

人
だ
け
で
あ
る
。

約
一
五
億
人
と
東
ア
ジ
ア
と
ほ
ぼ
同
数
に
逹
す
る
が

こ
の
一

0
年
間
の
増
加
分

っ
て
い
な
い
国
々
で
あ
る
。

た
と
え
ば
今
世
紀
末
ま
で
に
、
南
ア
ジ
ア
の
人
口
は

生
児
の
必
要
を
満
た
し
彼
ら
の
将
来
の
た
め
に
投
資
し
て
ゆ
く
環
境
が
、

一
番
整

本
来
、
新

一
秒
当
た
り
三
人
ず
つ
、

一
九
九

0
年
代
に
は
毎
年
、

韓
国
の
人
口
を
合
わ
せ
た
数
に
匹
敵
す
る
九
千
万
ー
一
億
人
が
増
え
、

年
間
で
中
国
の
総
人
口
に
等
し
い
一

0
億
人
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

予
定
で
あ
る
。

人
口
増
加
が
最
も
激
し
い
の
は
最
貧
国
で
あ
る
。

現
在
の
総
人
口
の
四
分
の
一
を
占
め
る
東
ア
ジ
ア
は
‘

ジ
ア
の
場
合
、

リ
カ
は
‘

増
加
分
の
ゆ
う
に
三
五
％
を
、

増
加
分
の
二

0
％
を
占

世
界
人
口
の
―
二
％
が
住
む
ア
フ

増
加
分
の
二
七
％
を
占
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

も
貧
し
い
国
々
で
最
も
激
し
い
人
口
増
加
が
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

に
つ
い
て
い
え
ば
、

し
た
は
ど
進
ま
ず
、

と
修
正
さ
れ
た
。

う
で
あ
る
。

概
し
て
、
最

南
ア
ジ
ア
が
三
•
五
億
人
な
の
に
対
し
、
東
ア
ジ
ア
は
二
億

二
―
世
紀
末
ま
で
に
一

0
二
億
人
く
ら
い
で
落
ち
着
く
か
に
見
え
た
。

出
世
率
の
低
下
は
期
待

国
連
に
よ
る
将
来
の
人
口
の
推
定
数
は
、
再
度
高
い
数
字
へ

今
年
の
始
め
に
発
表
さ
れ
た
最
新
か
つ
「
最
も
確
実
性
の
高
い
」

世
界
の
人
口
は
今
世
紀
末
ま
で
に
六
二
億
六
千
万
人
に
達
す
る

こ
れ
ら
の

め
る
に
と
ど
ま
る
は
ず
で
あ
る
。

や
は
り
総
人
口
の
四
分
の
一
を
か
か
え
る
南
ア

ジ
ア
の
人
口
は
今
世
紀
末
ま
で
に
、

現
在
の
三
一
億
人
か
ら
三
七
億
人
に
増
え
る

日
約
二
五
万
人
ず
つ
増
え
て
い
る
。

現
在
五
二
億
五
千
万
人
を
数
え
る
世
界
人
口
は

一
九
九

0
年
代
は
、

ァ

こ
の
一

O

フ
ィ
リ
ピ
ン
と

歴
史
上
例
の
な
い
勢
い
で
人
口
が
増
加
す
る
。

-23 -



人
口
増
加
は
今
後
百
年
以
上
も
続
く
こ
と
に
な
る
。

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
は
‘

人
口
問
題
の
見
通
し
は
非
常
に
明
る
い
。
特
に

成
功
を
お
さ
め
た
数
ヶ
国
を
始
め
ア
ジ
ア
全
体
と
し
て
も
、
実
質
的
な
出
生
率
の

人
口
が
急

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

可
能
に
す
る
結
果
を
招
く
。
農
村
地
帯
で
は
貧
困
と
人
口
増
加
の
問
題
を
か
か
え

い
一
人
当
た
り
の
所
有
地
が
‘

況
で
あ
る
。

絶
対
数
を
考
え
る
と
、

世
代
が
変
わ
る
た
び
に
一
層
せ
ま
く
な
っ
て
い
る
。

公
害
は
‘

一
年
当
た
り
約
二
八

そ
の
頃
ま
で
に
は
増
加
率
も
か
な
り

ま
た
農
村
地
帯
の
伝
統
的
な
村

ア
ジ
ア
の
大
都
市
は
一
層
の
工
業
化
と
豊
か
さ
と
消
費
と
を
め
ざ
し
て
、
今
ま

都
市
の
住
民
の
健
康
や
福
祉
に
悪
影

響
を
及
ぽ
し
‘
健
康
関
係
の
支
出
負
担
を
増
大
さ
せ
る
。
ま
た
森
林
を
農
地
を
湖

を
河
川
を
汚
染
し
、
地
球
の
温
暖
化
を
招
き
‘
我
々
の
将
来
に
も
影
響
を
与
え
る

の
で
あ
る
。
人
口
が
増
加
す
れ
ば
、
空
気
や
土
地
や
水
資
源
に
対
す
る
需
要
も
高

ま
る
た
め
、
今
後
の
都
市
開
発
に
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

我
々
は
こ
れ
ま
で
、
小
家
族
制
や
保
健
機
関
の
充
実
、
教
育
の
普
及
な
ど
の
各

分
野
で
、

開
発
の
担
い
手
と
し
て
の
都
市
に
依
存
し
て
き
た
。

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
弊
害
も
見
ら
れ
る
。

果
た
し
て
こ
の
考

ア
ジ
ア
に
お
け
る
産
業
公
害
は

さ
に
変
化
の
過
程
の
た
だ
中
に
あ
る
。

こ
れ
ら
は
開
発
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
状

の
文
化
を
脅
か
し
、
地
域
の
大
都
市
へ
の
人
口
流
出
を
促
す
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
食
糧
の
供
給
を
脅
か
す
。

て
森
林
破
壊
が
進
み
、

土
地
と
水
が
不
足
す
る
事
態
が
起
き
て
い
る
。

既
に
小
さ

急
激
な
人
口
増
加
は
‘

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
の
実
現
を
阻
害
し
た
り
、

不

貧
国
地
帯
に
‘

二
五

0

0
万
ー
ニ
八

0

0
万
の
人
口
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

落
ち
込
み
は
期
待
で
き
な
い
。

概
算
で
は
、

そ
う
遠
く
な
い
将
来
こ
の
世
界
の
最

増
加
の
急
激
な

に
は
二

0
億
人
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

0

0
万
人
増
え
て
い
る
。
今
世
紀
末
ま
で
に
は
一
五

0
億
人

二

0
二
五
年
ま
で

しヽ

現
在
南
ア
ジ
ア
の
人
口
増
加
率
は
年
二
•
三
四
％
で
、

ざ
す
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
の
事
態
は
変
わ
っ
て
い
な

増
を
続
け
て
い
る
。

同
地
域
の
政
府
の
多
く
が
、

人
口
増
加
の
鈍
化
と
均
衡
を
め

低
下
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
大
半
の
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
‘

か
え
る
運
命
を
た
ど
り
、
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ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
子
の
出
産
を
延
期
し
た
り
出
産
の
間
隔
を
広
げ
る
こ

と
が
、
新
生
児
の
生
存
率
を
高
め
る
、

多
く
を
実
現
す
る
た
め
の
出
発
点
と
な
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

逆
も
ま
た
真
な
り
で
あ
る
。

達
成
さ
れ
れ
ば
、

都
市
の
危
機
を
緩
和
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。

と
地
域
社
会
の
安
定
は
‘

健
全
な
農
村
地
域
を
築
く
た
め
の
鍵
で
あ
り
、

こ
れ
が

域
社
会
が
恩
恵
を
受
け
れ
ば
、
農
村
地
帯
全
体
も
恩
恵
を
受
け
る
。 こ
れ
に
よ
っ
て
地

母
子
の
健
康
全
般
を
向
上
さ
せ
る
、

生
活

環
境
の
安
全
衛
生
面
を
改
善
す
る
、
家
族
全
体
の
生
活
水
準
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

個
人
の
幸
福

適
切
な
人
口
増
加
政
策
を
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

の
成
功
例
に
よ
っ
て
、
す
で
に
実
証
済
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
明

こ
の
点
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
韓
国
、

タ
イ
に
お
け
る
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

う
ま
で
実
施
を
待
つ
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
が
で
ぎ
る
。

た
と
え
ば
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
場
合
、
他
の
条
件
が
全
部
整

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
‘

ス
ラ
ム
の
住
民
か
公
有
地
を
無
断
占
拠
し
て
住
ん
で
い
る
人
達
で
あ
る
。

低
限
の
必
需
品
に
す
ら
こ
と
欠
く
彼
ら
の
生
活
で
は
‘

現
状
打
開
を
図
る
た
め
に
我
々
は
‘

べ
き
で
あ
る
。

保
健
や
教
育
や
充
分
な
住

開
発
に
関
す
る
仮
説
を
再
評
価
す
る
必
要

れ
ら
の
危
機
の
根
本
に
あ
る
貧
困
と
人
口
の
急
増
の
問
題
に
全
力
で
立
ち
向
か
う

人
口
増
加
が
特
に
激
し
い
国
や
地
域
を
中
心
に
、

増
加
率
を
低
下

開
発
を
成
功
に
導
く
た
め
の
重
要
な
戦
略
で
あ
る
。

二
0
年
間

つ
ま
り
女
性
の
地

位
や
教
育
の
普
及
、
健
康
、
家
族
計
画
の
方
法
な
ど
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
人
口
急
増
の
問
題
に
対
処
す
る
に
は
‘

の
一
環
と
し
て
、
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
力
な
推
進
も
加
え
ら
れ
る
べ
き
で

そ
の
他
の
必
要
な
改
革
の
先
手
を
切
る
こ

人
的
資
源
に
関
す
る
各
種
投
資

ら
す
一
番
の
近
道
は
、

人
的
資
源
の
開
発
に
投
資
す
る
こ
と
、

に
わ
た
っ
て
人
口
問
題
を
担
当
し
た
結
果
判
明
し
た
こ
と
は
、

人
口
増
加
率
を
減

さ
せ
る
こ
と
は

が
あ
ろ
う
。

環
境
破
壊
と
そ
の
原
因
の
究
明
に
真
剣
に
取
り
組
む
と
同
時
に

こ

運
命
も
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

環
境
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。

こ
れ
ら
の
人
々
の
将
来
も
、
彼
ら
が
住
む
都
市
の

は

最

え
方
が
正
当
化
さ
れ
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
都
市
人
口
の
半
分
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つ
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
途
上
国
の
女
性
に
甚
本
的
な
読
み
書
き
以
上
の
教

人
的
資
源
開
発
政
策
の
う
ち
最
優
先
す
べ
き
事
項
は
‘
途
上
国
の
女
性
も
先
進

を
受
け
て
い
る
。

も
、
そ
の
選
択
肢
や
機
会
は
依
然
限
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

女
性
は
男
性
に
比
べ ア

た
農
村
開
発
を
怠
る
と
、

わ
れ
て
い
る
。

個
人
の
開
発
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。

自
分
の
潜
在
能
力
を
開
発
す
る
機
会
も
奪

生
ま
れ
て
き
た
子
供
た
ち
も
、

む
人
間
の
一
人
一
人
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
貧
し
い
人
々
に
恩
を
き
せ

そ
こ
で
自
立
を
強
調
す
る
こ
と
が
、

要
な
鍵
と
な
る
。

社
会
投
資
は
ま
ず
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
を
め
ざ
す
と
い
う
目
的
に
向
け
ら
れ
る
。

要
な
の
は
‘

人
間
は
機
会
さ
え
与
え
ら
れ
れ
ば
‘

あ
る
。
各
種
の
ニ
ー
ズ
を
比
較
し
正
確
に
分
析
し
て
み
れ
ば
、

発
は
ど
急
を
要
す
る
優
先
課
題
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
社
会
投
資
の
中
で
も
、

き
で
あ
る
。

を
有
す
る
と
い
う
確
信
で
あ
る
。

自
ら
の
妊
娠
を

人
口
対
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
最
も
重

自
ら
の
運
命
を
決
定
す
る
能
力

自
立
こ
そ
、
国
家
開
発
の
甚
礎
と
な
る
も
の
で

こ
の
手
の
資
源
開

女
性
に
虹
接
影
響
を
与
え
る
も
の
は
最
優
先
す
べ

近
年
の
一
連
の
発
展
ぶ
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、

ジ
ア
の
女
性
の
半
分
は
近
代
的
な
家
族
計
画
法
を
利
用
で
き
な
い
立
場
に
い
る
。

よ
っ
て
妊
娠
の
間
隔
を
罹
く
こ
と
で
自
分
の
健
康
を
守
る
と
い
う
、

基
本
的
な
手

段
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
家
族
計
画
を
利
用
で
き
る
立
場
の
女
性
に
と
っ
て

て
就
学
の
機
会
や
健
康
に
恵
ま
れ
ず
、
賃
金
面
で
も
法
律
に
よ
る
保
護
で
も
差
別

工
業
国
の
女
性
と
同
様
に
自
己
の
再
生
産
（
妊
娠
）

サ
イ
ク
ル
を
管
理
で
き
る
よ

そ
の
際
に
必

人
口
増
加
を
抑
制
し
、

労
慟
者
を
教
育
し
、

に
な
れ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。

る
の
で
は
な
く
‘

チ
ャ
ン
ス
さ
え
与
え
ら
れ
れ
ば
彼
ら
も
自
ら
の
生
活
の
主
人
公

人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
‘

と
り
も
な
お
さ
ず
地
域
社
会
に
住

も
国
全
体
も
損
害
を
こ
う
む
る
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。

ぬ
ま
ま
育
つ
こ
と
に
な
る
。

子
供
の
心
身
の
発
達
に
障
害
が
で
れ
ば
、

地
域
社
会

必
要
な
配
慮
や
保
護
が
与
え
ら
れ

管
理
す
る
権
限
を
持
た
な
い
母
親
は
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け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

の
国
々
で
は
‘

結
婚
や
離
婚
、

率
に
変
化
が
起
こ
れ
ば
‘

の
仕
事
で
あ
る
。

途
上
国
の
人
口
増
加
に
も
効
を
奏
す
る
は
ず
で
あ
る
。

食
糧
の
生
産
、

こ
と
を
教
え
る
た
め
の
投
資
を
行
な
う
。

ネ
ル
ギ
ー
の
提
供
、
安
全
な
水
の
供
給
の
保
証
、
農
村
女
性
の
た
め
の
貸
し
付
け

機
関
の
設
置
な
ど
を
通
じ
て
、

こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
政
府
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
の
優
先
事

私
は
も
っ
と
多
く
の
女
性
が
、
先
進
国
途
上
国
に
か
か
わ
ら
ず
、

国
際
機
関
、
民
間
部
門
で
重
要
な
決
定
権
を
も
つ
立
場
に
つ
く
こ
と
を
希
望
し
て

女
性
に
重
点
を
置
い
た
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
‘

力
あ
る
社
会
、

よ
り
安
全
な
環
境
を
つ
く
る
上
で
、

女
性
の
積
極
的
な
参
加
な
く
し
て
、

グ
ラ
ム
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
法
の
整
備
や
担
当
者
の
配
置
、
財
源
の
確
保
を
行
な

イ
ン
フ
ラ
の
向
上
、

研
修
‘

つ
か
で
明
ら
か
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
資
源
は
‘

し
て
真
剣
に
取
り
組
む
決
意
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
決
意
の
ほ
ど
は
、

プ
ロ

実
際
に
は
何
を
す
べ
き
か
。

ま
ず
政
府
は
、

社
会
投
資
と
人
的
資
源
開
発
に
対

の
問
題
も
解
決
は
不
可
能
で
あ
る
。

が
で
き
る
。

い
る
。

あ
る
。

政
府
や

る
た
め
に
最
も
手
っ
取
り
早
い
方
法
は
‘

女
性
自
身
に
責
任
を
も
た
せ
る
こ
と
で

項
や
姿
勢
を
根
本
か
ら
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

女
性
に
有
利
な
変
化
を
成
し
遂
げ

財
産
相
続
に
お
け
る
女
性
の
権
利
を
保
護
す
る
法

燃
料
集
め
、

政
府
が
選
択
肢
を
増
や
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

小
規
模
で
安
定
し
た
家
庭
、

サ
ー
ビ
ス
網
の
確
立
、

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
強
調
す
べ
き
で
あ
る
。

活

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

人
口
危
機
も
環
境
破
壊
の
脅
威

立
法
と
行
政
の
枠
組
み
づ
く
り
や
、

供
給
の
保
証
な
ど
に
直
接
向

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
や
、
情
報
、

教
育
、

コ
ミ
ュ
ニ

し
か
し
さ
ら
に
重
要
な
の
は
‘
代
替
工

村
地
帯
の
女
性
を
対
象
に
、

地
域
の
環
境
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
と
す
べ
き

て
重
要
な
存
在
と
い
え
る
。

そ
こ
で
環
境
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
政
府
は
、

農

よ
っ
て
女
性
の
一
人
一
人
は
、
農
村
地
帯
の
環
境
保
護
に
と
っ

ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
‘

水
汲
み
な
ど
は
主
に
女
性

律
や
慣
習
は
定
済
し
て
お
ら
ず
、

総
点
検
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
出
生

育
を
ほ
ど
こ
す
た
め
に
、
非
常
な
努
力
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ア
ジ
ア
の
多
く
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■
死
亡
率
の
高
い
国
々
の
平
均
舟
命
を
、

西
暦
―

1
0
0
0
年
ま
で
に
男
女
と

1
0
万
件
当
た
り
一

0
0
を
超
え
て
い
る
地
域
で
は

ー
ラ
ム
」

に
は
ヽ

七
九
ヶ
国
か
ら
国
会
議
貝
と
専
門
家
と
官
僚
が
参
加
し
た
が
、

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
今
世
紀
末
ま
で
の
達

そ
の
中
に
は
出
生
率
の
全
体
的
な
低
下
、
早

婚
や
十
代
の
妊
娠
の
減
少
‘
避
妊
具
の
普
及
な
ど
の
他
に
、
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

そ
の
活
動
‘
各
種
の
人
的
資
源
の
分
野
で
改
善
を
図
る
た
め
の
広
範
に
わ
た
る
対

女
性
一
人
当
た
り
が
生
む
子
供
の
数
を
減
ら
す
こ
と
。

一
九
九

0
年

代
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
各
国
の
人
口
目
標
に
最
低
限
盛
り
込
む
べ
き
だ
と
主
張
し

最
低
で
も
、
国
連

が
打
ち
出
し
た
各
種
の
中
間
人
口
見
積
り
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
す

確
か
な
家
族
計
画
の
方
法
を
利
用
で
き
ず
に
い
る
女
性
の
数
を
大
幅
に
減

ら
す
こ
と
。

途
上
国
で
避
妊
具
の
普
及
を
図
り
、

各
国
な
ら
び
に
国
内
の
主
な
社
会
集
団
に
お
い
て
一
九
八

0
年
代
の
幼
児

死
亡
率
を
減
ら
し
、

西
暦
二

0
0

0
年
ま
で
に
せ
め
て
出

0
0
0
年
ま
で
に
せ
め
て
五

0
％
減
ら
す
こ
と
。
特
に
こ
の
数
字
が
出
産

る
こ
と
。

一
層
の
努
力
を
す

■
不
法
中
絶
を
含
め
、

妊
娠
が
原
因
で
母
親
が
死
亡
す
る
割
合
を
、
西
暦

に
お
さ
え
る
こ
と
。

西
暦
二

0
0
0
年
ま
で
に
正
常
出
産
五

0
人
協
程
度

．
 

産
適
齢
の
女
性
の
半
分
は
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

Ill 
・
極
端
な
早
婚
や
十
代
の
妊
娠
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
。

■
出
産
の
延
期
、

出
産
間
隔
の
延
長
、
出
産
数
の
制
限
等
を
望
み
な
が
ら
も

る。

． た点
は
‘

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

策
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

成
目
標
を
い
く
つ
か
提
案
し
た
が

や
は
り
こ
の
点
で
意
見
が
一
致
し
た
。

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

昨
年
の

「
ニ
―
世
紀
の
人
口
に
関
す
る
国
際
フ
ォ

な
い
。

し
か
し
今
日
の
経
済
開
発
で
も
環
境
保
護
の
分
野
で
も
、
決
し
て
欠
く
こ

社
会
投
資
は
実
施
が
困
難
で
あ
り
、

そ
の
成
果
を
定
量
化
す
る
の
も
容
易
で
は
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求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
九

0
年
と
い
う
新
し
い
世
界
を

合
意
を
得
る
こ
と
。

「
経
済
発
展
は
人
間
開
発
を
犠
牲
に
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き

考
え
る
こ
と
。

え
ず
に
は
お
か
な
い
。

＇ JL 

ぎ
膨
大
な
仕
事
が
残
っ
て
い
る
Lo

で
あ
る
。

ー
ジ
は

「
過
去
の
成
功
に
安
住
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ

こ
の
う
ち
大
半
は
対
外
援
助
に
頼
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
以

す
よ
う
呼
び
か
け
た
。

人
口
関
連
の
活
動
だ
け
で
も
年
間
総
額
約
九

0
億
米
ド
ル

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
各
国
に
対
し
、

各
種
の
中
間
人
口
見
積
り
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
財
源
の
提
供
に
全
力
を
尽
く

が
必
要
で
あ
る
。

上
に
当
事
国
政
府
と
そ
の
民
間
部
門
が
果
た
す
役
割
は
重
要
と
な
ろ
う
。

本
大
会
が
、

国
会
議
貝
は
、

の
関
心
を
集
め
る
上
で
、

法
者
で
あ
る
と
同
時
に
地
域
杜
会
の
指
導
者
で
も
あ
る
。
皆
様
が
言
う
こ
と
、
特

に

H
常
生
活
で
示
す
手
本
は
、
有
権
者
全
体
の
姿
勢
や
行
動
に
多
大
な
影
脚
を
与

私
は
本
大
会
で
、

九
九

0
年
代
と
い
う
重
要
な
一

0
年
間
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
政
策
目
標
は
何
か
を

こ
れ
ら
の
政
策
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
優
先
立
法
事
項
に
対
し

で
は
な
い
」

ア
ジ
ア
各
国
政
府
な
ら
び
に
産
業
に
対
し
て
伝
え
る
べ
き
メ
ッ
セ

社
会
投
資
の
重
要
性
や
、

女
性
の
役
割
と
地
位
に
対
し
て
世
間

き
わ
め
て
菫
要
な
役
割
を
演
ず
る
。
国
会
議
貝
は
‘

次
の
三
つ
の
課
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
‘

熱
意
を
新
た
に
訴
え
る
こ
と
。

な
る
勢
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
能
力
は
‘

社
会
の
異

何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
ア
ジ
ア
文
明
の

特
徴
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

迎
え
‘
我
々
は
ま
さ
に
ニ
―
世
紀
以
後
も
通
用
す
る
新
し
く
力
強
い
バ
ラ
ン
ス
を

の
小
学
校
就
学
と
を
実
現
す
る
こ
と
。

■

西

暦

二

0
0

0
年
ま
で
に

女
性
の
識
字
率
七

0
％
達
成
と
、

も
六
二
歳
以
上
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
。

女
子
全
貝

西
暦
二

0
0

0
年
ま
で
に
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し
た
。 ソ
連
の
改
革
の
波
は
‘

東
欧
諸
国
で
劇
的
な
政
治
改
革
を
引
き
起
こ
し
、

つ
い

な
い
改
革
の
道
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

囲
に
わ
た
る
政
治
・
経
済
の
改
革
を
試
み
る
と
と
も
に
‘

ソ
連
で
は
‘
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
政
策
の
も
と
、
広
範

に
こ
の
一
年
、

世
界
に
は
何
人
も
予
想
し
な
か
っ
た
よ
う
な
大
ぎ
な
変
化
が
み
ら

界
の
流
れ
は

「
対
立
か
ら
対
話
」

へ
と
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特

さ
て
、

第
三
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
こ
こ
バ
ン
コ
ク
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、

久
し
振
り
に
こ
う
し
て
皆
様
と
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
欣
快
に

堪
え
ま
せ
ん
。

顧
み
ま
す
と
‘

今
か
ら
九
年
前
の
一
九
八
一
年
北
京
に
お
い
て
、
我
々
ア
ジ
ア

の
国
会
議
貝
が
集
ま
り
人
口
問
題
を
討
議
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
推
挽
で
誕
生
し
た
佐
藤
議

長
の
献
身
的
な
尽
力
と
‘

の
こ
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

一
九
八
五
年
‘

れ
ま
し
た
。

ソ
連
憲
法
を
改
正
し
、

共
産
党
一
党
独
裁
体
制
の
放
棄
、
大
統
領
制
の
導
入
等
を
通
じ
、
後
戻
り
の
出
来

に
戦
後
の
冷
戦
の
象
徴
と
見
ら
れ
て
き
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
突
き
崩
す
に
至
り
ま

申
す
ま
で
も
な
く
‘

第
二
次
大
戦
後
の
世
界
は
東
西
対
立
と
い
う
図
式
で
動
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
米
ソ
首
脳
会
談
を
境
に
し
、

そ
れ
を
支
え
る
各
国
の
理
事
者
の
ご
協
力
に
よ
り
今
回

同
志
の
皆
様
と
共
に
敬
意
を
表

元
首
相
•
G
C
P
P
D

会
長

＿

目

赳

ネ

田

夫

ア
ピ
ー
ル
を

椒
知
を
絞
り
、
世
界
に
向
け
て

世
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あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
S
o
f
t

L
a
n
d
i
n
g
で
す
。

も
波
及
す
る
こ
と
必
至
と
思
い
ま
す
。

私
は
そ
の
影
臀
が
な
だ
ら
か
に
対
応
さ
れ

革
の
動
き
は
、

ひ
と
り
東
欧
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

い
ず
れ
ア
ジ
ア
に

て
み
れ
ば
、

影
響
が
本
格
化
し
た
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

だ
が
東
欧
に
お
け
る
改

き
た
と
い
う
も
の
の
、
未
解
決
な
問
題
が
山
積
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
全
体
と
し

ず
、
域
内
諸
国
の
政
治
状
況
、
歴
史
的
経
緯
は
多
様
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
緒
は
で

す
。

モ
ン
ゴ
ル
の
民
主
化
、
北
京
に
お
け
る
ア

半
島
に
お
け
る
南
北
政
府
間
の
対
話
、

た
め
の
新
し
い
世
界
政
治
の
図
式
が
生
ま
れ
ま
す
。

の て
き
ま
し
た
。

つ
い
て
は
熟
知
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
使
用
す
る
な
ど
と
い
う
暴
挙
に
は
出
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
核
兵
器
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
現
実
で
あ
り
、

省
の
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
対
立
か
ら
対
話
へ
」

目
を
ア
ジ
ア
に
転
じ
ま
す
と
、

と
ソ
連
の
国
交
正
常
化
、

ジ
ア
大
会
の
成
功
な
ど
、

の
動
き
が
定
着
す
る
と
き
、
そ
こ
に
、

「
対
立
か
ら
対
話
へ
」

日
朝
交
流
、

し
か
し
ア
ジ
ア
地
域
の
政
治
状
況
は
、

の
動
き
が
そ
れ
で
す
。

二
十
一
世
紀
の

東
欧
に
お
け
る
変
革
の
波
は
い
ま
だ
浸
透
と
ま

で
は
ま
い
り
ま
せ
ん
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
押
し
寄
せ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
朝
鮮

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
四
派
会
談
、
韓
国

あ
る
程
度
の
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で

東
西
対
立
の
図
式
の
み
で
は
律
し
き
れ

政
治
・
経
済
面
の
改
革
が
混
乱
な
し
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
姿
で こ

れ
も
の
原
因
の
一
半
は
軍
拡
競
争
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
実
に
対
す
る
反

ま
す
。

ソ
連
に
見
ら
れ
る
民
生
の
窮
乏
、
ア
メ
リ
カ
の
双
子
の
赤
字
、
そ
の
い
ず

こ
の
様
な
軍
拡
競
争
は
、

さ
ら
に
又
世
界
経
済
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い

さ
れ
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
す
。

そ
れ
が
使
用

営
に
備
蓄
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
両
陣
営
と
も
核
兵
器
の
破
壊
力
に

の
競
争
に
拡
大
し
、

人
類
を
六
十
回
以
上
も
滅
亡
さ
せ
る
だ
け
の
核
兵
器
が
両
陣

は
と
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、

悪
循
環
を
続
け
な
が
ら
激
化
し
、

つ
い
に
核
兵
器

も
根
本
的
か
つ
深
刻
な
問
題
は
、
東
西
両
陣
営
間
の
軍
拡
競
争
で
す
。

軍
拡
競
争

そ
の
対
立
の
中
か
ら
幾
多
の
局
地
事
件
が
生
起
し
ま
し
た
が
、
最
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入
れ
に
賛
成
し
、
環
境
•
開
発
・
人
口
問
題
の
重
要
性
は
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
で
も
強
調

国
首
脳
会
議
に
申
し
入
れ
を
致
し
ま
し
た
。

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
、

そ
の
直
後
に
開
催
さ
れ
た
先
進

た
め
に
は
‘

に
つ
い
て
討
論
し
、

ル
で
は
ヽ

さ
ら
に
一
昨
年
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
申
し
入
れ
を
送
り
ま
し
た
。

爾
来
、
毎
年
会
談
は
行
わ
れ
本
年
の
ワ
シ
ン

し
た
。

が
話
が
で
き
ま
す
。

つ
い
に
米
ソ
首
脳
会
談
は
実
現
し
ま

対
し
率
直
に
物
が
言
え
、

ま
た
、

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
我
々
自
由
冊
界
の
人
達

）ヽ

ン

ガ
リ
I 

ル
ー
マ
ニ
ア
）

が
お
り
、

モ
ス
ク
ワ
に

見
の
交
換
を
し
て
は
し
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

会
貝
の
中
に
は
‘

い
た
米
ソ
首
脳
に
対
し
、

世
界
情
勢
に
つ
い
て
意

年
創
設
し
ま
し
た
が
、

そ
の
初
期
の
段
階
で
一
九
七
九
年
以
来
会
談
の
途
絶
え
て

た
と
い
う
誇
り
を
‘

会
貝
の
全
貝
が
抱
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
議
は
一
九
八

こ
の
会
議
は
‘

現
在
の
新
し
い
流
れ
に
対
し
い
さ
さ
か
の
貢
献
を
果
た
し
て
き

三、 二、
ヘ
ッ
ズ

オ

プ

ガ

バ

メ

ン

ト

と

称

し

ま

す

。

そ
こ
で
の
討
議
は
主
と
し
て

カ
ウ
ン
シ
ル

オ
ブ

相
経
験
者
の
集
ま
り
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

東
西
南
北
三
十
名
近
く
の
指
導
者
が

私
は
‘

一
九
八
三
年
、

集
ま
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

世
界
の
平
和
・
軍
縮
。

世
界
の
経
済
。

環
境
•
開
発
・
人
口
。

の
三
つ
で
あ
り
ま
す
。

東
欧
の
代
表
（
ユ
ー
ゴ
、

さ
ら
に
私
ど
も
は
、
両
首
脳
の
会
談
し
て
い
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
そ
の
場
に
、

「
こ
の
会
談
を
一
回
で
終
わ
ら
す
事
の
な
い
よ
う
定
期
的
な
も
の
に
さ
れ
た
い
」

ト
ン
会
議
で
は
、
毎
年
一
回
開
催
す
る
と
い
う
合
意
文
書
ま
で
発
表
さ
れ
る
に
至

り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
会
談
を
再
開
し
、

そ
し
て
一
九
八
五
年
、

二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
九
十
年
代
に
は
何
を
な
す
べ
き
か

こ
の
地
球
を
永
遠
．
の
も
の
と
し
、

環
境
と
開
発
、

フ
ォ
ー
マ
ー

カ
ウ
ン
シ

人
類
の
生
き
残
り
を
図
る

更
に
そ
の
基
本
を
な
す
人
口
問
題
に
更
に
更
に
積
極

先
進
七
ヶ
国
の
首
脳
も
、

こ
の
申
し

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
前
首
相
と
共
に
、

大
統
領
、
首
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
大
事
な
こ
と
は
、
全
人
類
が
そ
の
様
な

環
境
問
題
を
考
え
る
と
き
、

二
十
一
世
紀
は
、
物
を
大
切
に
と
い
う
反
省
の
時
代

二
十
世
紀
は
消
費
は
美
徳
な
り
と
い
う
風
潮
の
時
代
で
し
た
が
、

資
源
問
題

い
ま
し
ょ
う
か
。

人
類
は
活
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
か
。

実
に
四
倍
で
す
。

こ
の
勢
い
で
人
間
が
増
え
続
け
た
ら
、

地
球
は
ど
う
な
っ
て
了

あ
っ
た
世
界
人
口
は
、

今
世
紀
末
に
は
六
十
二
億
人
に
な
ろ
う
と
い
う
の
で
す
。

本
会
議
に
ご
出
席
の
皆
様
に
は
ご
承
知
の
ご
と
く
、

今
世
紀
初
頭
十
六
億
人
で

い
る
と
い
う
現
実
に
目
を
見
張
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
資
源
の
使
い
手
は
人
間
で
あ
り
、

そ
の
人
間
が
急
増
し
て

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
私
の
当
初
の
発
想
で
し
た
。

ヽ

し
か
し

い
ろ
い
ろ

を
続
け
て
い
る
う
ち
に
掘
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
、

地
球
の
資
源
を
大
切
に
し
な

銀、 は
ヽ

資
源
有
限
時
代
が
近
づ
き
つ
つ
あ
り
と
の
警
告
で
し
た
。

銅
な
ど
の
天
然
資
源
は
限
り
な
く
無
限
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

高
度
成
長

石
油
‘

石
炭
、

金

私
は
今
か
ら
二
十
五
年
前
、

わ
が
国
国
会
で
演
説
を
致
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容

思
い
ま
す
。

チ
カ
ン
の
十
二
分
な
理
解
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と

そ
の
際
‘

人
口
政
策
に
大
き
な
関
わ
り
の
あ
る
家
族
計
画
の
推
進
に
関
し
て
バ

こ
と
で
す
。

教
の
立
場
を
超
越
し
て
討
議
し
、
共
通
の
倫
理
規
範
に
基
づ
く
‘

こ
れ
ら
の
偉
大
な
る
宗
教
家
が
一
堂
に
会
し
世
界
平
和
、

お
よ
び

宗
教
の
鉾
々
た
る
指
導
者
が
ロ
ー
マ
に
参
集
し
ま
し
た
。

年
三
月
に
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
二
日
間
に
亘
り
「
宗
教
・
政
治
指
導
者
会
隕
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

よ
り
、
仏
教
‘

キ
リ
ス
ト
教
、

ヒ
ン
ズ
ー
教
、

イ
ス
ラ
ム
教
、

世
界
の
全
大
陸

ユ
ダ
ヤ
教
の
五
大

世
界
経
済
、

開
発
・
人
口
•
環
境
と
い
う
相
互
に
関
連
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宗

地
球
上
の
平
和

と
人
類
の
永
続
的
な
未
来
の
た
め
の
施
策
を
検
討
し
た
の
は
近
代
史
上
初
め
て
の

私
は
こ
の
会
議
の
議
長
を
務
め
ま
し
た
が
、

ま
た
、

こ
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン

カ
ウ
ン
シ
ル
の
招
き
に
よ
り
一
九
八
七

さ
れ
、

こ
の
問
題
は
初
め
て
世
界
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
り
多
き
会
議
と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

こ
の
地
域
の
み
な
ら
ず
世
界
人
類
の
た
め
大
き
な
貢
献
に
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

一
世
紀
に
向
け
て
、
叡
知
を
絞
り
、

世
界
に
向
け
て
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、

世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
こ
の
ア
ジ
ア
地
域
の
議
貝
諸
氏
が
参
集
し
、

そ
の
気
持
ち
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

方
向
へ
の
意
識
革
命
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

二
十

こ
れ
は
人
類
一
人
一
人
が
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す
。
我
々
ア
ジ
ア
の

議
貝
は
、
相
互
に
影

経
済
諸
力
に
敏
感
で

国
会
議
貝
は
そ
の
仕

事
柄
、
国
民
と
密
な

関
係
を
保
ち
、
社
会

議
貝
の
皆
様
に
お
集

か
ら
幅
広
い
年
齢
の

な
伝
統
を
も
つ
諸
国

ム
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

こ。f
 

閣
下
、

代
議
士
並
び
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
皆
様
、
ご
来
賓
の
皆
様
、
並
び
に
ご

列
席
の
皆
様
、
タ
イ
王
国
議
会
を
代
表
致
し
ま
し
て
、
参
加
者
の
皆
様
に
歓
迎
の

過
去
二
回
に
わ
た
り
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
と
北
京
の
大
都

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
開
か
れ
ま
し
た
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
引
き
続

き
、
今
回
初
め
て
タ

イ
国
で
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
大
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ま
り
頂
き
ま
し
た
。

タ
イ
国
上
院
第
二
副
議
長

ブ
ン
チ
ャ
ナ
・
ア
タ
コ
ー
ル

人
日
と
開
発
の

H
標
逹
成
の

た
め
の
成
果
を
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感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

響
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
有
権
者
の
様
々
な
利
益
に
対
す
る
考
え
を
理
解
し
合
い
、

水
準
と
生
活
の
質
の
発
展
と
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
本
大

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
規
約
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
人
口
と
開
発
に
関
す
る
目
標
の

達
成
に
向
け
て
即
効
あ
る
成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
決
定
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

発
に
関
す
る
国
会
議
貝
世
界
委
貝
会
会
長
の
福
田
赳
夫
閣
下
‘

ム
議
長
、

佐
藤
隆
フ
ォ
ー
ラ

並
ぴ
に
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
に
心
よ
り

こ
こ
に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
三
回
大
会
の
開
会

を
宣
言
致
し
ま
す
。

第
三
回
大
会
の
バ
ン
コ
ク
開
催
に
あ
た
り
、

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
人
口
と
開

こ
こ
に
第
三
回
大
会
の
成
功
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

会
は
‘

ま
た
お
互
い
を
よ
り
よ
く
評
価
し
合
い
、

よ
っ
て
各
々
が
代
表
す
る
国
民
の
生
活
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受
け
入
れ
る
。

で
あ
り
、

人
口
と
資
源
と
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
、
持

て
開
催
さ
れ
た

る
以
下
の
内
容
を
宣
言
す
る
。

議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
大
会
」

人
口
問
題
を
開
発
計
画
の
中
に
さ
ら
に
組
み
入
れ
て
い
く
こ
と
は
‘

ジ
ア
の
す
べ
て
の
国
に
於
て
人
口
増
加
率
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠

ひ
い
て
は
‘

続
的
な
開
発
を
達
成
す
る
共
通
の
努
力
に
と
っ
て
も
重
大
で
あ
る
こ
と
を

認
識
す
る
。

女
性
の
健
康
・
幅
祉
を
向
上
さ
せ
‘

ま
た
‘

済
開
発
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
す
る
。

と
り
わ
け
、
法
律
制
定
の
協
議
を
進
め
‘

出
生
率
、

死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
上
で
の
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
社
会
・
経

政
府
お
よ
び
民
間
の
支
援
を

結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
口
•
開
発
問
題
に
対
す
る
効
果
的
か
つ
統
一

的
な
取
り
組
み
を
達
成
す
る
た
め
の
活
動
を
促
進
し
‘

を
め
ざ
し
、

幼
児
・
舟
親
の

支
援
す
る
責
任
を

西
暦
二

0
0

0
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
地
域
の
年
間
人
口
増
加
率
一
％
達
成

確
固
た
る
決
意
を
も
っ
て
こ
れ
を
支
援
す
る
こ
と
を
繰
り
返

し
表
明
す
る
。

ア

て
、
重
要
な
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
満
足
を
も
っ
て
注
目
す
る
。

で
設
定
さ
れ
た
目
標
の
達
成
に
向
か
っ

一
九
八
七
年
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

回
大
会
」

に
出
席
し
た
ニ
一
ヵ
国
の
国
会
議
貝
は
‘

人
口
と
開
発
に
関
す

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

一
九
九

0
年
一

0
月
一
五
日
か
ら
一
八
日
ま
で
、

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
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る
と
み
な
さ
れ
る
最
貧
諸
国
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
‘

一
九
九

0
年
代
に
は

南
ア
ジ
ア
で
は
全
般

の
は
、
新
生
児
お
よ
び
彼
ら
の
将
来
へ
投
資
す
る
こ
と
が
最
も
遅
れ
て
い

か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
ア
ジ
ア
の
人
口
三
一
億
人
は
今
世
紀
末
ま
で
に

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
動
態
の
状
況

を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
再
確
認
す
る
。

軍
縮
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
口
•
開
発
活
動
の
た
め
に
資
源

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
優
先
順
位
や
取
り
組
み
方
を
支
持
す
る
。

よ
い
生
活
を
」

の
中
で
明
確
に
さ
れ
た
人
口
問
題
の
目
標
•
目
的
な
ら
び

原
則
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
宜
言
、
ぶ
将
来
の
世
代
の
た
め
に
よ
り

経
済
的
影
響
に
対
し
て
懸
念
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

彼
ら
が
社
会
お
よ

普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

人
的
資
源
の
開
発
に
投
資
し
、

出
生
率
の
低
下
を
持
続
さ
せ
る
最
も
確
実
な
方
法
は

男
女
平
等
の
原
則
と
は

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

健
康
の
た
め
の
重
要
な
方
策
と
し
て
、

安
全
に
低
下
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、

七
億
人
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

家
族
計
画
の
受
け
入
れ
促
進
が
急
務

人
間
の
権
利
お
よ
び
責
任
に
於
て
男
性
と
女

性
が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。

母
子
の
健
康
を
向
上
さ
せ
、

お
よ
び
教
育
を
引
ぎ
上
げ
、
家
族
計
画
を
男
女
双
方
に
で
き
る
だ
け
広
く

ア
ジ
ア
各
国
で
若
者
と
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
て
い
る
こ
と
の
社
会
的
、

び
経
済
の
発
展
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
す
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
案
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

地
域
全
体
と
し
て
は
出
生
率
が
急
速
か
つ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
に
も

全
体
的
に
み
て
、
最
も
人
口
が
増
加
す
る

的
に
年
間
ニ
・
三
四
％
で
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、

三
億
五

0
0
0
万
人
の
増
加
に
対
し
、
避
妊
具
の
使
用
が
め
ざ
ま
し
く
進

ん
で
い
る
東
ア
ジ
ア
で
は
二
億
人
の
増
加
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。

ま
た
‘

社
会
的
お
よ
ぴ

女
性
の
地
位

出
生
率
を
効
果
的
か
つ
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現
在
の
都
市
化
傾
向
に
代
わ
り
得
る
道
を
切
り
拓
く
。

強
力
か
つ
確
固
た
る
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
投
資
を
行
う
。

国
家
開
発
の
土
台
と
し
て
の
民
族
自
決
を
強
調
す
る
。

て
、
女
性
に
対
す
る
投
資
を
行
う
。

人
材
と
し
て
、

あ
る
い
は
社
会
・
経
済
開
発
に
お
け
る
優
先
課
題
と
し

人
口
増
加
に
対
す
る
直
接
的
か
つ
全
面
的
な
行
動
を
と
る
。

源
お
よ
び
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
通
じ
て
‘
貧
困
な
ら
び
に
急
速
な

さ
せ
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

人
的
資

と
り
わ
け
、
人
間
を
苦
し
み
か
ら
解
放
し
、

人
口
増
加
の
速
度
を
低
下

に
受
け
止
め
る
。

環
境
破
壊
お
よ
び
そ
の
原
因
に
対
す
る
高
ま
り
つ
つ
あ
る
懸
念
を
真
剣

下
の
事
柄
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
‘

と
り
わ
け
以

し 将
来
へ
の
投
資

四‘
心
理
的
意
味
合
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。

常
に
大
量
の
社
会
的
資
源
を
必
要
と
す
る
深
刻
な
社
会
・
経
済
的
お
よ
び

人
口
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
高
齢
化
傾
向
は
‘
非

こ
の
人
口
増
加
の
比
重
は
‘

都
市
で
最
も
重
い
、

ジ
ア
の
都
市
部
人
口
の
半
分
は
ス
ラ
ム
居
住
者
や
不
法
居
住
者
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

こ
と
な
ど
か
ら
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
社
会
的
、

経
済
的
お
よ
び
政
治
的
状
況
の
相
違
に
留
意

ま
た
、
各
国
の
国
家
主
権
を
尊
重
す
る
一
方
で
、
す
べ
て
の
国
の
国

会
議
貝
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
我
々
は
開
発
に
関
す
る
仮
説
を
評
価
し

ま
た
‘

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ
れ
た

悪
化
し
、

森
林
や
農
地
は
破
壊
さ
れ
、

地
球
の
温
暖
化
傾
向
が
進
み
、

ア

豊
か
さ
が
増
し
て
、
消
費
も
伸
び
た
。

ヽ

し
か
し

同
時
に
、
産
業
汚
染
が

こ
の
よ
う
な
都
市
の
発
展
に
よ
っ
て
工
業
化
が
進
み
、

三、

変
化
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
の
諸
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な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

り
、
法
律
に
よ
る
十
分
な
保
護
が
な
く
な
り
‘

選
択
の
で
き
な
い
生
活
に

七
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
無
視
す
れ
ば
、
危
機
的
な
結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

人
口
増
加
が
抑
制
で
き
な
く
な
り
、
幼
児
や
児
童
の
死
亡
率
が
上
が
り
、

経
済
が
弱
体
化
し
、
農
業
生
産
の
効
率
が
低
下
し
、
環
境
の
劣
悪
化
が
進

む
。
す
な
わ
ち
、
社
会
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
生
活
の

な
り
ヽ

学
校
教
育
の
機
会
が
減
り
、

健
康
状
態
が
悪
化
し
、

賃
金
が
下
が

質
が
低
下
す
る
。

少
女
お
よ
び
女
性
に
と
っ
て
は
、
機
会
が
平
等
で
な
く

建
設
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、

農
業
・
環
境
の
管
理
、

社
会
・
経
済
開
発
は
も
と
よ
り
、
国
家

祷
え
は
は
と
ん
ど
女
性
に
任
さ
れ
て
い
る
。

女
性
は
開
発
の
中
心
で
あ
り

発
途
上
地
域
と
同
様
に
、
ア
ジ
ア
で
は
、
食
糧
生
産
お
よ
ぴ
燃
料
と
水
の

しヽ

男
女
は
平
等
な
教
育
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
他
の
開

あ
る
い
は
経
済
成
長
の
手
段
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、

人
間
と
し
て
の

尊
厳
や
価
値
に
お
い
て
は
男
性
と
同
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら

女
性
が
単
に
避
妊
行
為
者
、

六‘

世
界
人
口
の
半
分
を
占
め
る
女
性
は
‘
杜
会
投
資
に
お
い
て
最
優
先
さ

り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
‘

女
性
の
役
割
と
地
位
、

教
育
と
文
盲
‘

環
境
悪
化
な
ど
の
問
題
を
取

健
康
や
家
族
の
た
め
の
福
祉
を
越
え
て
、

社
会
的
、

経
済
的
不
平
等
‘

失

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
人
口
政
策
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

関
連
す
る
社
会
・
経
済
・
環
境
要
因
を
考
慮
し
た
諸
施
策
で
補
強
・
補
足

と
を
強
調
す
る
。

出
生
率
‘

死
亡
率
、
移
動
率
を
低
下
さ
せ
る
方
策
は

て
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

五‘

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
‘

ま
た
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

経
済
発
展
は
、
人
間
開
発
を
犠
牲
に
し
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人
口
計
画
を
開
発
計
画
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
取
り
入
れ
る
。

ル
の
人
口
戦
略
の
策
定
お
よ
び
強
化
を
奨
励
す
る
。

の
低
減
を
促
進
す
る
た
め
に
‘

以
下
の
行
動
を
開
始
あ
る
い
は
支
援
す
べ
き

国
家
開
発
計
画
の
一
部
を
成
す
も
の
と
し
て
、

包
括
的
な
、
国
家
レ
ベ

で
あ
る
。

の
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
な
ら
び
に
優
れ
た
機
関
を
活
用
し
て
、
人
口
増
加
率

ヽ

か
し

生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

国
会
議
貝
と
し
て
は
‘

そ

林
を
破
壊
し
、

土
地
や
水
源
の
劣
悪
化
を
招
く
。

こ
れ
は
食
糧
の
供
給
を
脅

)
っ

t
‘

と
ー

i
l

急
速
な
人
口
増
加
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
を
妨
げ
、

森

人
口
増
加
の
抑
制

と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
ニ
ー
ズ
に
対
処
し
、

保
健
医
療
や
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
促
進
し
よ
う

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヽ

こ
~. 

さ
ら

ヽ

な
い
人
々
に

十
分
な
食
糧
供
給
を
保
証
し
、
貧
困
を
廃
絶
し
よ
う
と
す

と
り
わ
け
最
も
恵
ま
れ

な
く
と
も
、

境
を
保
護
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
々
‘母

子
の
死
亡
率
を
減
ら
し
、

女
性
の
地
位
と
役
割
を
向
上
さ
せ
、
高
齢
者
に
保
障
を
与
え
、
青
年
特
有

人
口
増
加
を
減
少
し
、

人
口
分
布
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
環

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ゆ
え
に
、
効
果
的
な
開
発
戦
略
と
は
‘

少

増
加
、

環
境
に
対
す
る
配
慮
、

お
よ
び
社
会
の
進
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

る
こ
と
な
く
開
発
を
持
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

口
経
済
成
長
は
人
口

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。

□
こ
の
三
つ
の
要
因
を
十
分
に
考
慮
す

に
根
ざ
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

↓
人
口
‘

~
~
 

資
源
‘

環
境
は
切

は

い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、

そ
の
性
質
上
、

以
下
の
三
つ
の
基
本
原
則

八

人
口
と
開
発
の
複
雑
な
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
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プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
拡
充
を
行

も
か
か
ら
な
い
方
法
で
防
ぎ
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
~

人
口
動
態
的
影
響
‘

お
よ
び
若
年
妊
娠
、
高
齢
妊
娠
、
多
産
、

出
産
間

隔
の
短
さ
が
健
康
に
及
ぽ
す
影
響
に
対
す
る
認
識
高
揚
の
た
め
の
特
別
の

情
報
や
啓
蒙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
発
す
る
。

る。

最
も
悲
し
む
べ
き
は
、

こ
れ
ら
の
死
亡
は
、
簡
単
か
つ
効
果
的
で
費
用

非
政
府
組
織
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、

若
者
、
新
婚
夫
婦
な
ど
、
す
べ
て
の
人
口
区
分
に
家
族
計
画
の
情
報
や
サ

ー
ビ
ス
を
広
く
普
及
し
、
簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

職
貝
管
理
の
改
善
お
よ
び
職
貝
訓
練
の
拡
大
に
よ
り
、
家
族
計
画
プ
ロ

妊
具
の
生
産
を
促
進
す
る
。

安
価
で
、

人
は
‘

簡
単
で
、

国
に
お
い
て
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
一
部
の
地
域
で
は
‘

出
産
で
命
を
落
と
し
て
い
る
。

女
性
の
一
八
人
に
一

世
界
全
体
で
は
‘

五
歳
以
下
の
子
供

の
死
亡
率
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
お
り
、
毎
年
お
よ
そ
―
四

0

0
万
人
に
の
ぽ

る
い
は
出
産
に
関
わ
る
原
因
で
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
九
九
％
は
開
発
途
上

っ
て
危
険
は
甚
だ
し
い
。
侮
年
少
な
く
と
も
五

0
万
人
の
女
性
が
、
妊
娠
あ

出
産
に
は
常
に
危
険
が
伴
う
。

ヽ

し
か
し

開
発
途
上
地
域
の
母
と
子
に
と

死
亡
率
、
特
に
母
親
と
乳
幼
児
の
死
亡
率
の
低
減

方
法
の
開
発
に
関
す
る
研
究
の
た
め
に
十
分
な
公
的
資
金
を
確
保
す
る
。

信
頼
性
が
あ
り
、

安
全
で
し
か
も
可
逆
的
な
避
妊

法
律
上
の
裏
づ
け
を
得
て
、

必
要
財
源
を
調
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、

避

グ
ラ
ム
を
強
化
す
る
。

や
嗜
好
に
適
合
さ
せ
る
。

地
域
の
参
加
を
奨
励
す
る
た
め
、
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
各
地
の
習
慣

て
、
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
女
性
の
数
を
増
や
す
。

男
性

出
生
率
調
整
の
た
め
の
政
府
お
よ
び
社
会
の
支
援
を
促
す
。

1
0
代
の
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タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
移
す
。

実
施
可
能
な
所
で
は
‘
産
業
・
社
会
・
教
育
施
設
を
主
要
な
都
市
セ
ン

る。 プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
、
よ
り
十
分
な
統
計
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
開
発
す

都
市
部
に
お
け
る
健
康
・
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

す
る
。

そ
れ
に
組
み
込
ま
れ
た
国
家
戦
略
を
策
定
し
、

実
践

中
小
規
模
の
都
市
セ
ン
タ
ー
の
開
発
・
拡
大
の
た
め
の
投
資
に
よ
っ
て

こ
の
状
況
を
正
す
た
め
に
必

す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
人
口
の
増
加
は
‘

と
り

ア
ジ
ア
で
は

二
0
0
0
年
に
都
市
人
口
の
割
合
は
三
五
％
に
達

な
い
。

一
九
五

0
年
以
降
、

開
発
途
上
国
の
都
市
部
の
人
口
は
四
倍
以
上
に

パ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
分
布
と
資
源

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
管
理
を
強
化
す
る
。

子
供
の
病
気
の
診
断
や
簡
単
な
治
療
法
に
関
す
る
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
‘
フ

励
す
る
。

栄
養
お
よ
び
健
康
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
大
・
改
善
す
る
。

栄
養
上
お
よ
び
家
族
計
画
上
の
理
由
か
ら
、

安
全
分
娩
の
た
め
の
従
来
の
介
添
え
人
や
治
療
人
、

世
界
に
今
‘

増
え
た
。

都
市
革
命
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
う
べ
く
も

わ
け
社
会
の
最
貧
層
に
対
す
る
、

不
可
欠
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
伝
達
や
基
礎

必
需
品
の
提
供
を
著
し
く
損
な
い
、

農
地
を
破
壊
し
、

口
と
資
源
の
不
均
衡
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
。

要
な
方
策
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

お
よ
び
一
般
的
な

広
が
り
つ
つ
あ
る
人

大
規
模
な
都
市
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
を
相
殺
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
国
家
開

発
計
画
と
協
調
し
、

母
乳
で
育
て
る
こ
と
を
奨

す
べ
て
の
子
供
を
対
象
に
予
防
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
広
め
る
。

Vヽ
ヽ

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
組
み
入
れ
る
。
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現
存
す
る
農
地
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
荒
廃
し
た
農
地

と
り
わ
け
貧
し
い
農
民
や
女
性
の
牒
地
権
を
保
護

さ
れ
る
。

源
の
持
続
可
能
な
関
係
を
築
く
た
め
に
は
‘

と
り
わ
け
以
外
の
こ
と
が
要
求

生
存
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
に
お
い
て
人
口
と
資

球
の
温
暖
化
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
り

い
ず
れ
も
、

閻
を
及
ぼ
す
。

こ
れ
は
、
特
に

平
等
の
度
合
い
を
間
わ
ず
、

人
が
多
く
な
れ
ば
な
る
は
ど
環
境
に
大
き
な
影

口
は
童
要
な
役
割
を
果
た
す
。

技
術
の
種
類
、

消
費
量
や
廃
棄
量
、
貧
困
や

を
左
右
す
る
天
然
資
源
の
基
盤
を
破
壊
し
て
い
る
。

こ
の
過
程
に
お
い
て
人

増
え
続
け
る
人
間
の
要
求
は
‘
土
地

環
境
保
護

か
つ
余
裕
あ
る
基
礎
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
都
市
の
イ

文
化
的
側
面
の
一
部
と
し
て
、
移
住
者
が
主
に
従
事

農
村
部
に
お
け
る
雇
用
機
会
を
創
出
・
拡
大
す
る
。

す
る
。

母
子
保
健
お
よ
び
家
族
計
画

(
M
C
H
/
F
P
)

も
含
め
‘

農
村
部
に
お
け
る
粘
本
的
な
社
会
・
医
療
設
備
を
改
善
・
拡
充

都
市
の
経
済
的
、

し
て
い
る
小
規
模
な
商
売
や
サ
ー
ビ
ス
、

ス
ラ
ム
の
撲
滅
な
ど
、

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
開
発
す
る
。

与
え
る
。

村
の
森
林
お
よ
び
、

す
る
法
律
を
採
用
す
る
。

の
サ
ー
ビ
ス
や
教
育

食
品
加
工
、

お
よ
び
建
設
な
ど
の
非
公
式
部
門
を
開
発
す
る
。

低
コ
ス
ト
の
輸
送

す
で
に
都
市
部
に
居
住
し
て
い
る
人
々
に
十
分

水
、
空
気
な
ど
、

す
べ
て
の
開
発

開
発
途
上
国
の
土
壌
や
森
林
の
破
壊
と
地

人
類
の
幸
福
と

人
口
増
加
の
速
度
を
緩
め
、
積
極
的
に
そ
の
安
定
化
を
図
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
開
発
の
た
め
の
適
切
な
指
示
お
よ
び
方
策
を
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見
尊
重
と
参
加
を
保
証
す
る
こ
と
。

お
け
る
差
別
的
慣
習
を
廃
止
し
、

問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
法
案
を
作
成
し
、

て
支
持
を
得
る
こ
と
。

妊
婦
の
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
‘

政
府
と
世
論
を
動
か
し

貧
困
層
や
移
民
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、

結
婚
に

家
族
計
画
事
業
を
進
め
る
組
織
で
は
‘
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
女
性
の
意

の
措
置
が
必
要
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
。

同
じ
こ
と
は

を
復
元
・
再
生
さ
せ
る
た
め
に
‘

恵
ま
れ
な
い
人
々
を
中
心
に
‘

宜
を
得
た
食
糧
を
供
給
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
。

投
棄
を
禁
止
す
る
。

森
林
破
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
法
律
を
公
布
す
る
。

す
る
よ
う
教
育
・
奨
励
す
る
。

択
股
を
広
げ
、

地
位
や
扶
養
の
面
で
子
供
に
依
存
す
る
度
合
い
を
減
ら
す
こ

と
を
意
味
す
る
。

農
業
資
源
の
も
と
と
な
る
も
の
に
投
資

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
十
分
か
つ
時

お
よ
び
産
業
廃
棄
物
の

開
発
計
画
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
、

の
社
会
に
対
す
る
貢
献
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
と
安
定
を
確
保
で
ぎ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
家
族
計
画
が
成
功
す
れ
ば
、

性
が
生
ま
れ
て
く
る
た
め
、
社
会
が
行
う
べ
き
最
も
重
要
な
投
資
で
あ
る
。

女
性
の
健
康
と
教
育
に
対
す
る
投
資
に
も
言
え
よ
う
。

特
定

そ
の
他
に
も
自
由
の
可
能

の
能
力
、
権
利
、

一
ー
ズ
を
考
慮
し
、

女
性
が
出
産
だ
け
に
限
ら
ず
、

自
ら

そ
れ
は
つ
ま
り

女
性

女
性
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
投
資
を
す
る
こ
と
は
‘
女
性
に
と
っ
て
選

女
性
の
全
面
参
加

農
民
に
対
し
、
水
お
よ
び
潅
漑
の
管
理
を
改
善
し
、
有
機
肥
料
を
使
用

環
境
に
安
全
な
産
業
工
程
を
開
発
・
導
入
す
る
。

環
境
に
安
全
で
な
い
肥
料
や
殺
虫
剤
の
使
用

す
る
。
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国
の
開
発
計
画
と
調
整
・
統
合
を
図
り
な
が
ら
、
身
寄
り
の
な
い
ま
た

行
政
手
段
に
は
、
以
下
の
点
を
網
羅
す
べ
き
で
あ
る
。

増
加
を
続
け
る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
訴
え
た
立
法

家
族
計
画
が
成
功
す
れ
ば
、

小
家
族
が
生
ま
れ
る
。

経
済
開
発
の
成
功
は
‘

高
齢
者
に
対
す
る
保
護
手
段

女
性
の
労
慟
市
場
進
出
を
阻
む
障
害
が
な
い
よ
う
‘
充
分
な
支
援
サ
ー

雁
用
機
会
均
等
と
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
を
保
証
す
る
法
律
を
つ
く
り

こ
と
。

開
発
に
お
け
る
女
性
の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
文
書
に
著
し
、

る
こ
と
。

生
産
や
生
殖
に
対
す
る
女
性
の
権
利
や
責
任
に
つ
い
て
、

で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

実
施
す
る
こ
と
。

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。

市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る

し
ば
し
ば
住
民
の
移
動
や
一
家
離
散
な
ど
を
引
ぎ
起
こ
し
て
き
た
。
大
家
族

制
が
崩
れ
て
核
家
族
化
か
進
む
と
、
高
齢
者
の
身
の
安
定
を
約
束
し
て
き
た

伝
統
的
な
ア
ジ
ア
の
制
度
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
ア
ジ
ア
の

高
齢
者
に
対
し
て
、
社
会
的
、
経
済
的
、
心
理
的
な
安
定
を
与
え
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
必
要
に
な
る
。

は
家
族
の
世
話
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
の
た
め
の
包
括
的
な
国
家
政
策

農
業
お
よ
び
非
公
式
部
門
に
お
い
て
、
女
性
が
可
能
な
限
り
担
保
な
し

く
の
人
々
に
正
確
か
つ
完
全
な
情
報
を
与
え
る
こ
と
。

全
国
統
計
で
性
別
に
よ
る
分
類
を
行
わ
な
い
こ
と
。

の
教
育
と
訓
練
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
。

文
盲
の
女
性
に
対
す
る
特
別
な
配
慮
を
含
め
、

す
る
法
律
や
慣
習
を
す
べ
て
廃
止
す
る
こ
と
。

女
性
が
生
産
的
資
源
を
所
有

な
る
べ
く
多

発
表
す

女
性
に
は
男
性
と
同
等

管
理
す
る
の
を
妨
げ
た
り
制
限
し
た
り
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初
婚
年
齢
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
も
対
象
に
入
れ
る
こ
と
。

十
代
や
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
よ
う
に

以
前
は
家
族
計
画
の
対
象
外
に
な

文
化
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

若
者
が
産
む
子
供
の
数
を
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
再
生
産
年
齢
あ
る
い
は
近
々
再
生
産
年
齢
に
達
す
る

い
る
計
算
に
な
る
が

途
上
国
で
は
そ
の
割
合
が
二
•
三
人
に
一
人
で
あ
る
。

業
国
に
お
い
て
は
‘

労
働
人
口
四

一
人
が
学
齢
期
の
児
童
一
人
を
支
え
て

青
年
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る

み
な
ら
ず
心
理
面
で
の
援
助
も
与
え
る
こ
と
。

活
用
し
な
が
ら
適
切
な
手
段
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
に
財
政
面
の

家
族
の
き
ず
な
の
維
持
・
強
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に

な
が
ら
、

国
民
健
康
保
険
と
年
金
制
度
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

範
囲
や
給
付
金
を
拡
大
す
る
上
で
対
費
用
効
果
性
の
高
い
方
法
を
さ
が
し

高
齢
者
の
大
部
分
を
占
め
る
女
性
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
た
め
に
適
用

急
激
な
人
口
増
加
が
も
た
ら
し
た
も
の
の
一

面
で
他
の
年
齢
層
に
依
存
す
る
青
年
の
数
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
進
工

こ
れ
は
‘

途
上
国
に
お
け
る
経
済
活
動
人
口
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
り
、

経
済
的
な
遅
れ
と
不
十
分
な
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

少
女
の
法
的
、

社
会
的
、

人
口
と
家
庭
生
活
に
関
す
る
教
育
を
、

つ
に
、
社
会
・
経
済
福
祉
の

学
校
お
よ
び
社
会
教
育
の
カ
リ

た
雇
用
の
創
出
を
行
う
こ
と
。

退
職
年
齢
を
引
き
上
げ
、
特
別
な
再
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
含
め

全
体
的
な
社
会
・
経
済
開
発
を
基
に
し
た
長
期
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

各
国
の
実
情
に
そ
っ
て
高
齢
化
に
対
す
る
科
学
的
理
解
を
深
め
‘

高
齢
者
対
策
と
人
口
増
加
抑
制
政
策
と
の
協
力
を
試
み
る
こ
と
。

を
打
ち
出
す
こ
と
。

ま
た
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の
評
価
な
ど
各
段
階
で
、

地
城
社
会
の
指
導
者
や
地
元
の
信
頼
の
厚
い
人

サ
ー
ビ
ス
や
方
法
の
選
択
を
は
じ
め
、

器
具
の
引
渡
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
番
適
し
た
方
法
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
。

可
能
な
限
り
家
族
計
画
の
選
択
肢
を
提
供
し
、
カ
ッ
プ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ

や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
普
及
さ
せ
、

男
女
双
方
に
と
っ
て
利
用
し

こ
と
。
家
族
計
画
を
母
子
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
他
の
部
門
の
活
動
に
組
み
入
れ
る

以
下
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

重
要
性
は
一
層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
そ
の

て
も
人
口
抑
制
策
と
し
て
も
重
要
な
家
族
計
画
で
あ
る
が
、

現
在
あ
る
い
は

れ
ば
、
地
域
社
会
も
そ
の
恩
恵
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
る
。

健
康
対
策
と
し

一
九
九

0
年
代
に
生
ず
る
で
あ
ろ
う
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
上
で
、

活
も
改
善
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
成
功
す

向
上
し
、

生
活
環
境
も
よ
り
清
潔
で
安
全
な
も
の
と
な
り
、

家
族
全
体
の
生

隔
も
充
分
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幼
児
死
亡
率
が
下
が
り

出
産
を
遅
ら
せ
て
出
産
間

母
子
の
健
康
も

国
で
の
成
功
例
を
み
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
諸

人
口
増
加
を
抑
制
し
、

母
と
子
．
の
健
康
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
家
族
計

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
向
上
と
家
族
計
画
の
普
及

社
会
教
育
や
識
字
教
育
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
。

要
性
を
う
た
っ
た
情
報
・
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
す
る
こ
と
。

若
い
男
女
双
方
の
た
め
に
現
金
収
入
に
つ
な
が
る
活
動
を
増
や
す
こ
と
。

第
一
子
の
出
産
を
遅
ら
せ
、
第
二
子
と
の
間
に
間
隔
を
お
く
こ
と
の
重

キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
る
こ
と
。
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人
口
お
よ
び
人
口
関
連
問
題
に
対

に
、
主
要
問
題
や
政
策
提
言
な
ど
に
つ
い
て
、

政
府
関
係
者
や
非
政
府
組
織

国
全
体
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
優
先
事
項
な
ど
に
つ
い
て
同
意
を
得
る
た
め

は
、
宗
教
や
精
神
面
で
の
あ
ら
ゆ
る
指
導
者
の
協
力
を
求
め
る
。

ま
た
人
口
政
策
と
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
を
得
る
た
め
に

家
族
計
画
の
趣
旨
と
情
報
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
は

を
は
じ
め

こ
の
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
宜
言
を
支
援
す
る
た
め
に
、
法
的
な
措

経
済
的
、

文
化
的
地
位
の
向
上
を
目
ざ
す
手
段

政
府
と
国
民
を
つ
な
ぐ
役
割
を
強
化
す
る
た
め
に

一
層
の
努

人
口
と
開
発
の
相
互
関
係
に
対
す
る
認
識

ーヽ 本
大
会
は
‘

以
下
を
呼
び
か
け
る
。

最
大
限
の
努
力
を
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
と
供
給
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
面
で
の
質
を
高
く
保
っ
た
め

部
と
し
て
加
え
て
も
ら
う
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
村
レ
ベ
ル
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
一

ア
ジ
ア
議
員
は
、

議
貝
と
政
府
官
僚
と
国
民
の
、

と
理
解
を
深
め
‘

ヽ

介
と
し
て

力
を
す
る
。

女
性
の
法
的
、

ィ
ア
組
織
の
‘

‘
 

の
リ
ー
ダ
ー

人
々
の
ニ
ー
ズ
を
代
弁
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒

杜
会
的
、

罹
を
含
む
適
切
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
。

地
域
社
会
代
表
ら
の
間
で
公
式
・
非
公
式
の
話
し
合
い
を
行

な
え
る
よ
う
支
援
す
る
。

今
後
開
か
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
人
口
会
議
(
-
九
九
二
年
）

人
口
会
議
(
-
九
九
四
年
）
を
通
じ
て
、

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ

や
国
連
国
際

家
族
計
画
を
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
実
行
者
に
対
し
て
密
接
な

の
積
極
的
な
参
加
を
求
め
る
。
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地
方
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
出
を
減
ら
し
、
恵
ま
れ
な
い
都
市
居
住
者
の

公
費
で
ま
か
な
う
。

ム
を
は
じ
め
国
際
的
な
人
口
抑
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
財
政
支
援
増
を
目

を
め
ざ
し
て
、

国
の
人
口
政
策
と
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
を
‘

較
的
遅
れ
て
い
る
場
合
は
特
に
、
非
政
府
組
織
や
地
域
の
グ
ル
ー
プ
に
支
援

を
求
め
る
。

連
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
そ
の
恩
恵
を
こ
う
む
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
。

小
学
校
と
中
学
校
に
通
う
少
女
の
数
を
増
や
し
、

に
は
学
齢
期
の
少
女
全
貝
が
小
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
す
る
。

学
校
の
公
式
・
非
公
式
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、

避
妊
や
多
産
に
対
す
る
杜
会
文
化
的
な
考
え
方
の
変
化
‘

模
や
構
成
に
関
す
る
価
値
観
や
見
解
に
影
閻
を
及
ば
す
要
素
や
環
境
に
つ
い

て
の
研
究
を
‘

ま
た
家
族
の
規

人
口
教
育
を
加
え
る
。

西
暦
二

0
0

0
年
ま
で

あ
ら
ゆ
る
点
で
女
性
の
役
割
と
地
位
が
向
上
し
、
女
性
が
人
口
や
開
発
関

人
口
お
よ
び
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
さ
せ
る
段
階
で
、

普
及
が
比

体
的
な
行
動
へ
転
化
す
る
。

地
域
社
会
に
合
っ
た
具

図
る
。

"'ー

人
口
と
環
境
と
社
会
に
関
す
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
合
を

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
増
加
‘
資
源
の
活
用
、

経
済
お
よ
ぴ
社
会
開
発

す
る
政
治
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
一
層
強
化
す
る
。

国
の
開
発
の
優
先
事
項
と
と
も
に
、

人
口
政
策
と
人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

ざ
し
最
善
を
つ
く
す
。

途
上
国
の
人
口
間
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国
連
人
口
基
金
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
資
金
に
割
り
当
て
る
。

す
る
国
民
の
意
識
を
高
め
る
。

国
内
外
の
対
立
を
回
避
し
、

==  

2
、
各
国
政
府
は
、

よ
っ
て
軍
事
費
を
減
ら
し
、

そ
の
分
を
行
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
、
家
族
計
画
お
よ
び
人
口
に
関
連
し
た
諸
プ
ロ
グ
ラ
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体
系
化
す
る
。

め
の
戦
略
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。

を
調
整
し
、
援
助
諸
国
の
役
割
を
決
め
る
た
め
に
も
、
国
際
人
口
支
援
の
た

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
宜
言
に
謳
わ
れ
て
い
る
人
口
に
つ
い
て
の
目
標
を
達
成

々
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
、
特
に
地
域
社
会
レ
ベ
ル
を
中
心
に
あ
ら

ゆ
る
レ
ベ
ル
で
行
動
を
起
こ
す
際
に
は
‘
非
政
府
組
織
を
奨
励
し
て
そ
の
助

草
の
根
レ
ベ
ル
で
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
非

人
々
の
意
識
を
高
め
る
。

ア
ジ
ア
地
域
で
人
口
問
題
の
支
援
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
る
中
‘

口
基
金
を
は
じ
め
、
多
国
間
・
ニ
国
間
組
織
に
対
す
る
財
政
援
助
を
拡
充
す

家
族
計
画
の
生
物
医
学
‘

ヽ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

国
の
戦
略
を
補
足
・
補
完
し
、

人
口
お
よ
び
人
口
関
連
問
題
の
軍
要
性

プ
ロ
グ
ラ
ム
面
で
の

援
助
の
優
先
を
う
ま
く
決
定
し
、
各
過
程

人
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
監
視
と
評
価
手
続
き
を
、

強
化
し
、

に
お
け
る
協
力
態
勢
を
強
化
す
る
。

援
助
国
と
受
益
国
の
政
府
間
だ
け
で
な
く
、

援
助
諸
国
間
で
も
人
口
活
動

研
究
開
発
に
対
す
る
支
援
を
増
大
す
る
。

る。

国
連
人

5
、
国
際
社
会
は
、

人
口
関
連
活
動
を
肯
定
的
か
つ
建
設
的
に
取
り
上
げ
る
。

ヽ

に
対
し
て

社
会
と
経
済
の
開
発
に
お
け
る
、

人
口
と
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
積
極
的
な
参
加
を
奨
励
す
る
。

4
、
報
道
と
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
は
、

政
府
組
織
の
既
存
の
全
国
お
よ
び
地
方
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
。

け
を
借
り
る
。

家
族
計
画
や
小
家
族
制
の
採
用
や
、
生
活
の
質
を
高
め
る
開
発
活
動
に
人

3
、
非
政
府
組
織

す
る
た
め
に
努
力
す
る
。

生
活
水
準
を
上
げ
る
た
め
の
包
括
的
な
政
策
を
立
案
す
る
。
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平
和
な
将
来
が
来
る
こ
と
を
願
い
、
努
力
を
続
け
る
所
存
で
あ
る
。

功
に
尽
く
す
こ
と
を
宣
言
す
る
。

そ
し
て
人
類
全
体
に
と
っ
て
、

よ
り
よ
い

資
源
の
利
用
、

人
口
増
加
と
杜
会
経
済
開
発

ヽ

こ
.

J

 

こ
こ
人
口
増
加
を
普
及
さ
せ
、

母
子
を
は
じ
め
人
類
全
体
の
健
康
を
向
上
さ
せ
‘

都
市
化
と
人
口
流
入
問
題
と
を
解
決
し
、
高
齢
者

に
安
定
し
た
老
後
を
約
束
し
、
若
者
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
代
弁
し
‘

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
守
る
た
め
の
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
こ
と

を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
改
め
て
、

環
境
と

環
境
保
護
等
の
調
和
を
図
る
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
成

理
に
か
な
っ
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
‘
我
が
身
を
捧
げ
る
覚
悟
で
あ
る
。

よ
っ
て

の
配
慮
、

経
済
発
展
か
ら
成
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
を
め
ざ
し
て
、

た

立
法
者
と
し
て
、

国
民
の
代
表
と
し
て
、

人
口
抑
制

参
加
し
た
議
貝
は
‘

地
域
社
会
の
指
導
者
と
し
て
、

人
権
の
尊
重
、

社
会
の
発
展
‘

環
境
へ
ま
た

我
々
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
三
回
大
会
に

誓
い
の
言
葉

カ
の
拡
大
の
た
め
に
、
議
貝
間
や
そ
の
他
の
人
々
と
の
間
で
、
定
期
的
な
情

6 ヽ 情
報
の
移
転
を
促
進
す
る
。

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
は
、

各
地
域
に
お
け
る
人
口
と
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
、
質
の
向
上
と
影
響

報
と
知
識
の
交
換
を
図
る
。

途
上
国
に
対
し
‘
避
妊
具
と
家
族
計
画
に
関
す
る
科
学
的
知
識
と
技
術
的
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に
五

0
億
を
達
成
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

西
暦
―

1
0

な
か
で
も
、
ア
ジ
ア
の
人
口

向
と
い
う
ペ
ー
パ
ー
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
世
界
人
口
が
既
に
数
年
前

が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
日
本
の
人
日
間
題
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

御
列
席
の
皆
様
、

人
口
問
題
に
つ
い
て
お
話
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
す
の
も
、

世
界
の
人
口
増
加
率
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
今
の
人
口
増
加
率
は
‘

国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)

は
そ
の
他
の
諸
国
に
比
べ
て
、
非
常
に
急
速
に
増
加
し
続
け
て
お
り
、

が
一
九
九

0
年
の
冊
界
人
口
動

日
本
と
そ
れ
以
外
の
諸
国
で
は
だ
い
ぶ
差
｀
ヽ

と

し

し

日
本
の
新
し
い
人
口
問
題
に
つ
い
て
話
を
始
め
ま
す
前
に
‘

ま
ず
手
短
か
に
全

議
長
、

本
日
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
新
し
い
日
本
の

の
ペ
ー
パ
ー
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
私
が
石
井
先
生
の
代
わ
り
に
こ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

現
在
国
会
の
会
期
中
で
あ
り
、

石
井
先
生
は
残
念
な
が
ら
出

れ
は
、
実
は
日
本
国
外
務
政
務
次
官
の
石
井
一
―
―
先
生
の
準
備
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー

外

石

務 政 務 次 官

井 二

亘
国際人口問題議員懇談会

事務局次長

吉
E‘‘ー 水 嘉 与 子

こ
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界
で
も
最
も
長
舟
国
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

出
生
率
も
非
常

日
本
人
の
寿
命
は
ど
ん
ど
ん
伸
ぴ
て
き
て
、

現
在
冊

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

歳
へ
と
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
等
教
育
を
希
望
す
る
女
性
の
数

ま
た
‘

女
性
の
初
婚
年
齢
も
、

五
番
目
の
理
由
と
し
て
、

従
来
の
二
三
歳
、

そ
し
て
そ
の
結
果
、

ニ
四
歳
か
ら
二
五
歳

二
六

米
国
全
土
が
買
え
る
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
人
が
東
京
の
土
地
の
全
部
を
売
却
す
る
と
す
れ
ば

H
本
の
地
価
は
世
界
で
も
最
も
高
く
、

よ
く
皮
肉
っ
ぽ
く
オ
ー
バ
ー
に
言
わ
れ

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
働
い
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ヽ

め
に

や
は
り
収
入
源
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
人
々
は
そ
う
い
っ
た

四
番
目
の
原
因
と
し
て
は
、
高
い
生
活
水
準
を
維
持
し
、

ま
た

ー
と
‘

,
1
 

求
人
活
動
が
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

に
参
入
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

ま
た
‘

企
業
側
に
お
い
て
も
こ
の
女
性
の
受
け
入

―
一
番
目
に
は
‘

過
去
の
急
速
な
経
済
成
長
の
結
果
、
多
く
の
女
性
が
労
慟
市
場

で
す
。

た
と
え
結
婚
し
て
も
子
供
を
産
ま
な
い
夫
婦
が
増
え
て
き
て
い
る
の

二
番
目
に
‘

人
達
は
実
際
に
結
婚
を
好
ん
で
い
な
い
と
い
う
傾
向
で
す
。

の
個
人
主
義
的
な
人
生
観
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
五
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
の
人
口
は
、
全
世
界
人
口
の
半
分
以
上
、

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

全
て
の
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
冊
界
に
対
し
よ
り
大
き
い
責
任
を
担
っ
て
い

お
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

購
入
す
る
‘

こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

や
は
り
若
年
層

乳
児
死
亡
率
は
年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
出
生
率
も
低
下
し
て
き
て

多
く
の
若
年
層
の

や
は
り
結
婚
と
育
児
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
変
遷
と
い
う
こ
と
が

家
や
土
地
を

あ
る
い
は
非
常
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
教
育
費
を
払
う
と
い
う
た

｀

ヽ

で
は
こ
こ
て

世
界
か
ら
日
本
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

か
ら
は
し
た
が
っ
て

日
本
の

五
七
％
を
上
回

こ
の
世
界
的
な
人
口
増
加
率
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
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て
の
扶
養
人
口
負
担
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

が
日
本
で
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
若
年
層
に
対
し

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
極
端
な
例
で
す
が

こ
う
い
う
こ
と

合
計
二
八
人
が
こ
の
新
し
い
新
婚
夫
婦
に
全
く
依
存
す
る

歳
と
い
う
想
定
で
す
。

二
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
人
っ
子
の
家
族
で
す
。

そ
う
な
り
ま
す
と
‘

二
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
一
四
人
、

彼
ら
の
従
属
人
口
と

歳
な
い
し
は
六
六
歳
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
曾
梢
父
は
八
七
歳
、
あ
る
い
は
八
八

二
人
の
両
親
の
平
均
年
齢
は
四
四
歳
く
ら
い
で
す
。

ま
た

二
人
の
祖
母
は
六
五

と
も
ニ
―
―
歳
ぐ
ら
い
で
す
。

ま
た

で
は

こ

こ
で
ヽ

あ
る
結
婚
式
を
想
定
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

若
い
夫
婦
、

二
人

の
二

0

0
名
で
し
た
か
ら
、
非
常
に
顕
著
な
増
加
と
い
え
ま
す
。

在

1
0
0
歳
以
上
の
年
齢
層
が
三
五

0

0
人
い
ま
す
。

1
0
年
前
に
は
た
っ
た

お
り
ま
す
。

さ
ら
に

現

到
来
を
迎
え
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

六
五
歳
以
上
の
割
合
が
年
々
増
加
し
て

こ
の
よ
う
に
出
生
率
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
日
本
は
急
速
に
高
齢
化
社
会
の

事
実
が
発
覚
し
た
の
で
す
。

こ。f
 
も
い
ま
す
。

H
本
に
お
い
て
、

最
近
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
あ
り
ま
し

ま
た
、
全
く

f
供
を
作
ら
な
い
、
あ
る
い
は
出
産
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
夫
婦

日
本
の
夫
婦
が
外
国
の
代
理
母
を
要
請
し
て
子
供
を
産
ま
せ
て
い
る
と
い
う

1
0
0
歳
以
上
の
年
齢
層
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。

続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

将
来
的
に
は
一
人
っ
子
の
家
族
が
増
え
る
と
い
う

現
在
は

六
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
将
来
、

こ
の
低
下
傾
向
は
継

が
一
生
の
あ
い
だ
に
産
む
子
供
の
数
‘

つ
ま
り
合
計
特
殊
出
生
率
が
二
人
以
下
、

つ
に
ヽ

一
夫
婦
あ
た
り
の
子
供
の
数
が
低
下
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
人
の
女
性

れ
が
八

0
％
で
最
も
顕
著
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

既
に
言
及
し
ま
し
た
よ

ル
し
て
い
る
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が

ま
ず
コ
ン
ド
ー
ム
使
用
の
普
及
率
、

こ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
女
性
は
ど
の
よ
う
に
妊
娠
を
コ
ン
ト
ロ
ー

六
番
目
の
理
由
と
し
て
、
結
婚
し
て
い
る
夫
婦
の
間
で
避
妊
具
が
普
及
し
て
い

に
低
く
な
り
ま
し
た
し
、

ま
た
死
亡
率
も
低
下
し
て
お
り
ま
す
。
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と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ヽ

し
か
し

問
題
の
動
向
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
我
々
は
全
地
球
規
模
で
の
人
口
増
加
抑
制

日
本
の
ケ
ー
ス

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

ひ
と
つ
だ
け
追
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
の
人
口

題
の
神
髄
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

五

0
％
近
く
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
が
日
本
の
新
し
い
人
口
問

福
祉
負
担
は
‘

一
九
八
六
年
は
三
四
％
で
し
た
。

こ
れ
が
西
暦
二

0
二

0
年
に
は

ま
た
、
国
民
負
担
に
つ
い
て
で
す
。

日
本
の
国
民
所
得
に
対
す
る
税
負
担
及
び

す
。

現
在
ま
で
日
本
の
人
口
問
題
に
関
す
る
専
門
家
が
最
も
憂
慮
し
て
い
る
点
は
‘

こ
の
急
激
な
出
生
率
の
低
下
で
す
。

と
福
祉
に
恵
ま
れ
、

世
界
で
も
有
数
の
生
産
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
閥
づ

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
社
会
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
私
共
の
新
し
い
人
口
問
題
の
深
刻
さ
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

他
方
で
、
我
々
の
理
想
は
‘
何
百
万
人
も
の
高
齢
者
が
そ
の
老
後
の
生
活
を
健
康

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
成
長
を
維
持
し
て
い
け
る
の
か
と
。

で
し
ょ
う
か
。

日
本
経
済
は

継
続
し
て
続
い
て
い
け
ば

二
□
世
紀
の
日
本
の
将
来
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

こ
の
よ
う
な
出
生
率
の
低
下
が
こ
れ
か
ら
も

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

均
寿
命
を
享
受
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
先
進
国
の
中
で
も

H
本
が
最
も
高

先
進
国
で
も
最
も
高
い
比
率
で
あ
り
、
先
進
国
で
は
通
常
人
々
は
非
常
に
長
い
平

二

0
年
ま
で
に
日
本
の
そ
の
割
合
が
最
も
高
い
、

ニ
四
％
に
達
し
ま
す
。

こ
れ
は

ま
た
‘

総
人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
人
口
の
割
合
に
つ
い
て
は

西
暦
二

O

す。 源
と
し
て
の
消
費
税
に
対
し
て

一
大
政
治
論
争
が
昨
今
巻
き
起
こ
っ
た
次
第
で

現
在
、
社
会
福
祉
及
び
社
会
医
療
制
度
、

あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
財

れ
な
い
限
り
と
い
う
前
提
に
立
ち
ま
す
が
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
‘

日
本
で
は

ま
す
そ
の
労
働
意
識
を
高
く
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
政
府
に
よ
る
適
切
で
十
分
な
社
会
福
祉
と
医
療
政
策
が
提
供
さ

こ
の
よ
う
な
状
況
が
将
来
続
く
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
若
者
は
ま
す

-56 -



AFPPD 

第3回大会出席
日本国会議員団

（敬称略）

佐

桜

伊

東

消

高

〔団長〕

衆議院議貝

藤隆（自）

衆議院議貝

井新（自）

衆議院議貝

崩§ 忠、治（杜）

衆議院議貝

祥三（公）

参議院議貝

水嘉与子（自）

参議院議貝

桑栄松（公）

参議院議貝

治重信（民）

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

共
同
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
静
聴
あ

ま、
~
 

こ
れ
は
本
米
持
続
さ
れ
た
産
業
化
と
経
済
成
長
‘

そ
れ
ら
い
ろ
い
ろ
な
要
因

と
い
い
ま
す
の
は
‘

平
均
寿
命
が
長
く
な
れ

ま
す
。

累
こ
そ
‘

才

現
代
は
国
際
化
時
代
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
我
々
は
冊
界
に
対
し
て
我
々
が
ど
の

よ
う
に
し
て
一
国
と
し
て
貢
献
で
き
る
か
‘

の
問
題
に
貢
献
で
き
る
か
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
が
検

今
日
の
発
言
の
内
容
が
皆
様
の
今
後
の
ご
討
議
の
布
石
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り

ま
た
‘

象
を
見
る
国
々
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

を
と
っ
て
、

と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
済
的
、
ま
た
、
中
長
期
的
な
将
来
を
十
分
理
解
し
合
っ
て
、

討
論
す
べ
き
課
題

等
々
と
‘

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
我
々
は
お
互
い
の
国
の
政
治
的
、
社
会
的
、

産
業
の
国
際
化
、

経
済
的
な
調
整
・
統
合
、
渾
外
投
資

討
す
べ
ぎ
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

移
住
の
問
題
、

人
口
移
動
‘
国
際
化

あ
る
い
は
こ
の
地
域
全
体
と
し
て
こ

今
日
お
集
ま
り
の
諸
国
の
中
に
は
‘

に
よ
っ
て
か
も
し
出
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

海
外
労
働
力
の
受
入
れ

将
来
日
本
と
同
じ
よ
う
な
現

も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
よ
っ
て
杜

会
福
祉
や
医
療
制
度
の
向
上
も
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

我
々
は
世
界
人
類
の
平
和
‘
幸
福
‘
及
ぴ
繁
栄
の
為
め
に
一
堂
に
会
し
、

手
に
手

我
々
が
努
力
を
傾
注
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
私
は
堅
く
信
じ
て
い
ま
す
。

的
で
あ
る
人
口
増
加
率
抑
制
へ
の
努
力
が
損
な
わ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
目

も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
し
、
各
国
の
人
口
問
題
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
我
々
の
究
極
の
目 し
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準
会
員
国

イ

エ

メ

ン

西

サ

モ

ア

パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

モ

ン

ゴ

)レ

ラ

オ

ス

イ

―
フ
ク

キ
プ

ロ
ス

（
国
会
議
貝
七
名

そ
の
他
二
名

大

韓

民

国

ス
リ
ラ
ン
カ

／
 

‘、

i

ハグ
ーベ 朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
i

ト

ナ

ム
イ

）
 

ァ

フ
ィ
リ
ピ
ン

日

本

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

イ

ン

ド

中

国

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

正
会
員
国
（
国
会
議
貝
八
十
名

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

議

貝 計
九
名
）

ニ
八 四 五 七 六

1
0
 

議

貝

そ
の
他 五

1
0
 

そ
の
他

そ
の
他
一
―
―
十
四
名

i
 
―"'＂ 

―
四
名
）

ー
一
口
早
闘
曰
目
臣
-
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正
式
参
加
者
計

一
六
一
名
（
議
貝
八
十
七
名
専
門
家
•
関
係
機
関
等
七
十
四
名
）

参

加

国

数

専

門

家

計

二
名

但
し
前
述
随
行
十
名
を
含
む

A
P
D
A
 （
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
）

(+） 

I
O
M
 

口

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル

口（四）

I
P
P
F
 

G
C
P
P
D
 

（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）

J
O
I
C
F
P
 （
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
）

（
国
際
人
口
移
動
機
関
）

二
十
一
ヵ
国

~ 

（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
議
貝
委
貝
会
）

非
政
府
機
関

E
S
C
A
P
 

（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

U
N
H
C
R
 

計
二
十
一
名

口

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）

ロ

F
A
0
 

ロ

（
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
）

ロ

W
H
o
 

口

I
L
o
 （
国
際
労
働
機
関
）

（
世
界
保
健
機
構
）

ロ

U
N
F
P
A
 

国
連
機
関

（
国
連
人
口
基
金
）

計
十
四
名

（
五
）
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プレマダーサ大統領表敬訪問

し
た
。

他
事
務
局
・
随
行
六
名
が
同
行

代
子
・
参
議
院
議
貝
の
七
名
、

安
正
・
参
議
院
議
貝
、

肥
田
美

代
由
紀
男
・
参
議
院
議
貝
、
高

桑
栄
松
・
参
議
院
議
貝
、
鹿
熊

平
成
二
年
八
月
二
六
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、

国際人口問題議員懇談会か

「スリランカ人口•開発事情」

を視察

国
際
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
人
口
•
開
発
事
情
議
貝

視
察
」
が
行
わ
れ
た
。
参
加
議
貝
は
、
井
上
普
方
・
衆
議
院
議
貝
（
団
長
）
、
桜
井

新
・
衆
議
院
議
貝
（
団
長
代
理
）
、
三
治
重
信
・
参
議
院
議
貝
（
副
団
長
）
、
田

ス
リ
ラ
ン
カ
は
‘

国
土
面
積

六
五
、
六

0

0
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
（
北
海
道
の
約
八
割
の
面

積
）
人
口
約
一
、
七
二

0
万

人

の
島
国
で
あ
る
。

視
察
に
先
立
ち
、
新
田
大
使

よ
り
ス
リ
ラ
ン
カ
の
多
言
語
、

®スリランカ人口•開発議連メンパーとの懇談
Rマラムラ村にての歓迎会
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の
年
間
予
算
は
七
五
万
ド
ル
に
す
ぎ
ず
、

現
在
の
ま
ま
で
は
そ
の
差
を
埋
め
る
た

そ
の
た
め

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

い
こ
と

ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
人
口
問
題
を
重
要
施
策
の
一

（
成
人
識
字
率
、

現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
避
妊
実
行
率
は
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
多
く
の
先
進
諸

国
の
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
努
力
中
で
あ
る
が
、

男
九

・
ニ
％
、

女
八
ニ
・
七
％
、

一
九
八
五
年
）

が

人
口
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
、

識
字
率
の
高
い
こ
と
、
特
に
女
性
の
識
字
率
の
高

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
人
口
問
題
の
必
要
性
を
充
分
に
理
解
し
て
い
る
。

徐
々
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

国
民
の
大
多
数
が
家
族
の
数
が
少
な
い
方
が
い
い

つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

題
の
解
決
は
で
き
ず
、

経
済
発
展
も
望
め
な
い
。

し
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
人
口
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
他
の
種
々
の
問

ア
ト
ウ
ラ
ト
ム
ダ
リ
教
育
・
高
等
教
育
大
臣
と
の
懇
談
。

の
重
要
性
を
早
く
か
ら
認
識
し
、
最
も
早
く
人
口
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
を
評
価

「
日
本
が
人
口
問
題

懇
談
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

画
実
施
省
統
計
局
、

U
N
F
P
A
 

察
を
行
っ
た
。

（
国
連
人
口
基
金
）

そ
の
間
を
ぬ

年
海
外
協
力
隊
、
国
際
協
力
事
業
団
の
派
遣
貝
の
方
々
と
の
懇
談
‘

っ
て
寺
院
等
文
化
的
遺
産
に
も
ふ
れ
、
三
一
日
ま
で
五
日
間
に
わ
た
り
精
力
的
に
視

ス
リ
ラ
ン
カ
・
モ
ル
ジ
ブ
担
当
事
務
所
長
、
青

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
に
あ
る
植
物
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
等
の
視
察

ハ
セ
・
ガ
ン
ガ
ー

保
健
・
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
保
健
婦
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

政
策
計

ス
リ
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
総
合
病
院
、
国
会
議
事
堂
‘

ヘ
ー
ラ
ッ
ト
外
務
大
臣
等
へ
の
表
敬
訪
間
、

ス
リ
ラ
ン
カ
家
族
計
画
協
会
、

母
子

•
プ
レ
マ
ダ
ー
サ
大
統
領
、

ト
ゥ
ン
ガ
首
相
、

レ
ヌ
カ
・

ヘ
ー
ラ
ッ
ト
保
健
・
女
性
間
題
大
臣
、

ハ
ロ
ル
ド

ナ
シ
ン
ハ

デ
ィ
ン
ギ
リ
・
バ
ン
ダ
ー
・
ウ
ィ
ジ
ェ
ー

リ
ト
・
ア
ト
ウ
ラ
ト
ム
ダ
リ
教
育
・
高
等
教
育
大
臣
と
の
懇
談
を
は
じ
め
、

こ
の
後
一
行
は
‘
ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
議
貝
連
盟
の
会
長
で
も
あ
る
、

抗
争
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
。

多
宗
教
、
多
民
族
と
い
う
複
雑
な
国
情
、

数
々
の
侵
略
の
歴
史
、

―フ ―フ

北
部
で
の
民
族
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U
N
F
P
A
の
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
。

途
上
国
中
で
は
比
較
的
実

P

A
の
活
動
が
で
き
な
い
と
の
謝
辞
が
あ
り
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
家
族
計
画
の
歴
史

妊
器
具
の
サ
ー
ビ
ス
・
販
売
、

人
口
教
育
の
充
実
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

ガ
ン
ガ
ー

U
N
F
P
A
事
務
所
長
と
の
懇
談
。

日
本
の
援
助
無
し
で
は

U
N
F

意
味
を
植
え
付
け
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
い
る
。

大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の
他
に
若
い
世
代
に
向
け
て
人
口
問
題
の
持
つ

族
計
画
の
必
要
性
や
保
健
衛
生
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
教
育
活
動
で

ア
で
全
国
二

0
0
0
余
り
の
村
の
各
家
庭
に
個
別
訪
問
を
行
い
、

母
親
に
直
接
家

な
ど
に
関
す
る
教
育
を
受
け
た
一
八
ー
ニ
五
歳
位
の
女
性
た
ち
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

家
族
計
画
・
母
子
保
健 特

し
て
い
る
た
め
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

主
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
営
‘
避

ス
リ
ラ
ン
カ
家
族
計
画
協
会
は
‘

政
府
が
積
極
的
に
人
口
間
題
の
解
決
を
推
進

動
内
容
、

活
動
の
成
果
等
の
説
明
が
あ
る
。

ダ
カ
事
務
局
長
よ
り

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
家
族
計
画
の
歴
史
、

活

が
最
大
の
拠
出
国
で
あ
り
、
そ
の
多
大
な
援
助
•
協
力
に
つ
い
て
感
謝
を
受
け
る
。

拶
と
各
国
の

I
P
P
F

（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）

へ
の
拠
出
・
協
力
の
中
で
日
本

ス
リ
ラ
ン
カ
家
族
計
画
協
会
を
訪
問
。

ウ
ィ
ジ
ェ
ナ
タ
ン
会
長
よ
り
歓
迎
の
挨

は
発
展
し
な
い
。

今
後
大
い
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。
」

題
に
関
し
て
は
超
党
派
間
で
意
見
の
相
違
は
な
い
。

政
治
的
安
定
が
な
け
れ
ば
国

る
こ
と
が
あ
り
、

「
国
会
に
代
表
を
お
く
れ
な
い
人
種
が
暴
走
す

民
族
間
問
題
の
解
決
は
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
人
口
問

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
と
質
問
。

ら
選
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
各
民
族
間
の
代
表
に
よ
っ
て
納
得
の
い
く
討
議

桜
井
議
貝
が
国
の
発
展
の
た
め
に
は
国
政
の
安
定
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

多
宗
教
‘

多
民
族
、
多
言
語
と
い
う
国
情
の
中
で
国
会
議
貝
は
あ
ら
ゆ
る
人
種
か

功
例
と
し
て
世
界
的
に
有
効
な
経
験
と
し
て
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

リ
ラ
ン
カ
と
い
う
、
多
言
語
、
多
宗
教
、
多
民
族
と
い
う
問
題
の
多
い
国
家
の
成

を
得
て
先
進
国
並
み
の
安
定
し
た
数
字
を
達
成
し
た
い
。

そ
し
て
そ
の
成
果
は
ス

め
に
は
約
三
五
年
を
要
す
る
。

な
ん
と
か
こ
れ
か
ら
十
年
間
で
適
切
な
国
際
協
力
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ラ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
村
に
あ
る
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
。

二
、
二

0

0
人
の
村
民
全
貝
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
い
う
ア
ン
バ

高
め
、 環
境
衛
生
に
対
す
る
認
識
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
住
民
の
保
健

ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

と
の
協
力
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

リ
ラ
ン
カ
保
健
・
婦
人
問
題
省

（
財
）

か
ら

U
N
F
P
A
、

I
P
P
F
 

こ
の
地
区
で
は
一
九
八
一
年

察。

村の子供達に囲まれて（アンバランドゥーラ村にて）

左より 桜井議員、肥田議員、鹿熊議員

パ
ナ
ド
ウ
ラ
地
区
（
コ
ロ
ン
ボ
よ
り
南
に
バ
ス
で
一
時
間
）

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

れ
る
が
、
中
絶
は
合
法
で
は
な
く
、
非
合
法
の
中
絶
が
増
加
し
て
お
り
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、

宗
教
的
な
問
題
な
ど
が
か
ら
み
政
治
的
動
き
は
今
の
と
こ
ろ
な
い

栄
養
•
寄
生
虫
予
防
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
視

の
資
金
援
助
で
日
本
の

家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
と
ス

生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
現
在
国
内
八
ヵ
所
で
行
わ
れ
て
い
る
内
の
一

ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開
発
議
貝
連
盟
副
会
長
の
ネ
ー
ヴ
ィ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

議
貝
の
案
内
で
、

で
の
家
族
計
画
・

つ
で
あ
る
。

こ
の
村
で
は
一
九
八

0
年
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、

家
族
計
画
実

高
桑
議
貝
の
中
絶
に
つ
い
て
の
質
間
に
‘

母
体
に
危
険
が
あ
る
場
合
の
み
行
わ

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

手
術
に
対
す
る
報
酬

（
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
五

0

0
ル
ピ
ー
支
払
わ
れ
る
）

の
是
非

ン
グ
が
で
き
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と

政
情
不
安
に
よ
り
、

績
が
上
っ
て
い
る
。

優
秀
な
医
者
の
海
外
流
出
の
問
題
、
不
妊

現
在

U
N
F
P
A
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
活
動
や
ト
レ
ー
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改
善
し
て
い
く
た
め
、
政
府
は
衛
生
予
防

大
き
い
。

増
加
率
は

三
八
％
で
あ
る
が
、
農
村
部
の
人
口
増
加
が
多
く

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

ム
の
改
善
‘

人
ロ
セ
ン
サ
ス
・
人
口
動
態
統
計
、
保
健
医
療
統
計
等
の
制
度
向
上

成
、
人
口
統
計
デ
ー
タ
ー
バ
ン

スリランカ政策計画実施省統計局訪問

り
、
統
計
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作

て
か
ら
の
こ
と
で
、

そ
れ
に
よ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ

よ
う
に
な
っ
た
の
は
‘

一
九
八

う
な
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
る

七
年
十
一
月
に
日
本
の
援
助
で

ク
の
構
築
‘

人
口
動
態
シ
ス
テ

目
下
一
九
九
一
年
の
国
勢
調
壺
実
施

に
向
け
日
本
の
技
術
指
導
に
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
中
で
あ
っ
た
。

ヘ
ー
ラ
ッ
ト
保
健
・
婦
人
問
題
大
臣
と
の
懇
談
~
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
口

ま
た
国
民
の
三

0
％
が
十
分
な
栄
養
が
と
れ
な
い
状
況
に
あ
り
こ
れ
を

上
下
水
道
の
整
備
‘

経
済
格
差
も

生
活
水
準
の
向

壺
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
よ

ン
カ
で
は
十
年
に
一
度
国
勢
調

ム
の
説
明
を
受
け
る
。

ス
リ
ラ

助
に
よ
る
人
口
情
報
プ
ロ
グ
ラ

コ
ラ
ル
局
長
よ
り
日
本
の
援

コ
ロ
ン
ボ
に
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
政
策
計
画
実
施
省
統
計
局
訪
問
。

の
挨
拶
を
受
け
る
。

果
を
上
げ
て
い
る
。

施
率
が
設
立
当
時
二
八
％
で
あ
っ
た
の
が
一
九
八
九
年
に
は
六
七
•
七
％
に
‘

イ
レ
の
普
及
率
が
現
在
六

0
%
（
ス
リ
ラ
ン
カ
全
土
で
は
四

0
%）

と
大
き
な
効

保
健
婦
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
の
女
性
達
に
迎
え

ら
れ
、
案
内
役
の
ジ
ョ
ー
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
保
健
・
婦
人
問
題
省
次
官
よ
り
、
本

年
は
日
本
の
援
助
が
始
ま
っ
て
十
年
目
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
と
の
歓
迎 卜
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スリ・ジャヤワルダナプラ総合病院訪問

大
統
領
は
‘

両
国
は
仏
教
な

賠
償
請
求
を
破
棄
さ
れ
た
こ
と

を
取
る
べ
き
で
は
な
い
と
対
日

大
蔵
大
臣
が
日
本
よ
り
賠
償
金

で
、
当
時
の
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ

ナ
プ
ラ
総
合
病
院
を
訪
問
。

プ
レ
マ
ダ
ー
サ
大
統
領
を
表
敬
゜

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
講
和
会
議

へ
の
感
謝
の
挨
拶
を
行
な
っ
た
。

井
上
団
長
が
大
戦
後
の
サ
ン

コ
ロ
ン
ボ
市
の
大
統
領
府
で

成
し
た
ス
リ
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ

援
助

に
よ
り
完

は
か
に
、
国
会
議
事
堂
の
近
く
に
あ
る
一
九
八
三
年
九
月
、
日
本
の
無
償
資
金

会
議
場
に
同
時
通
訳
の
装
罹
か
あ
っ
た
。

の
成
果
で
あ
る
と
思
う
。

脱
水
症
状
‘

コ
ロ
ン
ボ
市
南
東
約
一

0
キ
ロ
に
あ
る
、
新
首
都
ス
リ
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ

ア
ト
ウ
ラ
ト
ム
ダ
リ
教
育
•
高
等
教
育
大
臣
を
は
じ
め
ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
•
開

国
会
内
を
見
学
。

議
会
会
議
は
公
用
語
で
あ
る
シ
ン
ハ
リ
語
と
タ
ミ
ー
ル
語
を
使
用
す
る
た
め
、

（
八
五
億
円
）

な
ど
に
つ
い
て
懇
談
の
後

発
議
貝
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
の
出
迎
え
を
受
け
‘
双
方
の
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
と
活
動

ラ
・
コ
ッ
テ
に
あ
る
国
会
議
事
堂
を
訪
問
。

亡
率
が
こ
こ
十
年
で
急
に
下
が
っ
て
お
り

こ
れ
は
国
民
一
体
に
な
っ
て
の
努
力

乳
児
死
亡
の
原
因
は
下
痢

消
化
器
官
の
病
気
が
多
い
。

母
親
の
死

で
三
四
パ
ー
ミ
ル
で
あ
っ
た
の
が

一
九
八
八
年
で
は
一
九
パ
ー
ミ
ル
と
な
っ
た
。

高
桑
議
貝
の
乳
児
死
亡
に
つ
い
て
の
質
問
に

「
乳
児
死
亡
率
が
一
九
八

0
年

て
貧
困
撲
滅
運
動
を
推
進
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
る
。

上

栄
養
改
善
、

母
子
栄
養
改
善
な
ど
を
含
む
経
済
杜
会
開
発
計
画
の
一
環
と
し
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日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
専
門
家
の
方
々
の
活
躍
と
長
い
間
の

と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

予
想
以
上
の
歓
迎
を
受
け
た
。

人
的

各
訪
問
先
で
は
‘
今
回
の
視
察
の
目
的
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
人
口
問
題
で
あ

の
情
報
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。

そ

し
、
増
殖
特
性
評
価
を
行
い
、

在
は
‘
植
物
遣
伝
資
源
を
収
集

す
る
野
生
種
•
在
来
種
な
ど
の

遺
伝
資
源
を
収
集
・
保
存
、
増

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

種
子
‘

栄
養
体
を
貯
蔵
し
、

国
際
協
力
事
業
団
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
四
人
の
専
門
家
の
方
々
の
案
内
で
、

稲
の
原
種
の
栽
培
室
や
貯
蔵
室
な
ど
広
大
な
敷
地
内
を
見
学
す
る
。

る
こ
と
を
高
く
評
価
さ
れ
、

各
機
関
で
、

割
の
重
要
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
訪
間
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
‘

世
界

各
国
の
人
口
•
開
発
議
貝
グ
ル
ー
プ
が
も
っ
と
積
極
的
な
行
動
を
行
っ
て
ほ
し
い

地
道
な
努
力
が
目
に
見
え
る
成
果
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
様
子
に
接
し
、

な
援
助
•
協
力
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
日
本
が
果
た
す
国
際
協
力
の
役

（
桜
井
久
美
子
）

現

等
に
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を

殖
・
評
価
し
、
新
品
種
の
開
発

ス
リ
ラ
ン
カ
に
古
く
か
ら
分
布

気
候
•
高
度
差
の
変
化
に
富
む

年
に
三
月
に
完
成
し
た
。

同
セ

熱心に質問する 左から三治議員、高桑議員、

一人おいて田代議員

（植物遺伝資源センターにて）

植
物
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー

（
在
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
）
訪
問

ど
の
類
似
の
文
化
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る

一
九
八
九

サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
条
約
に
つ
い
て
も
今
は
そ
れ
以
上
に
日
本
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に
対
し
最
善
の

方
法
で
援
助
を
戴
い
て
お
り
、
国
民
も
日
本
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

植
物
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
は
、
我
が
国
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
り
、
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足
農
業
が
主
体
で
あ
っ
た
。

こ
の
国
の
主
要
産
業
で
あ
る

農
業
は

G
D
P
の
五
七
・
ニ
％
を
占
め
る
。
そ
の
農
業
形
態
は
伝
統
的
な
準
自
給
自

近
年
の
灌
漑
開
発
、

加
に
伴
う
農
業
生
産
の
拡
大
が
進
み
、
従
前
の
農
業
形
態
に
変
化
が
生
じ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ヽ

し
か
し

本
資
料
で
は
一
九
六
七
ー
一
九
八
六
年
の
二

0
年
間
に
わ
た
る

農
業
統
計
資
料
に
基
づ
き
ネ
パ
ー
ル
国
土
を
三
つ
の
地
形
区
分
、
お
よ
び
地
形
区
分

と
開
発
区
分
の
組
合
せ
に
よ
る
一
五
地
域
で
の
主
要
九
品
目
の
農
産
物
に
つ
い
て

農
業
生
産
の
推
移
を
比
較
検
討
し
、

ネ
パ
ー
ル
国
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
生
産

せ
国
土
は
一
五
地
域
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の

日
本
大
学
農
獣
医
学
部
専
任
講
師

ネ
パ
ー
ル
国
は
北
緯
二
六
度
二
二
分
ー
三

0
度
二
七
分
、
東
経
八

0
度
四
分
ー

八
八
度
―
二
分
に
位
置
し
、
南
北
一
九

0
k
m
、
東
西
八
九

0
k
m
、
国
土
面
積
―
四

一
八
一
畑
の
国
で
あ
る
。
標
高
は
狭
い
地
域
に
標
高
六

0
ー
八
、

0
0
0

m
を
越
え
る
エ
ベ
レ
ス
ト
山
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
屋
根
が
存
在
す
る
。

結
果
、
気
候
区
分
は
南
か
ら
北
に
向
け
温
潤
亜
熱
帯
‘
温
潤
温
帯
、
半
乾
燥
温
帯

を
経
て
乾
燥
温
帯
へ
と
推
移
す
る
。
こ
れ
ら
気
候
お
よ
び
地
理
的
自
然
条
件
よ
り

東
西
に
帯
状
に
山
岳
、

れ
る
。

丘
陵
地
帯
お
よ
び
テ
ラ
イ
平
野
地
帯
の
三
地
帯
に
区
分
さ

さ
ら
に
縦
割
の
開
発
区
分
に
よ
り
極
西
部
、

よ
び
東
部
開
発
地
区
に
分
割
さ
れ
、

中
西
部
、

こ
れ
ら
地
理
区
分
‘

西
部
、
中
央
部
お

開
発
区
分
を
組
み
合
わ

農
地
開
発
、

隅

田

裕

明

人
口
増

万
七
、 ＼
 
-鵠讀liltー

人
日
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Year 

1986/87 
1985/86 
1984/85 
1983/84 
1982/83 
1951/62 
1980/81 
1979/80 
1978/79 
1977/78 
1976/77 
1975/76 
1974/75 
1973/74 
1972/73 
' 
1971/72 
1970/71 
1969/70 
1968/69 
1967/68 

ゞ
ヽ

て
い
た
カ

位
収
量
に
関
し
て
は
曲
線
回
帰
を
行
い
、

I
二

0
年
間
の
農
業
生
産
の
推
移

れ
の
作
付
面
積
、

の
推
移
、

面
積
割
合
‘

。
1000 2000 3000 

Xl,000 ha 

●

國

圃

コメ

メイズ

ミレット

切

□

國

図1-1

コムギ

オオムギ

ジャガイモ

目サトウキビ

固油種

四タバコ

主要作物作付面積の推移

収
量
お
よ
び
単
位
収
量
を
図
示
し
た
。

単
位
収
量
曲
線
を
示
し
た
。

作
付
面
積
は
一
几
六
七
年

1
一
九
七
九
年
ま
で
徐
々
に
増
加
す
る
傾
向
を
示
し

一
九
八

0
ー
一
九
八
七
年
に
か
け
高
い
増
加
割
合
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
‘

単

全
国
的
な
農
業
生
産
状
況
を
把
握
す
る
た
め
九
品
目
の
作
物
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

今
後
の
農
業
生
産
予
測
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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ヽ
こ
。

て
し

f

メ
イ
ズ

コ
ム
ギ
お
よ
び
オ
オ
ム
ギ
は
緩
や
か
な
経
年
的
減
少
傾
向
を

水
稲
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
は
ぼ
一
定
傾
向
を
示
し
、
他
の
作
物
は
減
収
傾
向
を
示
し

合
は
作
付
面
積
の
急
激
な
増
加
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

作
物
の
総
収
贔
は
経
年
的
に
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
‘
単
位
収
最
の
経

年
変
化
を
九
作
物
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
作
物
は
サ
ト

ゥ
共
ビ
‘
ミ
レ
ッ
ト
だ
け
で
あ
り
、
特
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
増
収
が
き
わ
だ
っ
て
い
た
。

そ
の
増
加
割

墾
さ
れ
た
土
地
で
は
キ
ビ
、
メ
イ
ズ
の
生
産
が
増
加
し
た
。

稲
に
関
し
て
は
二

0
年
間
で
若
干
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
‘

新
た
に
開

る。

ま
た
‘

総
作
付
面
積
は
近
年
、
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
主
食
作
物
で
あ
る
水

こ

れ

は

ミ

レ

ッ

ト

、

メ

イ

ズ

の

作

付

面

積

の

増

加

が

大

き

な

要

因

と

な

っ

て

い

Year 

1986/87 
1985/86 
1984/85 
1983/84 
1982/83 
1901/82 
1980/81 
1979/80 
1978179 
1977178 
1976177 
1975176 
1974175 
1973174 
1972173 
1971172 
1970/71 
1969170 
1968/69 
1967/68 

•
麗
置

。
コメ

メイズ

ミレット

1000 2000 

切

D
圃

図1-2

3000 

コムギ

オオムギ

ジャガイモ

4000 5000 

目サトウキビ

目袖種

B タバコ

6000 

Xl,000 ton 

主要作物収星の推移
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loo/t,a 

25 

tooth, 

30 

1.0 ． ． 

.゚567 69 71 73 75 77 79 81 83 

Paddy ● Maize• HIiiel 
コI Iイズ ミレット

．
 い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

85 87 Veぶ

o Wheal 
コムギ

量
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て

管
理
が
重
要
な
作
物
の
収

行
わ
れ
な
い
結
果
、
肥
培

20 

10 

•• •— ． 
． ． 

｀
 

loo/ha 
1.2 

．
 

• • • I I• • ,_. .• 璽

゜67 

肥
培
、

図2

種
子
管
理
が
十
分

69 

面
積
は
増
加
し
た
も
の
の

71 73 75 77 

● Sugaccaoe 

サトウキピ

79 81 83 85 87 

• Pot,to 
ジャガイモ

主要作物の単位収量の推移

な
農
地
拡
大
に
よ
り
作
付

の
人
口
増
加
に
伴
う
急
激

％
と
極
め
て
低
く
、

近

年

平
均
値
の
約
五

0
ー
六
〇

と
単
位
収
量
は
ア
ジ
ア
の

1.0 

．
 

0.8 

06 

Yeac 
0.4 
67 69 71 73 

● Bacely 

オオムギ

の
平
均
単
位
収
量
は
下
の

九
品
目
に
関
す
る
ア
ジ
ア

作
付
面
積
の

る
一
九
七
九

I
八
一
年
の

表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
結
果
と
比
較
す
る

75 77 79 81 83 85 87 

● Oilseed• T,bac, 
油積 クパコ

F
A
0
食
料
統
計
に
よ

る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

拡
大
に
と
も
な
い
減
少
す

加
し
た
後
、

油
種
、

タ
バ
コ
は
一
時
増

Year 

ホ
し
て
い
る
の
に
対
し
、

アジアの平均単位収量(1979-81) ton/ ha 

コメ

2.80 

メイズ

2.59 

ミレット

2.29 

コムギ

2.28 

サトウキビ

50.69 

ジャガイモ

12.0 

オオムギ

1.50 

油種

0.69 

タバコ

1.26 
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た
が

そ
の
後
二
万
h
a
前
後
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。

山
岳
地
帯
の
作
付
面
積
は

地
帯
で
は
一
九
七
七
年
ー
一
九
八
三
年
ま
で
経
年
的
に
作
付
面
積
は
増
加
し
て
い

に
最
も
減
少
し
て
い
る
が
、

は
ぼ
一

0
万
h
a
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

一
方
丘
陵

培
は
テ
ラ
イ
地
帯
に
依
存
し
て
い
る
。

作
付
面
積
は
テ
ラ
イ
地
帯
で
一
九
八
三
年

地
理
区
分
に
よ
る
生
産
量
、

作
付
面
積
は
テ
ラ
イ
地
帯
が
最
も
高
く
水
稲
の
栽

（
極
西
部
、

位
収
量
の
推
移
を
図
示
し
、

山
岳
、
丘
陵
お
よ
ぴ
テ
ラ
イ
地
帯
の
タ
パ
コ

作
付
面
積
、
収
量
お
よ
ぴ
単
位
収
量
の
推
移

i

山
岳
地
帯

[
丘
陵
地
帯

~
テ
ラ
イ
地
帯

12 ”加
IO 

8,0 

6.0 

4.0 

2.0 

67 69 

30万'"" 

20 

IO 

-----へたふ'-~

71 73 75 77 79 81 83 85 87 

—ヘパヘ｀
←少。ぷ←炉戸吟

67 

loo/ha 
3.0 

25 

2.0 

1.5 

69 71 73 75 77 

1.0 
67 69 71 73 75 77 

79 

79 

81 

81 

83 

63 

85 

85 

87 

87 

Yea, 

Vea, 

Yeac 

図
3

(1) 

コ

メ

各
区
分
に
お
け
る
作
物
生
産
を
比
較
検
討
し
た
。

い
て

中
西
部
、

西
部
、

"‘
 
中
音

東
部
）

陵‘

テ
ラ
イ
）

お
よ
び
地
理
区
分
と
開
発
区
分
を
組
み
合
わ
せ
た
一
五
区
域
に
つ

各
作
物
別
の
収
最

作
付
面
積
、

二

0
年
間
の
作
付
面
積
と
単

単
位
収
量
に
関
し
て
地
理
区
分

II
作
物
別
生
産
の
推
移

（
山
岳
‘
丘
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起
因
す
る
も

い
こ
と
等
に

理
が
十
分
行

ha 

200000 

150000 

100000 

50000 

わ
れ
て
い
な

子、

肥
培
管

よ
る
地
力
低

下
お
よ
び
種

土
の
流
亡
に

の
拡
大
、

表

な
水
田
面
積

゜0''''''''''''''' 
67 6Q 71 73 75 77 79 81 83 85 87 

o FacW祖• MlddleWesl 
一饉 West ~Coale, ~Eo,t 

Ym  

...... "'缶o I , , , , , , , , 
67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 

● facWesl ● Middle West 
u Wesl -—◇一 Cenlec -o- East 

Yea, 

loo/ha 

3.5 

〇．,' 
2.5 

20 

1.5 

1.0 

0.5 

り.0
67 69 71 

図5

73 75 77 79 81 83 85 87 Veac 

丘陵地帯の開発地域別

コメ生産量の推移

に
よ
る
無
理

ら
人
口
増
加

ha 

15000 

12500 

10000 

7500 

5000 

2500 

too/ha 

3 

2
 

、上

い
る
こ
と
カ

が
減
少
し
て

い
単
位
収
量

の
増
加
に
伴

は
作
付
面
積

ヽ

し
く

こ
れ

の
減
少
が
著

゜67 69 71 73 75 77 
図4

79 81 83 85 87 

山岳地帯の開発地域別

コメ生産量の推移
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七
七
年
以
降

Year 

帯
と
も
は
ぼ
同
様
な
単
位
収
景
を
示
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
丘
陵
地
帯
で
の

一
九

山
岳
地
帯
で
の
単
位
収
屈
は
減
少
し
、

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
増
加
し
た
結
果
、
各
地

鼠
性
は
低
い
が
、

生
産
景
は
需
要
を
上
回
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

そ
の
後
丘
陵
‘

は
単
位
収
量
は
高
い
が
、

生
産
需
要
を
満
た
し
て
い
な
い
。

一
方
テ
ラ
イ
で
は
収

順
を
示
し
て
い
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
の
水
稲
生
産
様
式
を
達
観
す
る
と
丘
陵
地
帯
で

単
位
収
量
で
は
一
九
七
八
年
ま
で
は
丘
陵
地
帯
＞
山
岳
地
帯

V
テ
ラ
イ
地
帯
の

に
は
は
ぼ
三
万

ha
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
地
帯
に
比
べ
極
め
て
低
い
が

経
年
的
に
若
干
増
加
し

一
九
八
六
年



に
比
べ
極
め
て
低
か
っ
た
。

一
九
七
八
年
以
降
は
各
地
域
と
も
単
位
収
量
は
経
年

こ。f
 
ま
た
‘

東
部
地
域
で
は

・ニ
i
-

•
五
t
/
h
a
で
推
移
し
‘

他
の
四
地
域

t
/
h
a前
後
を
示
し
た
の
に
対
し
、
中
部
地
域
二
•
五

t
/
h
a以
上
を
示
し
て
い

て
い
る
。

単
位
収
量
は
七
八
年
ま
で
は
中
西
部
、
西
部
お
よ
び
極
西
部
は

他
の
二
地
域
に
比
べ
高
く
‘

丘
陵
地
帯
の
人
口
分
布
割
合
が
高
い
こ
と
と
対
応
し

し
て
い
る
も
の
の

東
部
、
中
部
お
よ
び
西
部
地
域
で
増
加
率
が
七
七
年
以
降

丘
陵
地
帯
の
作
付
面
積
は
中
部
地
域
で
七
七
ー
八
三
年
に
か
け
て
高
い
値
を
示

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

示
し
、

作
付
面
積
も
こ
れ
と
対
応
し
て
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
単
位
収
量
は

産
に
も
影
靱
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
他
四
地
域
で
は
一
ー
ニ
％
の
増
加
率
を

と と
も
一
九
七
四
年
以
降
‘

こ
れ
ら
の
結
果
と
一
九
七
一

I
八
一
年
の
一

0
年
間
の
人
口
増
加
率
と
対
比
す
る

西
部
地
域
で
は
人
口
減
少
が
起
こ
っ
て
お
り
、
主
要
作
物
で
あ
る
水
稲
の
生

O
t
/
h
a
を
下
回
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
東
部
地
域
で
の
減
少
が
著
し
い
。

経
年
的
に
減
少
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
八
七
年
に
は

し、

な
し、

が
ヽ

他
の
四
地
域
で
は
急
激
な
増
加
が
み
ら
れ
た
。

単
位
収
量
は
各
地
域

向
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
‘

西
部
地
域
で
は
八
四
年
以
降
水
稲
栽
培
は
行
わ
れ
て

ヽ
こ
。

し

f

他
の
四
地
域
で
は
i

九
八
四
年
ま
で
は
ほ
ぼ
一
定
か
、

多
少
増
加
す
る
傾

山
岳
地
帯
の
作
付
面
積
は
東
部
地
域
で
は
一
九
七
五
年
以
降
急
激
に
増
加
し
て
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典
型
的
な
段
々
畑

テ
ラ
イ
・
バ
ク
タ
プ
ー
ル
の

灌
漑
水
田

充
実
が
大
苔
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

山
岳
、

丘
陵
地
帯
で
は
一
九
七
八
年

お
り
、
単
位
収
量
の
経
年
的
な
増
加
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
灌
漑
設
備
の

山
岳

て
い
る
。

＞
中
西
部
＞
極
西
部
地
域
の
順
を
示
し
て
い
る
。

単
位
収
量
は
東
部
地
域
で
最
も

テ
ラ
イ
丘
陵
地
帯
の
作
付
面
積
は
西
部
地
域
で
一
九
七
八

i
八
三
年
に
か
け
て

一
次
的
に
減
少
し
て
い
た
が
、
各
地
域
と
も
は
ぼ
一
定
し
‘

低
く
0
•

五
t
/
h
a前
後
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
‘

動
は
あ
る
も
の
の
二

•
O
t
/
h
a
前
後
で
は
ば
同
様
な
単
位
収
量
を
示
し
て
い
た
。

さ
ら
に
山
岳
、

丘
陵
地
帯
に
比
べ
、

束
部

IIV
中
部
＞
西
部

他
の
四
地
域
で
は
年
変

単
位
収
量
は
若
干
な
が
ら
増
加
傾
向
を
示
し

丘
陵
お
よ
び
テ
ラ
イ
地
帯
の
水
稲
生
産
を
比
較
す
る
と
テ
ラ
イ
地
帯
の

水
稲
作
は
単
位
収
量
で
は
他
の
二
地
帯
に
比
較
し
若
干
低
い
が
、

最
も
安
定
し
て

以
降
作
付
面
積
が
増
加
す
る
の
に
と
も
な
い
単
位
収
量
の
低
下
が
顕
著
に
認
め
ら

れ
る
。
各
地
帯
と
も
東
部
の
単
位
収
量
が
極
め
て
低
い
事
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

的
に
減
少
し
て
い
る
。
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量
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

h
a
を
示
し
て
い
る
が

一
九
八

0
年
以
降
作
付
面
積
の
拡
大
に
と
も
な
い
単
位
収

で
経
年
的
に
増
加
し
て
い
る
。

単
位
収
量
は
各
地
域
と
も

•
五
ー
ニ
•Ot/ 

ホ
し
て
い
る
。

作
付
面
積
の
変
化
は
一
九
八

0
年
以
降
西
部
地
域
を
除
く
四
地
域

岳
山
兵
地
帯
で
は
中
部
、
東
部
地
域
の
作
付
面
積
が
他
の
三
地
域
の
ニ
ー
三
倍
を

は
他
の
二
地
帯
に
比
べ
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。

各
地
帯
に
お
け
る
地
域
別
作
付
面
積
、

単
位
収
量
を
図
示
し
た
。

単
位
収
量
は
極
端
に
落
ち
込
み
‘

各
地
帯
と
も

そ
の
後
回
復
し
た
も
の
の
、

丘
陵
地
帯
の
収
量

年
に
か
け
て

h, 
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で
は
各
地
帯
と
も
経
年
的
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
に

丘
陵
、
山
岳
地
帯
で
は
作
付
面
積

単
位
収
量
は
一
九
七
一
年
に
一
次
的
な
減
少
が
み
ら
れ
た
が
、

年
以
降
、

経
年
的
に
増
加
し
て
い
る
。

＞
丘
陵
＞
山
岳
地
帯
の
順
を
示
し
て
い
る
。

丘
陵
‘

テ
ラ
ス
地
帯
で
は
一
九
七

地
域
の
作
付
面
積
が
高
く
‘

た
の
に
対
し
、
他
の
四
地
域
で
は
一
九
七
七
年
以
降
作
付
面
積
は
徐
々
に
増
加
し
、

単
位
収
量
は
各
地
域
と
も
は
ぽ
同
様
で
あ
る
が
、
作
付
面
積
が
増
加
傾
向
を
示

テ
ラ
イ
地
帯
で
の
作
付
面
積
は
中
部
地
域
が
最
も
高
く
、

い
た
。
中
部
地
域
で
は
一
九
八

0
年
ま
で
作
付
面
積
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
再
び
増
加
し
、

•
五
t
/
h
a前
後
を
示
し
て
い
た
。

ミ
レ
ッ
ト

量
は
若
干
低
い
も
の
の
安
定
し
て
い
た
。

と
も
は
ぽ

で
作
付
面
積
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。

単
位
収
量
は
年
変
動
は
あ
る
も
の
の
各
地
域

山
岳
、

，
ー
、3
 

‘
’
 了

几
七
三
年
よ
り
テ
ラ
イ
地
帯
で
の
作
付
面
積
、

丘
陵
地
帯
で
は
単
位
収

収
量
と
が
急
増
し
、

比
し
テ
ラ
イ
地
帯
で
は
単
位
収
量
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

テ
ラ
イ

一
九
八
三
年
ま

が
急
増
し
た
一
九
八
五
年
以
降
、
単
位
収
量
急
激
に
は
減
少
し
て
い
る
。

各
地
帯
に
お
け
る
地
域
別
作
付
面
積
の
推
移
を
図
示
し
た
。

山
岳
地
帯
の
地
域
別
作
付
面
積
は
一
九
六
八
年

i

一
九
七
四
年
ま
で
は
極
西
部
、

な
作
付
面
積
で
あ
っ
た
が

一
九
八
二
年
以
降
中
西
部
、
東
部
お
よ
び
西
部
地
域

を
示
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
他
の
四
地
域
で
は
一
九
八
二
年
ま
で
は
ぼ
同
様

一
九
八
七
年
に
は
一
九
六
六
年
当
時
と
同
様
な
作
付
面
積

の
順
を
示
し
、
極
西
部

次
い
で
中
西
部
地
域

西
部
お
よ
び
東
部
地
域
が
同
様
な
作
付
面
積
を
示
し
て

量
が
＿
九
八
七
年
に
は

五

t
/
h
a
に
ま
で
減
少
し
た
。

す
一
九
七
七
年
以
降
経
年
的
に
減
少
し

一
九
六
八
年
に
は
二

•
O
t
/
h
a
の
収

一
九
八
四
年
以
降
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。

に
極
西
部
で
の
作
付
面
積
は
極
め
て
低
く
、

二

0
年
間
ほ
ぼ
一
定
の
水
準
で
あ
っ

次
い
で
中
西
部
、
極
西
部
の
順
を
示
し
て
い
た
。

メ
イ
ズ
生
産
量
が
最
も
高
い
丘
陵
地
帯
で
は
西
部
、

特

中

部

お

よ

び

東

部
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付

一
九
八
四
年

回
っ
て
い
る
。
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陵
地
帯
に
比
べ
若
干
で
は
あ
る
が
経
年
的
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
特

を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
量
で
は
各
地
域
と
も
は
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
が
山
岳
、

丘

に
増
加
し
、
一
九
八
七
年
に
は
中
部
＞
西
部
＞
東
部
＞
中
西
部

V
極
西
部
地
域
の
順

八
三
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
他
の
四
地
域
で
は
経
年
的
に
徐
々

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
中
部
地
域
が
最
も
高
い
作
付
面
積
を
示
し
て
い
る
が
、

一
九

域
と
も
年
変
動
は
あ
る
も
の
の
は
ぽ

t
/
h
a
を
示
し
て
い
た
。

一
九
七
六
年
以
降
中
西
部
、
西
部
地
域
の
増
加
割
合
が
高
く
‘

単
位
収
量
は
各
地

も
高
い
作
付
面
積
を
示
し
て
い
た
。

他
の
四
地
域
で
は
経
年
的
に
増
加
し
、
特
に

部
地
域
が
最

間
に
渡
り
中
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お
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単
位
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量
の
推
移

テ
ラ
イ
地
帯
で
は

0
•

九
t
/
h
a
前
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単
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収
量
が

経
年
的
に
減
少
し
、

一
九
八
七
年
に
は

0
•
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単
位
収
量
は
山
岳
、
丘
陵
地
帯
と
も
ほ
ぼ

二
t
/
h
a
で
あ
っ
た
も
の
が

一
几
八
四
年
以
降
滅
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

み
ら
れ
、

以
前
の
水
準
を
上
回
る
収
量
を
示
し
て
い
る
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
逆
に

は
一
九
七
六
年
以
降
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、

一
九
八
四
年
以
降
‘

増
加
が

付
面
積
が
テ
ラ
イ
地
帯
の
そ
れ
ら
を
上
回
っ
て
い
る
。

山
岳

徴
で
あ
っ
た
。

丘
陵
地
帯
の
収
量

岳
地
帯
の
順
を
し
め
し
て
い
た
が
、

一
九
八
四
年
以
降
、
山
岳
地
帯
の
収
量

作

④
 

小
麦
の
収
量

コ
ム

ギ
作
付
面
積
と
も
丘
陵
地
帯
が
最
も
高
く
、

つ
い
で
テ
ラ
イ
、

山
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同
程
度
か
、

若
干
増
加
し
た
程
度
で
あ
っ
た
。

単
位
収
量
は
各
地
域
と
も
経
年
的

さ
え
ア
ジ
ア
の
平
均
収
量
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
る
。

栽
培
技
術
に
若
干
の
向
上
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ヽ

し
か
し

高
い
作
物
で
あ
る
た
め

様
な
単
位
収
鼠
を
示
し
て
い
る
。

オ
オ
ム
ギ
は
肥
料

ゞ
ヽ

い
る
カ

増
加
割
合
が
高
か
っ
た
。

°、、ヵ

単
位
収
量
は
各
地
域
と
も
は
ぽ
同
様
な
水
準
で
あ
っ
た

丘
陵
地
帯
の
作
付
面
積
は
西
部

v
>
東
部
＞
中
部
＞
中
西
部
＞
極
西
部
地
域
の

西
部
地
域
で
は
一
九
八
四
年
以
降
、
他
の
地
域
に
比
べ
急
激

な
増
加
を
示
し
て
い
た
。
東
部
、
中
西
部
お
よ
び
極
西
部
で
は
経
年
的
に
若
干
増

少
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
単
位
収
量
は
山
岳
地
帯
の
そ
れ
と
は
ぼ
同
様
な
水

準
で
ヽ

経
年
的
な
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
作
付
面
積
は
山
岳
地
帯
と
同
程
度
で
あ
り
、
中
部
＞
東
部
＞

＞
西
部
＞
中
西
部
＞
極
西
部
地
域
の
順
を
示
し
て
い
た
。

作
付
面
積
は
近
年
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、

以
降
各
地
域
と
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

,~,~ 

5
 

,'、収
量
、
作
付
面
積
と
も
丘
陵
＞
山
岳

V
テ
ラ
イ
地
帯
の
順
を
示
し
、

陵
地
帯
で
は
一
九
八
四
年
以
降
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

減
少
し
て
い
る
。

単
位
収
量
は
一
九
七
六
年
以
降
山
岳
‘

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
増
加
傾
向
を
示
し
‘

各
地
帯
に
お
け
る
地
域
別
作
付
面
積
、

単
位
収
量
は
各
地
域

山
岳
、

丘

丘
陵
地
帯
で
減
少
し
て

近
年
で
は
各
地
帯
と
も
は
ぼ
同

水
分
に
対
す
る
応
答
性
が

テ
ラ
イ
地
帯
で
単
位
収
量
の
増
加
が
み
ら
れ
た
こ
と
は

テ
ラ
イ
地
帯
で

単
位
収
量
を
図
示
し
た
。

山
岳
地
帯
の
生
産
は
中
西
部
、
極
西
部
地
域
に
依
存
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
地
域

で
は
一
九
八
四
年
以
降
作
付
面
積
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。
他
の
三
地
域
で
は
ほ
ぼ

テ
ラ
イ
地
帯
で
は

オ
オ
ム
ギ

と
も
作
付
面
積
の
変
動
に
か
か
わ
ら
ず

O
t
/
h
a
前
後
で
安
定
し
て
い
た
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
一
九
八
二
年

山
岳
、
丘
陵
地
帯
で
は

加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

こ
れ
に
比
し
中
部
地
域
で
は
一
九
七
五
年
以
降
減

順
を
示
し
て
い
た
。

O
t
/
h
a
前
後
に
低
下
し
て
い
た
。

一
九
六
八
年
に

二

t
/
h
a
前
後
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
九
八
八
年
に
は
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の
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を
示
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。

極
西
部
、
西
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地
域
で
は
作

丘
陵
地
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で
は
中
西
部
の
作
付
面
積
が
最
も
高
く
、

一
九
八

0
年
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急
激
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に
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お
よ
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地
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オ
オ
ム
ギ

作
付
面
積
、
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量
お
よ
ぴ
単
位
収
量
の
推
移
面
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量
は
各
地
城
と
も
一
九
七
七
年
以
降
若
干
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

は
一
九
七
七
年
以
降
一
、

o
o
o
h
aを
下
回
っ
て
い
る
。
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が
ら
単
位
収

く
四
地
域
で

部
地
域
を
除

ha 

6000 

ton/ha 

4 

3
 

2
 

減
少
し
、

中

作
付
面
積
は

域
で
も
一
九

七
四
年
以
降

部
、
東
部
地

を
示
し
、

西

降
減
少
傾
向

5000 

4000 

3000・ 

2000 

1000 

％ 

讐ー・

_._.__ 

ero-o-<H½>-o丸

•• 手→~ 

＼
 

゜67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 • FacWesl• 11iddleWesl 
• Wesl -<>- Coote,・-o-

口

゜b7 69 71 図22

九
八
二
年
以

Yea,・ 

East 

73 75 77)9 81 83 85 07''"' 

テライ地帯の開発地域別

オオムギ生産量の推移

-84 -

高
い
が

面
積
が
最
も

h, 

7000 

6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

テ
ラ
イ
地

地
域
の
作
付

帯
で
は
中
部

ヽ
こ
。

し

f
ぽ
一
定
し
て

ha前
後
で
は

O

t

/

 

八—彙へ／

各
地
域
と
も

o I , , , , , , , , , , , , , ・
&7 &9 71 73 75 77 79 81 83 85 87 

● facWesl• tHddleWesl 
→ - West --<>- Crnle,・ ー王 East 

Yea, 

ton/ha 

3.0 

25 

20 

I 5 

1.0 

05 

0.0 
67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 

図21 丘陵地帯の開発地域別

オオムギ生産量の推移

Vea, 



ヽ
こ
。

し

t
'" 40000 

単
位
収
量
は

l
J
L
七
九
年
ま
で
各
地
域
と
も
同
様
で
あ
っ
た
が

そ
の
後
、

れ
る
の
も
こ
の
二
地
域
で
あ
る
。

他
の
二
地
域
で
は
作
付
面
積
は
は
ぽ
一
定
し
て

山
岳
地
帯
で
の
生
産
は
中
部
、
東
部
地
域
が
高
く
、
作
付
面
積
の
増
加
が
み
ら
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山
岳
、
丘
陵
お
よ
ぴ
テ
ラ
イ
地
帯
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

作
付
面
積
、
収
量
お
よ
ぴ
単
位
収
量
の
推
移

九
七
四
ー
一
九
八
三
年
に
か
け
大
き
な
減
少
を
示
し
た
。

一
九
七
七
年
に
一
次
的
に
滅
少
し
た
後
、
経
年
的
に
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
た
。

五

•
O
t
/
h
a、

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
六
．

o
i

七

•
O
t
/
h
a
の
単
位
収
最
を
示
し
て
い
た
が
、

丘
陵
地
帯
で
は
六
．

0
1

五
•
五

t
/
h
aを
示
し
て
い
た
が
、

と
も
減
少
し
て
い
た
。

単
位
収
量
は
一
九
六
八
ー
l

九
七
六
年
ま
で
山
岳
地
帯
で

特
に
テ
ラ
イ
地
帯
で
は
一
九
七
四
年
ー
一
九
八
三
年
に
か
け
て
作
付
面
積
、

収
量

た

が
ヽ

山
岳

ジ
ャ
ガ
イ
モ

度
で
あ
っ
た
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
そ
の
増
加
は
丘
陵
地
帯
に
比
べ
僅
か
で
あ
っ
た
。

丘
陵
地
帯
で
は
作
付
面
積
、
収
量
と
も
に
経
年
的
に
増
加
し
て
い

．
 6
 

,
'
,
 
生
産
景
は
丘
陵
地
帯
が
最
も
高
く

つ
い
で
山
岳
、

テ
ラ
イ
地
帯
が
は
ぼ
同
程
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年
の
作
付
面
積
の
減
少
に
と
も
な
い
減
少
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そ
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。
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つ

た

が
ヽ

そ
の
後
い
ず
れ
の
地
帯
で
も
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
量
は
各
地
帯
と
も
一
九
八

0
年
ま
で
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ

い
る
。

丘
陵
‘

山
岳
地
帯
で
の
生
産
は
一
九
八
二
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向

産
量
は
増
加
し
、

一
九
八
五
年
に
一
時
的
に
滅
少
し
た
も
の
の
そ
の
後
回
復
し
て

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
は
テ
ラ
イ
地
帯
が
最
も
高
く
、

(7) 
こ。t
 
単
位
収
量
は
各
地
域
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
大
ぎ
く
‘

一
九
七
四
ー
一
九
八
三

八
二
年
以
降
増
加
し
て
い
た
。

他
の
三
地
域
は
は
ぼ
同
様
な
水
準
で
推
移
し
て
い

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
中
部
、

東
部
地
域
の
作
付
面
積
が
高
く
、

量
が
他
の
四
地
域
に
比
べ
僅
か
に
高
く
推
移
し
て
い
た
。

両
地
域
と
も
一
九
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で
推
移
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
八

0
、

い
る
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
の
作
付
面
積
は
一
九
七
七
年
ま
で
八
〇
、

o
o
o
h
a前
後

油
種
の
生
産
も
テ
ラ
イ
地
帯
が
最
も
高
く
‘
丘
陵
地
帯
の
は
ほ
四
倍
を
示
し
て

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
中
部
＞
西
部
＞
東
部

V
極
西
部
1
1

中
西
部
の
順
を
示
し
て
い

最
も
作
付
面
積
が
高
い
西
部
地
域
で
一
九
八
ニ
ー
一
九
八
五
年
に
か
け
減
少

西
部
お
よ
び
東
部
地
域
で
あ
っ
た
。

山
岳
、
丘
陵
お
よ
ぴ
テ
ラ
イ
地
帯
の
油
種
の

作
付
面
積
、
収
量
お
よ
ぴ
単
位
収
量
の
推
移

~
山
缶
地
帯〗
丘
陵
地
帯
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0
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部

ぼ
同
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水
準
で
あ
っ
た
が

そ
の
後
増
加
傾
向
を
示
し
た
。

特
に
増
加
割
合
が

増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
量
は
一
九
八
一
年
ま
で
各
地
域
と
も
ほ

し
た
も
の
の
そ
の
後
増
加
し
て
い
る
。

一
方
他
の
四
地
域
で
は
一
九
七
五
年
以
降

こ。f
 
大
き
い
も
の
の
各
地
域
と
も
若
干
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

あ
り
経
年
的
に
減
少
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
鼠
は
地
城
毎
の
変
動
は
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傾
向
を
示
し
て
い
た
が

東
部
、
中
部
お
よ
び
極
西
部
地
域
で
は
一
九
八
三
年
以

部
、
中
部
、
中
西
部
お
よ
び
極
西
部
地
域
で
作
付
面
積
は
一
九
八
三
年
ま
で
減
少 東

は
向
上
し
て
い
る
。

イ
＞
丘
陵
＞
山
岳
地
帯
の
順
を
示
し
、
各
地
帯
と
も
―

1
0
年
間
徐
々
に
単
位
収
量

ooha以
下
で
テ
ラ
イ
‘
丘
陵
地
帯
に
比
べ
極
僅
か
で
あ
る
。

単
位
収
量
は
テ
ラ

ニニ
0
、

山
岳
地
帯
で
は
西
部
地
域
で
一
九
七
八
年
以
降
栽
培
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

o
o
o
h
a前
後
で
推
移
し
て
い
た
。

山
岳
地
帯
の
作
付
面
積
は
一

0
、

0

き
ぎ
く
年
変
動
を
示
し
て
い
た
。

丘
陵
地
帯
で
は
大
き
な
変
動
は
な
く
、

現
在
ま
で



単
位
収
最
を
示
し
て
い
た
丘
陵
地
帯
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

降
急
激
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は

0・

六

i
o
．
七

t
／

ha
前
後
の

イ
地
帯
で

0
•

八
ー

0

・
七
t
/
h
a前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、

一
九
八
五
年
以

年
に
か
け
て
は
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。

単
位
収
量
は
主
な
生
産
地
帯
で
あ
る
テ
ラ

積
は
滅
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
‘

山
岳
地
帯
で
は
一
九
八
ニ
ー
＿
九
八
六

を
示
し
て
い
る
。

丘
陵
地
帯
で
は
僅
か
に
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
の
そ
の
作
付
面

ヽ

，
 

,'1 生
産
は
テ
ラ
イ
地
帯
が
主
体
で
あ
り
、

そ
の
作
付
面
積
は
八
‘

o
o
o
h
a前
後

夕

,, 
コ

現
在
で
は

0
•

五
I
O
·

七
t
/
h
a前
後
に
向
上
し
て
い
る
。

増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

単
位
収
量
は

0
•

四
i
o

．
六
t

／
h
aで
あ
っ
た
が
、

時
的
な
減
少
、

増
加
を
繰
り
返
し
な
が
ら
一
九
八
三
年
以
降
は
と
ん
ど
の
地
域
で

く
他
の
三
地
域
は
ほ
ぼ
同
様
な
水
準
で
あ
っ
た
。

各
地
域
と
も
作
付
面
積
は

生
産
量
が
最
も
高
い
テ
ラ
イ
地
帯
で
は
中
西
部
、

中
部
地
域
の
作
付
面
積
が
高

一
九
七
六
年
以
降
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。
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山
岳
地
帯
と
同
様
な
水
準
で
あ
っ
た
。

に
減
少
し
て
い
る
。

東
部
地
域
を
除
く
四
地
域
で
は

0
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五
t
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h
a前
後
で
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‘

地
域
の
約
三
倍
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示
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て
い
た
が
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経
年
的
に
減
少
し
、
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。

一
九
八
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年
以
降
急
激
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収
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は
一
九
七
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東
部
地
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他
の
四

い
る
。

他
の
地
域
の
作
付
面
積
は
東
部
、
中
部
地
域
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比
し
き
わ
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な
く

生
産
の
主
要
地
域
で
あ
り

一
九
七
三
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以
降
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て
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え
る
条
件
が
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
‘

管
理
が
重
要
で
あ
り
、

テ
ラ
イ
地
帯
の
開
発
に
と
も
な
い
こ
れ
ら
肥
培
管
理
が
行

各
地
帯
別
作
物
生
産
量
を
比
較
す
る
た
め
各
作
物
別
に
作
付
面
積
の
多
い
順
に

列
挙
し
た
。

二
0
年
間
の
推
移
か

各
作
物
別
作
付
面
積
は
コ
メ
、
ミ
レ
ッ
ト
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
油
種
、
タ
バ
コ
の
換
金

温
潤
亜
熱
帯
お
よ
び
温
潤
温
帯
に
適
し
た
作
物
の
生
産
が
テ
ラ

イ
地
帯
に
集
中
し
、
従
前
の
札
自
給
自
足
農
業
形
態
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
作
物
に

つ
い
て
は
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
の
作
付
面
積
が
優
っ
て
い
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

テ
ラ
イ
地
帯
で
栽
培
さ
れ
る
換
金
性
の
高
い
作
物
栽
培
に
は
灌
漑
、
施
肥
等
肥
培

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
人
口
増
加
に
対
す
る
食
料
供
給
が
充
足
さ
れ
て
い
る
点
も
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
換
金
性
作
物
の
生
産
が
高
い
要
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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地
域
と
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同
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し
て
い
た
。
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カ
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メ
イ
ズ

コ

メ

士

＋

＋

+-

＋ 

山岳地帯

丘陵地帯

テライ地帯

ジ
ャ
ガ

イ
モ

オ
オム
ギ

コ
ム
ギ

+

+

+

 
＋
 

＋ 

山岳地帯

丘陵地帯

テライ地帯

タ
バ
コ

油

種

サ
ト
ウ

キ
ビ

②

単

位

収

量

+

＋

+

 

+

＋

+

 

山岳地帯

丘陵地帯

テライ地帯
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十 ＋ ± 土 FW 
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と
す
る
中
部
開
発
地
域
の
増
加
率
が
高
く
‘

東
部
地
域
で
は
他
の
地
域
に
比
べ
若

い
人
口
吸
収
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

丘
陵
地
帯
で
は
カ
ト
マ
ン
ズ
を
中
心

西
部
＞
西
部
＞
東
部
＞
中
部
開
発
地
域
の
順
を
示
し
、

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
依
然
高

年
の
人
口
を
比
較
し
た
人
口
増
加
率
は
テ
ラ
イ
地
帯
で
最
•
も
高
く
‘
極
西
部
＞
中

況
が
農
業
生
産
に
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
七
一
年
と
一
九
八
一

＜ ヽ

テ
ラ
イ
地
帯
で
は
東
部
、

中
部
開
発
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。

域
に
は
平
均
的
に
居
住
し
て
い
る
。

丘
陵
地
帯
で
は
中
部
、

西
部
開
発
地
城
に
多

ヽ
こ
。

し

f

山
岳
地
帯
で
は
西
部
開
発
地
域
の
人
口
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
他
の
四
地

一
九
七
一
年
、

一
九
八
一
年
と
も
丘
陵

V
テ
ラ
イ
＞
山
岳
地
帯
の
順
を
示
し
て

発
地
域
区
分
に
よ
る
人
口
統
計
に
甚
づ
き
図
示
し
た
。

図
39
、

40
に
一
九
七
一
年
、

一
九
八
一
年
各
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
地
形
区
分
、

8000 
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0
0
0
0
0
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図39 山岳、丘陵およぴテライ地帯の開発地域別

人口の変化

V
地
域
別
人
口
分
布
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0
U
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＂,tg-

こ
の
様
な
状

2
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-
t
-
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図40

旧山岳地帯

5 

匿丘陵地帝國テライ地帯

開

山岳、丘陵およぴテライ地帯の開発地域別

人口増加率の変化
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に
よ
る
区
分
よ
り
主
要
九
品
目
の
作
物
生
産
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

テ
ラ
イ
地
帯
に
は
換
金
性
の
高
い
作
物
の
生
産
が
集
中
し
て
お
り
、

の
拡
大
に
と
も
な
い
は
と
ん
ど
の
作
物
の
単
位
収
屈
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

に
関
す
る
資
料
よ
り
、

作
付
面
積

地
形
区
分
お
よ
び
地
形
区
分
と
開
発
地
域
区
部
の
組
合
せ

ネ
パ
ー
ル
国
の

一
九
六
八
年
ー
一
九
八
七
年
の
二

0
年
間
に
わ
た
る
作
物
生
産

VI
総

括

図
41

山
岳
、
丘
陵
お
よ
ぴ
テ
ラ
イ
地
帯
の
開
発
地
域
別

人
口
分
布
割
合
の
変
化

2.76S 

13.60月

爾
閉
璽
切

0

椒西部

中内部

西部

中部

東部

＼山岳地帯j

部

部
西

西

部

部

部

極

中

西

中

東

匿
羅

Ill
図

m

部

部
酉

西

部

部

部

極

中

西

中

東

國
覇
●
囮
日

＼テライ地帯／

1.39S 

14.57~ 

示
し
て
お
り

こ
の
地
域
の
人
口
減
少
が
著
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

干
低
く
な
っ
て
い
る
。

山
岳
地
帯
で
は
西
部
地
城
で
人
口
増
加
率
は
マ
イ
ナ
ス
を

40.46月 36.30~ 
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と
か
ら

こ
の
地
帯
で
の
生
産
性
は
他
の
地
域
に
比
べ
さ
ら
に
向
上
し
、
地
域
格

ン
ド
か
ら
の
農
業
資
材
（
優
良
品
種
、

化
学
肥
料
等
）

の
入
手
が
容
易
で
あ
る
こ

る
地
勢
条
件
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
テ
ラ
イ
地
帯
で
は
イ

の
不
足
が
重
要
な
要
因
と
者
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ネ
パ
ー
ル
で
は
生
産
性
に
対
す

げ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
生
産
技
術

よ
び
、

堆
肥
、

緑
肥
の
利
用

新
規
開
田
を
掲
げ
て
い
る
が

顕
著
な
効
果
は
挙

研
究
成
果
を
普
及
に
移
す
際
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
利
用
、

化
学
肥
料
の
利
用
、

lture 

L
a
n
d
 

a
n
d
 

で
は
生
産
性
向
上
の
手
段
と
し
て
優
良
品
種

農
業
省

(
M
i
n
i
s
t
y

of 

A
g
r
i
c
u
 

一
方
農
業
サ
イ
ド
で
は
牒
業
環
境
の
整
備
と
保
全
‘

栽
培
技
術
の
向
上
が
緊
急

著
し
く

考
え
ら
れ
る
。

0
％
の
水
準
で
あ
る
。

五
つ
の
開
発
地
域
区
分
は
地
勢
条
件
に
よ
る
不
均
衡
を
是
正
す
る
目
的
で
設
定

人
口
の
第
中
は
依
然
と
し
て
継
続
す
る
と
共
に
テ
ラ
イ
地
帯
で
の
人
口
増
加
率
も

こ
の
地
帯
の
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
が
今
後
ネ
パ
ー
ル
国
の
食
料

自
給
率
の
向
上
を
者
え
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

R
e
f
o
r
m
)
 

F
o
o
d
,
 

病
害
虫
防
除
面
積
の
拡
大
、
灌
漑
面
積
の
拡
大
お

を
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

可
耕
地
に
対
す
る
人
口
分
布
の
面
か
ら
丘
陵
地
帯
へ
の

さ
れ
た
区
分
で
あ
る
が
、

人
口
分
布
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
反
映
し
、
当
初
の
目
的

ル
国
内
で
の
比
較
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
の
平
均
単
位
収
量
に
比
較
す
る
と
六

O

i
七

近
年
、
単
位
収
量
が
増
加
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し

こ
れ
は
ネ
パ
ー

肥
料
等
）

の
影
評
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り

す
な
わ
ち
イ
ン
ド
国
境
に
近
く
‘

イ
ン
ド
か
ら
の
農
業
技
術
（
優
良
品
種
、

化
学

て
い
る
。

ま
た
。

テ
ラ
イ
地
帯
は
地
勢
条
件
は
他
の
地
域
に
比
し
優
っ
て
い
る
。

在
地
力
、

灌
漑
開
発
等
に
よ
る
作
物
栽
培
環
境
も
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
優
っ

） ヽ

農
地
と
し
て
の
利
用
の
歴
史
は
丘
陵
‘

山
岳
地
帯
に
比
べ
短
く
、
農
地
の
潜

テ
ラ
イ
地
帯
は
人
口
分
散
政
策
に
甚
づ
き
開
発
さ
れ
た
地
域
で
あ

め
ら
れ

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
こ
れ
以
上
の
農
地
拡
大
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と

四
年
以
降
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

単
位
収
景
は
減
少
す
る
傾
向
が
認

こ
れ
に
対
し
、
丘
陵
、
山
岳
地
帯
で
は
は
と
ん
ど
の
作
物
の
作
付
面
積
は
一
九
八
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造
の
環
境
計
画
学
的
研
究

一
九
八
九

m小
出
進
‘

冨
田
正
彦
i

南
ア
ジ
ア
天
水
田
地
帯
に
お
け
る
地
域
生
態
系
構

地
域
格
差
を
改
善
す
る
た
め
に
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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s
i
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A
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八
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P
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一
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ネ
パ
ー
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一
九
八
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一
九
八
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● ま
た
‘

農
業
生
産
性
の
向
上
と
共
に
農
業
産
品
の
輸
送
、

差
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

>-

流
通
手
段
の
確
保
も

一
九
八
三
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